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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークに接続される情報処理装置であって、
　プログラムを実行する１つまたは複数のプロセッサ手段と、このプロセッサ手段を管理
する管理手段とを備え、
　前記管理手段は、前記プロセッサ手段を特定するためのプロセッサ識別子、および、こ
のプロセッサ識別子によって特定されるプロセッサ手段がプログラムの実行中または実行
予約中であるか否かを示す使用状況情報、プログラムを特定するためのプログラム識別子
、ネットワークを介して当該情報処理装置に接続された他の情報処理装置からの確保要求
に応じて確保したプロセッサ手段に対して発番したロックシーケンス番号を含む管理テー
ブルを備え、
　前記管理手段は、前記確保要求に応じて前記プロセッサ手段の一部または全部を前記他
の情報処理装置のために確保したとき、前記プロセッサ手段の確保に応じて前記管理テー
ブルの書き替えを行い、該書き替え後の前記管理テーブル上の情報を前記他の情報処理装
置に返信し、前記管理テーブル上のプログラム識別子とロックシーケンス番号が一致する
前記他の情報処理装置からのプログラムを、該一致するプログラム識別子とロックシーケ
ンス番号に対応して確保されているプロセッサ手段に送信することを特徴とする情報処理
装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
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　前記管理手段は、前記他の情報処理装置からの確保要求に応じて、前記プロセッサ手段
中の、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段を、前記他の情
報処理装置のために確保することを特徴とする情報処理装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記管理手段は、前記他の情報処理装置からの問い合わせに対して、前記管理テーブル
上の情報を前記他の情報処理装置に返信し、その後の前記他の情報処理装置からの確保要
求に応じて、前記プロセッサ手段中の、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもな
いプロセッサ手段を、前記他の情報処理装置のために確保することを特徴とする情報処理
装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記管理手段は、前記他の情報処理装置からの確保要求に対して、前記プロセッサ手段
中に、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段が、前記他の情
報処理装置から要求された数以上存在するときには、そのプロセッサ手段を前記他の情報
処理装置のために確保し、前記プロセッサ手段中に、プログラムの実行中ではなく、実行
予約中でもないプロセッサ手段が、前記他の情報処理装置から要求された数未満しか存在
しないときには、前記他の情報処理装置からの確保要求で示されたプログラム優先度より
低いプログラム優先度のプログラムの実行中または実行予約中のプロセッサ手段を、前記
他の情報処理装置のために確保することを特徴とする情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の情報処理装置において、
　前記管理手段は、前記他の情報処理装置からの問い合わせに対して、前記管理テーブル
上の情報を前記他の情報処理装置に返信し、その後の前記他の情報処理装置からの確保要
求に対して、前記プロセッサ手段中に、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもな
いプロセッサ手段が、前記他の情報処理装置から要求された数以上存在するときには、そ
のプロセッサ手段を前記他の情報処理装置のために確保し、前記プロセッサ手段中に、プ
ログラムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段が、前記他の情報処理装
置から要求された数未満しか存在しないときには、前記他の情報処理装置からの確保要求
で示されたプログラム優先度より低いプログラム優先度のプログラムの実行中または実行
予約中のプロセッサ手段を、前記他の情報処理装置のために確保することを特徴とする情
報処理装置。
【請求項６】
　同一のネットワーク上に接続される複数の情報処理装置からなるシステムであって、
　前記複数の情報処理装置は、それぞれ、プログラムを実行する１つまたは複数のプロセ
ッサ手段と、このプロセッサ手段を管理する管理手段とを備え、
　前記管理手段は、それぞれ、自情報処理装置内の前記プロセッサ手段を特定するための
プロセッサ識別子、および、このプロセッサ識別子によって特定されるプロセッサ手段が
プログラムの実行中または実行予約中であるか否かを示す使用状況情報、プログラムを特
定するためのプログラム識別子、ネットワークを介して当該情報処理装置に接続された他
の情報処理装置からの確保要求に応じて確保したプロセッサ手段に対して発番したロック
シーケンス番号を含む管理テーブルを備え、
　前記管理手段は、前記確保要求に応じて自情報処理装置内の前記プロセッサ手段の一部
または全部を前記他の情報処理装置のために確保したとき、前記プロセッサ手段の確保に
応じて前記管理テーブルの書き替えを行い、該書き替え後の前記管理テーブル上の情報を
前記他の情報処理装置に返信し、前記管理テーブル上のプログラム識別子とロックシーケ
ンス番号が一致する前記他の情報処理装置からのプログラムを、該一致するプログラム識
別子とロックシーケンス番号に対応して確保されているプロセッサ手段に送信することを
特徴とする情報処理システム。
【請求項７】



(3) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

　それぞれ、プログラムを実行する１つまたは複数のプロセッサ手段と、このプロセッサ
手段を管理する管理手段とを備える複数の情報処理装置が、同一のネットワーク上に接続
されたネットワークシステムにおける情報処理方法であって、
　前記管理手段は、それぞれ、自情報処理装置内の前記プロセッサ手段を特定するための
プロセッサ識別子、および、このプロセッサ識別子によって特定されるプロセッサ手段が
プログラムの実行中または実行予約中であるか否かを示す使用状況情報、プログラムを特
定するためのプログラム識別子、ネットワークを介して当該情報処理装置に接続された他
の情報処理装置からの確保要求に応じて確保したプロセッサ手段に対して発番したロック
シーケンス番号を含む管理テーブルを備え、
　一の情報処理装置内の前記管理手段が、自情報処理装置内の前記管理テーブルを参照し
て、あるプログラムの実行用に自情報処理装置内でプロセッサ手段を確保できるか否かを
判断する第１工程と、
　前記一の情報処理装置内の前記管理手段が、前記第１工程で自情報処理装置内でプロセ
ッサ手段を確保できると判断したとき、自情報処理装置内にプロセッサ手段を確保して、
前記プロセッサ手段の確保に応じて自情報処理装置内の前記管理テーブルを書き替える第
２工程と、
　前記一の情報処理装置内の前記管理手段が、前記第１工程で自情報処理装置内でプロセ
ッサ手段を確保できないと判断したとき、情報処理装置内の前記管理手段に対してプロセ
ッサ手段の確保を要求する第３工程と、
　この確保要求に応じて、前記他の情報処理装置内の前記管理手段が、自情報処理装置内
にプロセッサ手段を確保して、前記プロセッサ手段の確保に応じて自情報処理装置内の前
記管理テーブルの書き替えを行い、該書き替え後の前記管理テーブル上の情報を前記一の
情報処理装置内の前記管理手段に通知する第４工程と、
　前記管理テーブル上のプログラム識別子とロックシーケンス番号が一致する前記一の情
報処理装置からのプログラムを、該一致するプログラム識別子とロックシーケンス番号に
対応して確保されている前記他の情報処理装置内のプロセッサ手段に送信する第５工程と
、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項８】
　請求項７に記載の情報処理方法において、
　前記第２工程では、前記一の情報処理装置内の前記管理手段は、第１次的に、プログラ
ムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段を、前記あるプログラムの実行
用に確保し、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段だけでは
必要数のプロセッサ手段を確保できないときには、前記あるプログラムより優先度の低い
プログラムの実行中または実行予約中のプロセッサ手段を、前記あるプログラムの実行用
に確保することを特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
　請求項７に記載の情報処理方法において、
　前記第４工程では、前記他の情報処理装置内の前記管理手段は、第１次的に、プログラ
ムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段を、前記あるプログラムの実行
用に確保し、プログラムの実行中ではなく、実行予約中でもないプロセッサ手段が、前記
一の情報処理装置から要求された数未満しか存在しないときには、前記あるプログラムよ
り優先度の低いプログラムの実行中または実行予約中のプロセッサ手段を、前記あるプロ
グラムの実行用に確保することを特徴とする情報処理方法。
【請求項１０】
　請求項７に記載の情報処理方法において、
　前記第３工程では、前記一の情報処理装置内の前記管理手段は、プロセッサ手段の確保
要求先の他の情報処理装置として特定の種別の情報処理装置を優先的に選択することを特
徴とする情報処理方法。
【請求項１１】



(4) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

　プログラムを実行する１つまたは複数のプロセッサ手段を備え、ネットワークに接続さ
れる情報処理装置において、前記プロセッサ手段の一部または全部を、ネットワークを介
して当該情報処理装置に接続された他の情報処理装置のために確保するために、コンピュ
ータを、
　前記プロセッサ手段を特定するためのプロセッサ識別子、および、このプロセッサ識別
子によって特定されるプロセッサ手段がプログラムの実行中または実行予約中であるか否
かを示す使用状況情報、プログラムを特定するためのプログラム識別子、ネットワークを
介して当該情報処理装置に接続された他の情報処理装置からの確保要求に応じて確保した
プロセッサ手段に対して発番したロックシーケンス番号を含む管理テーブルを生成する手
段、
　前記他の情報処理装置からの確保要求に対して、前記管理テーブルを参照して、前記プ
ロセッサ手段の一部または全部を前記他の情報処理装置のために確保できるか否かを判断
する手段、および、
　前記プロセッサ手段の一部または全部を前記他の情報処理装置のために確保できるとき
、前記プロセッサ手段の一部または全部を前記他の情報処理装置のために確保して、前記
管理テーブルの書き替えを行い、該書き替え後の前記管理テーブル上の情報を前記他の情
報処理装置に返信し、前記管理テーブル上のプログラム識別子とロックシーケンス番号が
一致する前記他の情報処理装置からのプログラムを、該一致するプログラム識別子とロッ
クシーケンス番号に対応して確保されているプロセッサ手段に送信する手段、
　として機能させるための情報処理用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、情報処理装置、情報処理方法、情報処理システムおよび情報処理用プログ
ラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、グリッド・コンピューティングが注目されている。グリッド・コンピューティン
グとは、ネットワークに接続された複数の情報処理装置を協調動作させて、高い演算性能
を実現する技術である。
【０００３】
　例えば、特許文献１（特開２００２－３４２１６５号公報）、特許文献２（特開２００
２－３５１８５０号公報）、特許文献３（特開２００２－３５８２８９号公報）、特許文
献４（特開２００２－３６６５３３号公報）および特許文献５（特開２００２－３６６５
３４号公報）には、均一なモジュラー構造、共通のコンピューティング・モジュール、お
よび均一なソフトウェアセルを用いることによって、高速処理用コンピュータ・アーキテ
クチャを実現することが示されている。
【０００４】
　また、特許文献６（米国特許６，５８７，９０６）、特許文献７（米国特許６，６６７
，９２０）、特許文献８（米国特許６，７２８，８４５）、特許文献９（米国特開２００
４－００３９８９５）、特許文献１０（米国特開２００４－００５４８８０）および特許
文献１１（米国特開２００４－００９８４９６）には、情報処理装置内に複数個存在する
プロセッサを独立・並列に動作させることによって、処理を高速化させることが示されて
いる。
【０００５】
　上に挙げた先行技術文献は、以下の通りである。
【特許文献１】特開２００２－３４２１６５号公報
【特許文献２】特開２００２－３５１８５０号公報
【特許文献３】特開２００２－３５８２８９号公報
【特許文献４】特開２００２－３６６５３３号公報
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【特許文献５】特開２００２－３６６５３４号公報
【特許文献６】米国特許６，５８７，９０６
【特許文献７】米国特許６，６６７，９２０
【特許文献８】米国特許６，７２８，８４５
【特許文献９】米国特開２００４－００３９８９５
【特許文献１０】米国特開２００４－００５４８８０
【特許文献１１】米国特開２００４－００９８４９６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、ネットワークを介して複数の情報処理装置が接続されたネットワークシ
ステムにおいて、ユーザの当該ネットワークシステムに対する操作に応じた処理を、ネッ
トワークシステム全体で確実に、しかも現に実行中または実行予約中のプログラムの実行
をできるだけ妨げないように、分散的に実行するには、それぞれの情報処理装置、または
ネットワークシステムを管理する情報処理装置が、自装置内および他装置内のプロセッサ
手段の使用状況（プログラム実行状況）を把握し、処理に必要なプロセッサ手段を自装置
内または他装置内に確保する必要がある。
【０００７】
　そこで、この発明は、各情報処理装置内のプロセッサ手段に対して的確にプログラムの
実行を割り当てることができ、ネットワークシステム全体で確実に、しかも現に実行中ま
たは実行予約中のプログラムの実行をできるだけ妨げないように、分散処理を実行するこ
とができるようにしたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この発明の情報処理装置は、
　ネットワークに接続される情報処理装置であって、
　プログラムを実行する１つまたは複数のプロセッサ手段と、このプロセッサ手段を管理
する管理手段とを備え、
　前記管理手段は、前記プロセッサ手段を特定するためのプロセッサ識別子、および、こ
のプロセッサ識別子によって特定されるプロセッサ手段がプログラムの実行中または実行
予約中であるか否かを示す使用状況情報、プログラムを特定するためのプログラム識別子
、ネットワークを介して当該情報処理装置に接続された他の情報処理装置からの確保要求
に応じて確保したプロセッサ手段に対して発番したロックシーケンス番号を含む管理テー
ブルを備え、
　前記管理手段は、前記確保要求に応じて前記プロセッサ手段の一部または全部を前記他
の情報処理装置のために確保したとき、前記プロセッサ手段の確保に応じて前記管理テー
ブルの書き替えを行い、該書き替え後の前記管理テーブル上の情報を前記他の情報処理装
置に返信し、前記管理テーブル上のプログラム識別子とロックシーケンス番号が一致する
前記他の情報処理装置からのプログラムを、該一致するプログラム識別子とロックシーケ
ンス番号に対応して確保されているプロセッサ手段に送信するものである。
【０００９】
　このような構成の、この発明の情報処理装置を複数、同一のネットワーク上に接続して
、ネットワークシステムを構成すれば、各情報処理装置内のプロセッサ手段に対して的確
にプログラムの実行を割り当てることができ、ネットワークシステム全体で確実に、しか
も現に実行中または実行予約中のプログラムの実行をできるだけ妨げないように、分散処
理を実行することができる。
【００１０】
　また、このネットワークシステムにおいて、ある情報処理装置が当該ネットワークから
切断され、かつ、その切断された情報処理装置内のプロセッサ手段が、あるプログラムの
実行中または実行予約中であった場合に、切断された情報処理装置内のプロセッサ手段に
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代わって、切断されていない情報処理装置内のプロセッサ手段が、そのプログラムを実行
する場合にも、切断されていない各情報処理装置内のプロセッサ手段に対して的確にプロ
グラムの実行を割り当てることができ、ネットワークシステム全体で確実に、しかも現に
実行中または実行予約中のプログラムの実行をできるだけ妨げないように、分散処理を実
行することができる。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように、この発明によれば、各情報処理装置内のプロセッサ手段に対して的確に
プログラムの実行を割り当てることができ、ネットワークシステム全体で確実に、しかも
現に実行中または実行予約中のプログラムの実行をできるだけ妨げないように、分散処理
を実行することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　［１．ネットワークシステムおよび情報処理装置の基本的構成その１］
　図１は、この発明のネットワークシステムの一例を示し、ネットワーク９を介して複数
の情報処理装置１，２，３および４が接続されたものである。
【００１３】
　　（１－１．情報処理装置および情報処理コントローラ）
　情報処理装置１，２，３および４は、それぞれ後述のような各種のＡＶ（Ａｕｄｉｏ　
ａｎｄ　Ｖｉｓｕａｌ）機器やポータブル機器である。
【００１４】
　情報処理装置１について示すと、情報処理装置１は、コンピュータ機能部として情報処
理コントローラ１１を備える。情報処理コントローラ１１は、メインプロセッサ２１－１
、サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－３、ＤＭＡＣ（ダイレクトメモリアク
セスコントローラ）２５－１、およびＤＣ（ディスクコントローラ）２７－１を有する。
【００１５】
　メインプロセッサ２１－１は、サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－３によ
るサブプロセッサプログラムの実行（データ処理）のスケジュール管理と、情報処理コン
トローラ１１（情報処理装置１）の全般的な管理とを行う。ただし、メインプロセッサ２
１－１内で管理のためのプログラム以外のプログラムが動作するように構成することもで
きる。その場合には、メインプロセッサ２１－１はサブプロセッサとしても機能すること
になる。メインプロセッサ２１－１は、ＬＳ（ローカルストレージ）２２－１を有する。
【００１６】
　サブプロセッサは、１つでもよいが、望ましくは複数とする。この例は、複数の場合で
ある。
【００１７】
　各サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－３は、メインプロセッサ２１－１の
制御によって並列的かつ独立に、サブプロセッサプログラムを実行し、データを処理する
。さらに、場合によってメインプロセッサ２１－１内のプログラムがサブプロセッサ２３
－１，２３－２または２３－３内のサブプロセッサプログラムと連携して動作するように
構成することもできる。後述する機能プログラムもメインプロセッサ２１－１内で動作す
るプログラムである。各サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－３も、ＬＳ（ロ
ーカルストレージ）２４－１，２４－２および２４－３を有する。
【００１８】
　ＤＭＡＣ２５－１は、情報処理コントローラ１１に接続されたＤＲＡＭ（ダイナミック
ＲＡＭ）などからなるメインメモリ２６－１に格納されているプログラムおよびデータに
アクセスするものであり、ＤＣ２７－１は、情報処理コントローラ１１に接続された外部
記録部２８－１および２８－２にアクセスするものである。
【００１９】
　外部記録部２８－１および２８－２は、固定ディスク（ハードディスク）でも、リムー
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バブルディスクでもよく、また、ＭＯ,ＣＤ±ＲＷ，ＤＶＤ±ＲＷなどの光ディスク、メ
モリディスク、ＳＲＡＭ（スタティックＲＡＭ）、ＲＯＭなど、各種のものを用いること
ができる。したがって、ＤＣ２７－１は、ディスクコントローラと称するが、外部記録部
コントローラである。
【００２０】
　図１の例のように、情報処理コントローラ１１に対して外部記録部２８を複数接続でき
るように、情報処理コントローラ１１を構成することができる。
【００２１】
　メインプロセッサ２１－１、各サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－３、Ｄ
ＭＡＣ２５－１、およびＤＣ２７－１は、バス２９－１によって接続される。
【００２２】
　情報処理コントローラ１１には、当該の情報処理コントローラ１１を備える情報処理装
置１をネットワーク全体を通して一意的に識別できる識別子が、情報処理装置ＩＤとして
割り当てられる。
【００２３】
　メインプロセッサ２１－１、および各サブプロセッサ２３－１，２３－２および２３－
３に対しても同様に、それぞれを特定できる識別子が、メインプロセッサＩＤおよびサブ
プロセッサＩＤとして割り当てられる。
【００２４】
　情報処理コントローラ１１は、ワンチップＩＣ（集積回路）として構成することが望ま
しい。
【００２５】
　他の情報処理装置２，３および４も、同様に構成される。ここで、親番号が同一である
ユニットは、枝番号が異なっていても、特に断りがない限り、同じ働きをするものとする
。また、以下の説明において枝番号が省略されている場合には、枝番号の違いにいる差異
を生じないものとする。
【００２６】
　　（１－２．各サブプロセッサからメインメモリへのアクセス）
　上述したように、１つの情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ２３は、独立にサ
ブプロセッサプログラムを実行し、データを処理するが、異なるサブプロセッサがメイン
メモリ２６内の同一領域に対して同時に読み出しまたは書き込みを行った場合には、デー
タの不整合を生じ得る。そこで、サブプロセッサ２３からメインメモリ２６へのアクセス
は、以下のような手順によって行う。
【００２７】
　図２（Ａ）に示すように、メインメモリ２６は、アドレス指定可能な複数のメモリロケ
ーション０～Ｍによって構成される。各メモリロケーションに対しては、データの状態を
示す情報を格納するための追加セグメント０～Ｍが割り振られる。追加セグメントは、Ｆ
／Ｅビット、サブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレス（ローカルストレージアドレス）を
含むものとされる。また、各メモリロケーションには、後述のアクセスキー０～Ｍも割り
振られる。Ｆ／Ｅビットは、以下のように定義される。
【００２８】
　Ｆ／Ｅビット＝０は、サブプロセッサ２３によって読み出されている処理中のデータ、
または空き状態であるため最新データではない無効データであり、読み出し不可であるこ
とを示す。また、Ｆ／Ｅビット＝０は、当該メモリロケーションにデータ書き込み可能で
あることを示し、書き込み後に１に設定される。
【００２９】
　Ｆ／Ｅビット＝１は、当該メモリロケーションのデータがサブプロセッサ２３によって
読み出されておらず、未処理の最新データであることを示す。当該メモリロケーションの
データは読み出し可能であり、サブプロセッサ２３によって読み出された後に０に設定さ
れる。また、Ｆ／Ｅビット＝１は、当該メモリロケーションがデータ書き込み不可である
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ことを示す。
【００３０】
　さらに、上記Ｆ／Ｅビット＝０（読み出し不可／書き込み可）の状態において、当該メ
モリロケーションについて読み出し予約を設定することは可能である。Ｆ／Ｅビット＝０
のメモリロケーションに対して読み出し予約を行う場合には、サブプロセッサ２３は、読
み出し予約を行うメモリロケーションの追加セグメントに、読み出し予約情報として当該
サブプロセッサ２３のサブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスを書き込む。
【００３１】
　その後、データ書き込み側のサブプロセッサ２３によって、読み出し予約されたメモリ
ロケーションにデータが書き込まれ、Ｆ／Ｅビット＝１（読み出し可／書き込み不可）に
設定されたとき、あらかじめ読み出し予約情報として追加セグメントに書き込まれたサブ
プロセッサＩＤおよびＬＳアドレスに読み出される。
【００３２】
　複数のサブプロセッサによってデータを多段階に処理する必要がある場合、このように
各メモリロケーションのデータの読み出し／書き込みを制御することによって、前段階の
処理を行うサブプロセッサ２３が、処理済みのデータをメインメモリ２６内の所定アドレ
スに書き込んだ後に即座に、後段階の処理を行う別のサブプロセッサ２３が前処理後のデ
ータを読み出すことが可能となる。
【００３３】
　図２（Ｂ）に示すように、各サブプロセッサ２３内のＬＳ２４も、アドレス指定可能な
複数のメモリロケーション０～Ｌによって構成される。各メモリロケーションに対しては
、同様に追加セグメント０～Ｌが割り振られる。追加セグメントは、ビジービットを含む
ものとされる。
【００３４】
　サブプロセッサ２３がメインメモリ２６内のデータを自身のＬＳ２４のメモリロケーシ
ョンに読み出すときには、読み出し先のメモリロケーションに対応するビジービットを１
に設定して予約する。ビジービットが１であるメモリロケーションには、他のデータは格
納することができない。ＬＳ２４のメモリロケーションに読み出し後、ビジービットは０
になり、任意の目的に使用できるようになる。
【００３５】
　図２（Ａ）に示すように、さらに、各情報処理コントローラと接続されたメインメモリ
２６には、複数のサンドボックスが含まれる。サンドボックスは、メインメモリ２６内の
領域を画定するものであり、各サンドボックスは、各サブプロセッサ２３に割り当てられ
、そのサブプロセッサが排他的に使用することができる。すなわち、各々のサブプロセッ
サ２３は、自身に割り当てられたサンドボックスを使用できるが、この領域を超えてデー
タのアクセスを行うことはできない。
【００３６】
　メインメモリ２６は、複数のメモリロケーション０～Ｍから構成されるが、サンドボッ
クスは、これらのメモリロケーションの集合である。すなわち、１つのサンドボックスは
、１つまたは複数のメモリロケーションから構成される。
【００３７】
　さらに、メインメモリ２６の排他的な制御を実現するために、図２（Ｃ）に示すような
キー管理テーブルが用いられる。キー管理テーブルは、情報処理コントローラ内のＳＲＡ
Ｍのような比較的高速のメモリに格納され、ＤＭＡＣ２５と関連付けられる。
【００３８】
　キー管理テーブル内には、情報処理コントローラ内のサブプロセッサの数と同数のエン
トリが存在し、各エントリには、サブプロセッサＩＤおよび、それに対応するサブプロセ
ッサキーおよびキーマスクが関連付けられて格納される。
【００３９】
　サブプロセッサ２３がメインメモリ２６を使用する際のプロセスは、以下のとおりであ
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る。まず、サブプロセッサ２３はＤＭＡＣ２５に、読み出しまたは書き込みのコマンドを
送信する。このコマンドには、自身のサブプロセッサＩＤと、アクセス要求先であるメイ
ンメモリ２６のアドレスが含まれる。
【００４０】
　ＤＭＡＣ２５は、このコマンドを実行する前に、キー管理テーブルを参照して、アクセ
ス要求元のサブプロセッサ２３のサブプロセッサキーを調べる。次に、ＤＭＡＣ２５は、
調べたアクセス要求元のサブプロセッサキーと、アクセス要求先であるメインメモリ２６
内の図２（Ａ）に示したメモリロケーションに割り振られたアクセスキーとを比較して、
２つのキーが一致した場合にのみ、上記のコマンドを実行する。
【００４１】
　図２（Ｃ）に示したキー管理テーブル上のキーマスクは、その任意のビットが１になる
ことによって、そのキーマスクに関連付けられたサブプロセッサキーの対応するビットが
０または１になることができる。
【００４２】
　例えば、サブプロセッサキーが１０１０であるとする。通常、このサブプロセッサキー
によって１０１０のアクセスキーを持つサンドボックスへのアクセスだけが可能になる。
しかし、このサブプロセッサキーと関連付けられたキーマスクが０００１に設定されてい
る場合には、キーマスクのビットが１に設定された桁のみにつき、サブプロセッサキーと
アクセスキーとの一致判定がマスクされ、このサブプロセッサキー１０１０によって、ア
クセスキーが１０１０または１０１１のいずれかであるアクセスキーを持つサンドボック
スへのアクセスが可能となる。
【００４３】
　以上のようにして、メインメモリ２６のサンドボックスの排他性が実現される。すなわ
ち、１つの情報処理コントローラ内の複数のサブプロセッサによってデータを多段階に処
理する必要がある場合、以上のように構成することによって、前段階の処理を行うサブプ
ロセッサと、後段階の処理を行うサブプロセッサのみが、メインメモリ２６の所定アドレ
スにアクセスできるようになり、データを保護することができる。
【００４４】
　例えば、以下のように使用することが考えられる。まず、情報処理装置の起動直後にお
いては、キーマスクの値は全てゼロである。メインプロセッサ内のプログラムが実行され
、サブプロセッサ内のサブプロセッサプログラムと連携動作するものとする。第１のサブ
プロセッサにより実行された処理結果データを一旦、メインメモリ２６に格納し、第２の
サブプロセッサに送信したいときには、該当するメインメモリ領域は、当然どちらのサブ
プロセッサからもアクセス可能である必要がある。そのような場合に、メインプロセッサ
内のプログラムは、キーマスクの値を適切に変更し、複数のサブプロセッサからアクセス
できるメインメモリ領域を設けることにより、サブプロセッサによる多段階的の処理を可
能にする。
【００４５】
　より具体的には、他の情報処理装置からのデータ→第１のサブプロセッサによる処理→
第１のメインメモリ領域→第２のサブプロセッサによる処理→第２のメインメモリ領域、
という手順で多段階処理が行われるときには、
　第１のサブプロセッサのサブプロセッサキー：０１００、
　第１のメインメモリ領域のアクセスキー　　：０１００、
　第２のサブプロセッサのサブプロセッサキー：０１０１、
　第２のメインメモリ領域のアクセスキー　　：０１０１、
のような設定のままだと、第２のサブプロセッサは第１のメインメモリ領域にアクセスす
ることができない。そこで、第２のサブプロセッサのキーマスクを０００１にすることに
より、第２のサブプロセッサによる第１のメインメモリ領域へのアクセスを可能にするこ
とができる。
【００４６】
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　　（１－３．ソフトウェアセルの生成および構成）
　図１のネットワークシステムでは、情報処理装置１，２，３および４の間での分散処理
のために、情報処理装置１，２，３および４の間でソフトウェアセルが伝送される。すな
わち、ある情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメインプロセッサ２１は、
コマンド、プログラムおよびデータを含むソフトウェアセルを生成し、ネットワーク９を
介して他の情報処理装置に送信することによって、処理を分散することができる。
【００４７】
　図３に、ソフトウェアセルの構成の一例を示す。この例のソフトウェアセルは、全体と
して、送信元ＩＤ、送信先ＩＤ、応答先ＩＤ、セルインターフェース、ＤＭＡコマンド、
プログラム、およびデータによって構成される。
【００４８】
　送信元ＩＤには、ソフトウェアセルの送信元である情報処理装置のネットワークアドレ
スおよび情報処理装置ＩＤ、さらに、その情報処理装置内の情報処理コントローラが備え
るメインプロセッサ２１および各サブプロセッサ２３の識別子（メインプロセッサＩＤお
よびサブプロセッサＩＤ）が含まれる。
【００４９】
　送信先ＩＤおよび応答先ＩＤには、それぞれ、ソフトウェアセルの送信先である情報処
理装置、およびソフトウェアセルの実行結果の応答先である情報処理装置についての、同
じ情報が含まれる。
【００５０】
　セルインターフェースは、ソフトウェアセルの利用に必要な情報であり、グローバルＩ
Ｄ、必要なサブプロセッサの情報、サンドボックスサイズ、および前回のソフトウェアセ
ルＩＤから構成される。
【００５１】
　グローバルＩＤは、ネットワーク全体を通して当該のソフトウェアセルを一意的に識別
できるものであり、送信元ＩＤ、およびソフトウェアセルの作成または送信の日時（日付
および時刻）に基づいて作成される。
【００５２】
　必要なサブプロセッサの情報は、当該ソフトウェアセルの実行に必要なサブプロセッサ
の数が設定される。サンドボックスサイズは、当該ソフトウェアセルの実行に必要なメイ
ンメモリ２６内およびサブプロセッサ２３のＬＳ２４内のメモリ量が設定される。
【００５３】
　前回のソフトウェアセルＩＤは、ストリーミングデータなどのシーケンシャルな実行を
要求する１グループのソフトウェアセル内の、前回のソフトウェアセルの識別子である。
【００５４】
　ソフトウェアセルの実行セクションは、ＤＭＡコマンド、プログラムおよびデータから
構成される。ＤＭＡコマンドには、プログラムの起動に必要な一連のＤＭＡコマンドが含
まれ、プログラムには、サブプロセッサ２３によって実行されるサブプロセッサプログラ
ムが含まれる。ここでのデータは、このサブプロセッサプログラムを含むプログラムによ
って処理されるデータである。
【００５５】
　さらに、ＤＭＡコマンドには、ロードコマンド、キックコマンド、機能プログラム実行
コマンド、ステータス要求コマンド、およびステータス返信コマンドが含まれる。
【００５６】
　ロードコマンドは、メインメモリ２６内の情報をサブプロセッサ２３内のＬＳ２４にロ
ードするコマンドであり、ロードコマンド自体のほかに、メインメモリアドレス、サブプ
ロセッサＩＤおよびＬＳアドレスを含む。メインメモリアドレスは、情報のロード元であ
るメインメモリ２６内の所定領域のアドレスを示す。サブプロセッサＩＤおよびＬＳアド
レスは、情報のロード先であるサブプロセッサ２３の識別子およびＬＳ２４のアドレスを
示す。
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【００５７】
　キックコマンドは、サブプロセッサプログラムの実行を開始するコマンドであり、キッ
クコマンド自体のほかに、サブプロセッサＩＤおよびプログラムカウンタを含む。サブプ
ロセッサＩＤは、キック対象のサブプロセッサ２３を識別し、プログラムカウンタは、サ
ブプロセッサプログラム実行用プログラムカウンタのためのアドレスを与える。
【００５８】
　機能プログラム実行コマンドは、後述のように、ある情報処理装置が他の情報処理装置
に対して、機能プログラムの実行を要求するコマンドである。機能プログラム実行コマン
ドを受信した情報処理装置内の情報処理コントローラは、後述の機能プログラムＩＤによ
って、起動すべき機能プログラムを識別する。
【００５９】
　ステータス要求コマンドは、送信先ＩＤで示される情報処理装置の現在の動作状態（状
況）に関する装置情報を、応答先ＩＤで示される情報処理装置宛に送信することを要求す
るコマンドである。機能プログラムについては後述するが、図６に示す情報処理装置のメ
インメモリ２６が記憶するソフトウェアの構成図において機能プログラムにカテゴライズ
されるプログラムである。機能プログラムは、メインメモリ２６にロードされ、メインプ
ロセッサ２１により実行される。
【００６０】
　ステータス返信コマンドは、上記のステータス要求コマンドを受信した情報処理装置が
、自身の装置情報を当該ステータス要求コマンドに含まれる応答先ＩＤで示される情報処
理装置に応答するコマンドである。ステータス返信コマンドは、実行セクションのデータ
領域に装置情報を格納する。
【００６１】
　図４に、ＤＭＡコマンドがステータス返信コマンドである場合におけるソフトウェアセ
ルのデータ領域の構造を示す。
【００６２】
　情報処理装置ＩＤは、情報処理コントローラを備える情報処理装置を識別するための識
別子であり、ステータス返信コマンドを送信する情報処理装置のＩＤを示す。情報処理装
置ＩＤは、電源投入時、その情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメインプ
ロセッサ２１によって、電源投入時の日時、情報処理装置のネットワークアドレスおよび
情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるサブプロセッサ２３の数などに基づい
て生成される。
【００６３】
　情報処理装置種別ＩＤには、当該の情報処理装置の特徴を表す値が含まれる。情報処理
装置の特徴とは、例えば、後述のハードディスクレコーダ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ポータブルＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ
）プレーヤなどである。また、情報処理装置種別ＩＤは、映像音声記録、映像音声再生な
ど、情報処理装置の機能を表すものであってもよい。情報処理装置の特徴や機能を表す値
は予め決定されているものとし、情報処理装置種別ＩＤを読み出すことにより、当該情報
処理装置の特徴や機能を把握することが可能である。
【００６４】
　ＭＳ（マスター／スレーブ）ステータスは、後述のように情報処理装置がマスター装置
またはスレーブ装置のいずれで動作しているかを表すもので、これが０に設定されている
場合にはマスター装置として動作していることを示し、１に設定されている場合にはスレ
ーブ装置として動作していることを示す。
【００６５】
　メインプロセッサ動作周波数は、情報処理コントローラ内のメインプロセッサ２１の動
作周波数を表す。メインプロセッサ使用率は、メインプロセッサ２１で現在動作している
全てのプログラムについての、メインプロセッサ２１での使用率を表す。メインプロセッ
サ使用率は、対象メインプロセッサの全処理能力に対する使用中の処理能力の比率を表し
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た値で、例えばプロセッサ処理能力評価のための単位であるＭＩＰＳを単位として算出さ
れ、または単位時間あたりのプロセッサ使用時間に基づいて算出される。後述のサブプロ
セッサ使用率についても同様である。
【００６６】
　サブプロセッサ数は、当該の情報処理コントローラが備えるサブプロセッサ２３の数を
表す。サブプロセッサＩＤは、当該の情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ２３を
識別するための識別子である。
【００６７】
　サブプロセッサステータスは、各サブプロセッサ２３の状態を表すものであり、ｕｎｕ
ｓｅｄ，ｒｅｓｅｒｖｅｄ，ｂｕｓｙなどの状態がある。ｕｎｕｓｅｄは、当該のサブプ
ロセッサが現在使用されてなく、使用の予約もされていないことを示す。ｒｅｓｅｒｖｅ
ｄは、現在は使用されていないが、使用が予約されている状態を示す。ｂｕｓｙは、現在
使用中であることを示す。
【００６８】
　サブプロセッサ使用率は、当該のサブプロセッサで現在実行している、または当該のサ
ブプロセッサに実行が予約されているサブプロセッサプログラムについての、当該サブプ
ロセッサでの使用率を表す。すなわち、サブプロセッサ使用率は、サブプロセッサステー
タスがｂｕｓｙである場合には、現在の使用率を示し、サブプロセッサステータスがｒｅ
ｓｅｒｖｅｄである場合には、後に使用される予定の推定使用率を示す。
【００６９】
　サブプロセッサＩＤ、サブプロセッサステータスおよびサブプロセッサ使用率は、１つ
のサブプロセッサ２３に対して一組設定され、１つの情報処理コントローラ内のサブプロ
セッサ２３の数の組数だけ設定される。
【００７０】
　メインメモリ総容量およびメインメモリ使用量は、それぞれ、当該の情報処理コントロ
ーラに接続されているメインメモリ２６の総容量および現在使用中の容量を表す。
【００７１】
　外部記録部数は、当該の情報処理コントローラに接続されている外部記録部２８の数を
表す。外部記録部ＩＤは、当該の情報処理コントローラに接続されている外部記録部２８
を一意的に識別する情報である。外部記録部種別ＩＤは、当該の外部記録部の種類（例え
ば、ハードディスク、ＣＤ±ＲＷ、ＤＶＤ±ＲＷ、メモリディスク、ＳＲＡＭ、ＲＯＭな
ど）を表す。
【００７２】
　外部記録部総容量および外部記録部使用量は、それぞれ、外部記録部ＩＤによって識別
される外部記録部２８の総容量および現在使用中の容量を表す。
【００７３】
　外部記録部ＩＤ、外部記録部種別ＩＤ、外部記録部総容量および外部記録部使用量は、
１つの外部記録部２８に対して一組設定され、当該の情報処理コントローラに接続されて
いる外部記録部２８の数の組数だけ設定される。すなわち、１つの情報処理コントローラ
に複数の外部記録部が接続されている場合、各々の外部記録部には異なる外部記録部ＩＤ
が割り当てられ、外部記録部種別ＩＤ、外部記録部総容量および外部記録部使用量も別々
に管理される。
【００７４】
　　（１－４．ソフトウェアセルの実行）
　ある情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメインプロセッサ２１は、以上
のような構成のソフトウェアセルを生成し、ネットワーク９を介して他の情報処理装置お
よび当該装置内の情報処理コントローラに送信する。送信元の情報処理装置、送信先の情
報処理装置、応答先の情報処理装置、および各装置内の情報処理コントローラは、それぞ
れ、上記の送信元ＩＤ、送信先ＩＤおよび応答先ＩＤによって識別される。
【００７５】
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　ソフトウェアセルを受信した情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメイン
プロセッサ２１は、そのソフトウェアセルをメインメモリ２６に格納する。さらに、送信
先のメインプロセッサ２１は、ソフトウェアセルを読み出し、それに含まれるＤＭＡコマ
ンドを処理する。
【００７６】
　具体的に、送信先のメインプロセッサ２１は、まず、ロードコマンドを実行する。これ
によって、ロードコマンドで指示されたメインメモリアドレスから、ロードコマンドに含
まれるサブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスで特定されるサブプロセッサ内のＬＳ２４
の所定領域に、情報がロードされる。ここでロードされる情報は、受信したソフトウェア
セルに含まれるサブプロセッサプログラムまたはデータ、あるいはその他の指示されたデ
ータである。
【００７７】
　次に、メインプロセッサ２１は、キックコマンドを、これに含まれるサブプロセッサＩ
Ｄで指示されたサブプロセッサに、同様にキックコマンドに含まれるプログラムカウンタ
と共に送信する。
【００７８】
　指示されたサブプロセッサは、そのキックコマンドおよびプログラムカウンタに従って
、サブプロセッサプログラムを実行する。そして、実行結果をメインメモリ２６に格納し
た後、実行を完了したことをメインプロセッサ２１に通知する。
【００７９】
　なお、送信先の情報処理装置内の情報処理コントローラにおいてソフトウェアセルを実
行するプロセッサはサブプロセッサ２３に限定されるものではなく、メインプロセッサ２
１がソフトウェアセルに含まれる機能プログラムなどのメインメモリ用プログラムを実行
するように指定することも可能である。
【００８０】
　この場合には、送信元の情報処理装置は、送信先の情報処理装置宛に、サブプロセッサ
プログラムの代わりに、メインメモリ用プログラムおよびそのメインメモリ用プログラム
によって処理されるデータを含み、ＤＭＡコマンドがロードコマンドであるソフトウェア
セルを送信し、メインメモリ２６にメインメモリ用プログラムおよびそれによって処理さ
れるデータを記憶させる。
【００８１】
　次に、送信元の情報処理装置は、送信先の情報処理装置宛に、送信先の情報処理装置内
の情報処理コントローラについてのメインプロセッサＩＤ、メインメモリアドレス、メイ
ンメモリ用プログラムを識別するための後述の機能プログラムＩＤなどの識別子、および
プログラムカウンタを含み、ＤＭＡコマンドがキックコマンドまたは機能プログラム実行
コマンドであるソフトウェアセルを送信して、メインプロセッサ２１に当該メインメモリ
用プログラムを実行させる。
【００８２】
　以上のように、この発明のネットワークシステムでは、送信元の情報処理装置は、サブ
プロセッサプログラムまたはメインメモリ用プログラムをソフトウェアセルによって送信
先の情報処理装置に送信するとともに、当該サブプロセッサプログラムを送信先の情報処
理装置内の情報処理コントローラに含まれるサブプロセッサ２３にロードさせ、当該サブ
プロセッサプログラムまたは当該メインメモリ用プログラムを送信先の情報処理装置に実
行させることができる。
【００８３】
　送信先の情報処理装置内の情報処理コントローラでは、受信したソフトウェアセルに含
まれるプログラムがサブプロセッサプログラムである場合には、当該サブプロセッサプロ
グラムを指定されたサブプロセッサにロードさせる。そして、ソフトウェアセルに含まれ
るサブプロセッサプログラムまたはメインメモリ用プログラムを実行させる。
【００８４】



(14) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

　したがって、ユーザが送信先の情報処理装置を操作しなくても自動的に、当該サブプロ
セッサプログラムまたは当該メインメモリ用プログラムを送信先の情報処理装置内の情報
処理コントローラに実行させることができる。
【００８５】
　このようにして情報処理装置は、自装置内の情報処理コントローラがサブプロセッサプ
ログラムまたは機能プログラムなどのメインメモリ用プログラムを有していない場合には
、ネットワークに接続された他の情報処理装置からそれらを取得することができる。さら
に、各サブプロセッサとメインメモリとの間ではＤＭＡ方式によりデータが転送され、ま
た上述したサンドボックスを使用することによって、１つの情報処理コントローラ内でデ
ータを多段階に処理する必要がある場合でも、高速かつ高セキュリティに処理を実行する
ことができる。
【００８６】
　［２．情報処理装置間の分散処理の例その１］
　ソフトウェアセルの使用による分散処理の結果、図５の上段に示すようにネットワーク
９に接続されている複数の情報処理装置１，２，３および４は、図５の下段に示すように
、仮想的な１台の情報処理装置７として動作する。ただし、そのためには、以下のような
構成によって、以下のような処理が実行される必要がある。
【００８７】
　　（２－１．システムのソフトウェア構成とプログラムのロード）
　図６に、個々の情報処理コントローラのメインメモリ２６が記憶するソフトウェアの構
成を示す。これらのソフトウェア（プログラム）は、情報処理装置に電源が投入される前
においては、当該の情報処理コントローラに接続される外部記録部２８に記録されている
ものである。
【００８８】
　各プログラムは、機能または特徴によって、制御プログラム、機能プログラムおよびデ
バイスドライバにカテゴライズされる。
【００８９】
　制御プログラムは、各情報処理コントローラが同じものを備え、各情報処理コントロー
ラのメインプロセッサ２１が実行するもので、後述のＭＳ（マスター／スレーブ）マネー
ジャおよび能力交換プログラムを含む。
【００９０】
　機能プログラムは、メインプロセッサ２１が実行するもので、記録用、再生用、素材検
索用など、情報処理コントローラごとに情報処理装置に応じたものが備えられる。
【００９１】
　デバイスドライバは、情報処理コントローラ（情報処理装置）の入出力（送受信）用で
、放送受信、モニタ出力、ビットストリーム入出力、ネットワーク入出力など、情報処理
コントローラごとに情報処理装置に応じたものが備えられる。
【００９２】
　ケーブルの差し込みなどによって情報処理装置が物理的にネットワーク９に接続された
状態で、情報処理装置に主電源が投入され、情報処理装置が電気的・機能的にもネットワ
ーク９に接続されると、その情報処理装置の情報処理コントローラのメインプロセッサ２
１は、制御プログラムに属する各プログラム、およびデバイスドライバに属する各プログ
ラムを、メインメモリ２６にロードする。
【００９３】
　ロード手順としては、メインプロセッサ２１は、まず、ＤＣ２７に読み出し命令を実行
させることによって、外部記録部２８からプログラムを読み出し、次に、ＤＭＡＣ２５に
書き込み命令を実行させることによって、そのプログラムをメインメモリ２６に書き込む
。
【００９４】
　機能プログラムに属する各プログラムについては、必要なときに必要なプログラムだけ
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をロードするように構成してもよく、または、他のカテゴリに属するプログラムと同様に
、主電源投入直後に各プログラムをロードするように構成してもよい。
【００９５】
　機能プログラムに属する各プログラムは、ネットワークに接続された全ての情報処理装
置の外部記録部２８に記録されている必要はなく、いずれか１つの情報処理装置の外部記
録部２８に記録されていれば、前述の方法によって他の情報処理装置からロードすること
ができるので、結果的に図５の下段に示すように、仮想的な１台の情報処理装置７として
機能プログラムを実行することができる。
【００９６】
　また、前述したように、メインプロセッサ２１によって処理される機能プログラムは、
サブプロセッサ２３によって処理されるサブプロセッサプログラムと連携動作する場合が
ある。そこで、メインプロセッサ２１が外部記録部２８から機能プログラムを読み出し、
メインメモリ２６に書き込む際、対象となる機能プログラムと連携動作するサブプロセッ
サプログラムが存在する場合には、当該サブプロセッサプログラムも併せて同じメインメ
モリ２６に書き込む。この場合、連携動作するサブプロセッサプログラムは、１個である
場合もあるが、複数個であることもあり得る。複数個である場合には、全ての連携動作す
るサブプロセッサプログラムをメインメモリ２６に書き込む。
【００９７】
　メインメモリ２６に書き込まれたサブプロセッサプログラムは、その後、サブプロセッ
サ２３内のＬＳ２４に書き込まれ、メインプロセッサ２１によって処理される機能プログ
ラムと連携動作する。
【００９８】
　図３のソフトウェアセルに示したように、機能プログラムには、プログラムごとにプロ
グラムを一意的に識別できる識別子が、機能プログラムＩＤとして割り当てられる。機能
プログラムＩＤは、機能プログラムの作成の段階で、作成日時や情報処理装置ＩＤなどか
ら決定される。
【００９９】
　サブプロセッサプログラムにもサブプロセッサプログラムＩＤが割り当てられ、これに
よりサブプロセッサプログラムを一意的に識別可能である。割り当てられるサブプロセッ
サプログラムＩＤは、連携動作の相手となる機能プログラムの機能プログラムＩＤと関連
性のある識別子、例えば機能プログラムＩＤを親番号とした上で最後尾に枝番号を付加さ
せた識別子でもよいが、連携動作の相手となる機能プログラムの機能プログラムＩＤとは
関連性のない識別子でもよい。
【０１００】
　いずれにしても、機能プログラムとサブプロセッサプログラムが連携動作する場合には
、両者とも相手の識別子であるプログラムＩＤを自プログラム内に記憶しておく必要があ
る。機能プログラムが複数個のサブプロセッサプログラムと連携動作する場合にも、当該
機能プログラムは、その複数個のサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラム
ＩＤを全て記憶しておく。
【０１０１】
　メインプロセッサ２１は、自身が動作する情報処理装置の装置情報（動作状態に関する
情報）を格納するための領域をメインメモリ２６に確保し、当該情報を自装置の装置情報
テーブルとして記録する。ここでの装置情報は、図４に示した情報処理装置ＩＤ以下の各
情報である。
【０１０２】
　　（２－２．システムにおけるマスター／スレーブの決定）
　上述したネットワークシステムでは、ある情報処理装置への主電源投入時、その情報処
理装置の情報処理コントローラのメインプロセッサ２１は、マスター／スレーブマネージ
ャ（以下、ＭＳマネージャ）をメインメモリ２６にロードし、実行する。
【０１０３】
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　ＭＳマネージャは、自身が動作する情報処理装置がネットワーク９に接続されているこ
とを検知すると、同じネットワーク９に接続されている他の情報処理装置の存在を確認す
る。ここでの「接続」または「存在」は、上述したように、情報処理装置が物理的にネッ
トワーク９に接続されているだけでなく、電気的・機能的にもネットワーク９に接続され
ていることを示す。
【０１０４】
　以下では、自身が動作する情報処理装置を自装置、他の情報処理装置を他装置と称する
。当該装置も、当該情報処理装置を示すものとする。
【０１０５】
　ＭＳマネージャが同じネットワーク９に接続されている他の情報処理装置の存在を確認
する方法を、以下に示す。
【０１０６】
　ＭＳマネージャは、ＤＭＡコマンドがステータス要求コマンドであり、送信元ＩＤおよ
び応答先ＩＤが当該情報処理装置で、送信先ＩＤを特定しないソフトウェアセルを生成し
て、当該情報処理装置が接続されたネットワーク上に送信し、ネットワーク接続確認用の
タイマーを設定する。タイマーのタイムアウト時間は、例えば１０分とされる。
【０１０７】
　当該ネットワークシステム上に他の情報処理装置が接続されている場合、その他装置は
、上記ステータス要求コマンドのソフトウェアセルを受信し、上記応答先ＩＤで特定され
るステータス要求コマンドを発行した情報処理装置に対して、ＤＭＡコマンドがステータ
ス返信コマンドで、かつデータとして自身（その他装置）の装置情報を含むソフトウェア
セルを送信する。このステータス返信コマンドのソフトウェアセルには、少なくとも当該
他装置を特定する情報（情報処理装置ＩＤ、メインプロセッサに関する情報、サブプロセ
ッサに関する情報など）および当該他装置のＭＳステータスが含まれる。
【０１０８】
　ステータス要求コマンドを発行した情報処理装置のＭＳマネージャは、上記ネットワー
ク接続確認用のタイマーがタイムアウトするまで、当該ネットワーク上の他装置から送信
されるステータス返信コマンドのソフトウェアセルの受信を監視する。その結果、ＭＳス
テータス＝０（マスター装置）を示すステータス返信コマンドが受信された場合には、自
装置の装置情報テーブルにおけるＭＳステータスを１に設定する。これによって、当該装
置はスレーブ装置となる。
【０１０９】
　一方、上記ネットワーク接続確認用のタイマーがタイムアウトするまでの間にステータ
ス返信コマンドが全く受信されなかった場合、またはＭＳステータス＝０（マスター装置
）を示すステータス返信コマンドが受信されなかった場合には、自装置の装置情報テーブ
ルにおけるＭＳステータスを０に設定する。これによって、当該装置はマスター装置とな
る。
【０１１０】
　すなわち、いずれの装置もネットワーク９に接続されていない状態、またはネットワー
ク９上にマスター装置が存在しない状態において、新たな情報処理装置がネットワーク９
に接続されると、当該装置は自動的にマスター装置として設定される。一方、ネットワー
ク９上に既にマスター装置が存在する状態において、新たな情報処理装置がネットワーク
９に接続されると、当該装置は自動的にスレーブ装置として設定される。
【０１１１】
　マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、ＭＳマネージャは、定期的にス
テータス要求コマンドをネットワーク９上の他装置に送信してステータス情報を照会する
ことにより、他装置の状況を監視する。その結果、ネットワーク９に接続されている情報
処理装置の主電源が遮断され、またはネットワーク９から情報処理装置が切り離されるこ
とにより、あらかじめ判定用に設定された所定期間内に特定の他装置からステータス返信
コマンドが返信されなかった場合や、ネットワーク９に新たな情報処理装置が接続された
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場合など、ネットワーク９の接続状態に変化があった場合には、その情報を後述の能力交
換プログラムに通知する。
【０１１２】
　　（２－３．マスター装置およびスレーブ装置における装置情報の取得）
　メインプロセッサ２１は、ＭＳマネージャから、ネットワーク９上の他装置の照会およ
び自装置のＭＳステータスの設定完了の通知を受けると、能力交換プログラムを実行する
。
【０１１３】
　能力交換プログラムは、自装置がマスター装置である場合には、ネットワーク９に接続
されている全ての他装置の装置情報、すなわち各スレーブ装置の装置情報を取得する。
【０１１４】
　他装置の装置情報の取得は、上述したように、ＤＭＡコマンドがステータス要求コマン
ドであるソフトウェアセルを生成して他装置に送信し、その後、ＤＭＡコマンドがステー
タス返信コマンドで、かつデータとして他装置の装置情報を含むソフトウェアセルを他装
置から受信することによって可能である。
【０１１５】
　能力交換プログラムは、マスター装置である自装置の装置情報テーブルと同様に、ネッ
トワーク９に接続されている全ての他装置（各スレーブ装置）の装置情報を格納するため
の領域を自装置のメインメモリ２６に確保し、これら情報を他装置（スレーブ装置）の装
置情報テーブルとして記録する。
【０１１６】
　すなわち、マスター装置のメインメモリ２６には、自装置を含むネットワーク９に接続
されている全ての情報処理装置の装置情報が、装置情報テーブルとして記録される。
【０１１７】
　一方、能力交換プログラムは、自装置がスレーブ装置である場合には、ネットワーク９
に接続されている全ての他装置の装置情報、すなわちマスター装置および自装置以外の各
スレーブ装置の装置情報を取得し、これら装置情報に含まれる情報処理装置ＩＤおよびＭ
Ｓステータスを、自装置のメインメモリ２６に記録する。
【０１１８】
　すなわち、スレーブ装置のメインメモリ２６には、自装置の装置情報が、装置情報テー
ブルとして記録されるとともに、自装置以外のネットワーク９に接続されているマスター
装置および各スレーブ装置についての情報処理装置ＩＤおよびＭＳステータスが、別の装
置情報テーブルとして記録される。
【０１１９】
　また、マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、能力交換プログラムは、
上記のようにＭＳマネージャから、新たにネットワーク９に情報処理装置が接続されたこ
とが通知されたときには、その情報処理装置の装置情報を取得し、上述したようにメイン
メモリ２６に記録する。
【０１２０】
　なお、ＭＳマネージャおよび能力交換プログラムは、メインプロセッサ２１で実行され
ることに限らず、いずれかのサブプロセッサ２３で実行されてもよい。また、ＭＳマネー
ジャおよび能力交換プログラムは、情報処理装置の主電源が投入されている間は常時動作
する常駐プログラムであることが望ましい。
【０１２１】
　　（２－４．情報処理装置がネットワークから切断された場合）
　マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、能力交換プログラムは、上記の
ようにＭＳマネージャから、ネットワーク９に接続されている情報処理装置の主電源が遮
断され、またはネットワーク９から情報処理装置が切り離されたことが通知されたときに
は、その情報処理装置の装置情報テーブルを自装置のメインメモリ２６から削除する。
【０１２２】
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　さらに、このようにネットワーク９から切断された情報処理装置がマスター装置である
場合には、以下のような方法によって、新たにマスター装置が決定される。
【０１２３】
　具体的に、例えば、ネットワーク９から切断されていない情報処理装置は、それぞれ、
自装置および他装置の情報処理装置ＩＤを数値に置き換えて、自装置の情報処理装置ＩＤ
を他装置の情報処理装置ＩＤと比較し、自装置の情報処理装置ＩＤがネットワーク９から
切断されていない情報処理装置中で最小である場合、そのスレーブ装置は、マスター装置
に移行して、ＭＳステータスを０に設定し、マスター装置として、上述したように、ネッ
トワーク９に接続されている全ての他装置（各スレーブ装置）の装置情報を取得して、メ
インメモリ２６に記録する。
【０１２４】
　　（２－５．装置情報に基づく情報処理装置間の分散処理）
　図５の下段に示したようにネットワーク９に接続されている複数の情報処理装置１，２
，３および４を仮想的な１台の情報処理装置７として動作させるためには、マスター装置
がユーザの操作およびスレーブ装置の動作状態を把握する必要がある。
【０１２５】
　図７に、４台の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置７として動作する様子を示
す。情報処理装置１がマスター装置、情報処理装置２，３および４がスレーブ装置Ａ，Ｂ
およびＣとして、動作しているものとする。
【０１２６】
　ユーザがネットワーク９に接続されている情報処理装置を操作した場合、操作対象がマ
スター装置１であれば、その操作情報は、マスター装置１において直接把握され、操作対
象がスレーブ装置であれば、その操作情報は、操作されたスレーブ装置からマスター装置
１に送信される。すなわち、ユーザの操作対象がマスター装置１とスレーブ装置のいずれ
であるかにかかわらず、その操作情報は常にマスター装置１において把握される。操作情
報の送信は、例えば、ＤＭＡコマンドが操作情報送信コマンドであるソフトウェアセルに
よって行われる。
【０１２７】
　そして、マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２
１－１は、その操作情報に従って、実行する機能プログラムを選択する。その際、必要で
あれば、マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１
－１は、上記の方法によって自装置の外部記録部２８－１または２８－２からメインメモ
リ２６－１に機能プログラムをロードするが、他の情報処理装置（スレーブ装置）がマス
ター装置１に機能プログラムを送信してもよい。
【０１２８】
　機能プログラムには、その実行単位ごとに必要となる、図４に示した各情報として表さ
れる情報処理装置種別ＩＤ、メインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メイン
メモリ使用量、外部記録部に関する条件などの、装置に関する要求スペックが規定されて
いる。
【０１２９】
　マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１－１は
、各機能プログラムについて必要となる上記要求スペックを読み出す。また、あらかじめ
能力交換プログラムによってメインメモリ２６－１に記録された装置情報テーブルを参照
し、各情報処理装置の装置情報を読み出す。ここでの装置情報は、図４に示した情報処理
装置ＩＤ以下の各情報を示し、メインプロセッサ、サブプロセッサ、メインメモリおよび
外部記録部に関する情報である。
【０１３０】
　マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１－１は
、ネットワーク９上に接続された各情報処理装置の上記装置情報と、機能プログラム実行
に必要となる上記要求スペックとを順次比較する。
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【０１３１】
　そして、例えば、機能プログラムが録画機能を必要とする場合には、情報処理装置種別
ＩＤに基づいて、録画機能を有する情報処理装置のみを特定して抽出する。さらに、機能
プログラムを実行するために必要なメインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、
メインメモリ使用量、外部記録部に関する条件を確保できるスレーブ装置を、実行要求候
補装置として特定する。ここで、複数の実行要求候補装置が特定された場合には、当該候
補装置から１つの実行要求候補装置を特定して選択する。
【０１３２】
　実行要求するスレーブ装置が特定されたら、マスター装置１内の情報処理コントローラ
１１に含まれるメインプロセッサ２１－１は、その特定されたスレーブ装置について、自
装置内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインメモリ２６－１に記録されている当
該スレーブ装置の装置情報テーブルを更新する。
【０１３３】
　さらに、マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２
１－１は、ＤＭＡコマンドが機能プログラム実行コマンドであるソフトウェアセルを生成
し、当該ソフトウェアセルのセルインターフェースに、当該機能プログラムに関する必要
なサブプロセッサの情報およびサンドボックスサイズ（図３参照）を設定して、上記実行
要求されるスレーブ装置に対して送信する。
【０１３４】
　機能プログラムの実行を要求されたスレーブ装置は、その機能プログラムを実行すると
ともに、自装置の装置情報テーブルを更新する。その際、必要であれば、スレーブ装置内
の情報処理コントローラに含まれるメインプロセッサ２１は、上記の方法によって自装置
の外部記録部２８からメインメモリ２６に機能プログラムおよび当該機能プログラムと連
携動作するサブプロセッサプログラムをロードする。
【０１３５】
　機能プログラムの実行を要求されたスレーブ装置の外部記録部２８に、必要な機能プロ
グラムまたは当該機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムが記録されて
いない場合には、他の情報処理装置が当該機能プログラムまたはサブプロセッサプログラ
ムを、その機能プログラム実行要求先スレーブ装置に送信するように、システムを構成す
ればよい。
【０１３６】
　サブプロセッサプログラムについては、上記のロードコマンドおよびキックコマンドを
利用して他の情報処理装置に実行させることもできる。
【０１３７】
　機能プログラムの実行終了後、機能プログラムを実行したスレーブ装置内の情報処理コ
ントローラに含まれるメインプロセッサ２１は、終了通知をマスター装置１内の情報処理
コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１－１に送信するとともに、自装置の装
置情報テーブルを更新する。マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメ
インプロセッサ２１－１は、その終了通知を受信して、機能プログラムを実行したスレー
ブ装置の装置情報テーブルを更新する。
【０１３８】
　マスター装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１－１は
、自装置および他装置の装置情報テーブルの参照結果から、当該の機能プログラムを実行
することができる情報処理装置として、自身を選択する場合もあり得る。その場合には、
マスター装置１が当該の機能プログラムを実行する。
【０１３９】
　図７の例で、ユーザがスレーブ装置Ａ（情報処理装置２）を操作し、当該操作に応じた
機能プログラムを別のスレーブ装置Ｂ（情報処理装置３）が実行する場合につき、図８に
以上の分散処理の例を示す。
【０１４０】
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　図８の例では、ユーザがスレーブ装置Ａを操作することによって、スレーブ装置Ａを含
むネットワークシステム全体の分散処理が開始して、まず、スレーブ装置Ａは、ステップ
８１で、その操作情報をマスター装置１に送信する。
【０１４１】
　マスター装置１は、ステップ７２で、その操作情報を受信し、さらにステップ７３に進
んで、自装置のメインメモリ２６－１に記録されている自装置および他装置の装置情報テ
ーブルから、各情報処理装置の動作状態を調べて、受信した操作情報に応じた機能プログ
ラムを実行することができる情報処理装置を選択する。この例は、スレーブ装置Ｂが選択
される場合である。
【０１４２】
　次に、マスター装置１は、ステップ７４で、その選択したスレーブ装置Ｂに対して機能
プログラムの実行を要求する。
【０１４３】
　スレーブ装置Ｂは、ステップ９５で、その実行要求を受信し、さらにステップ９６に進
んで、実行要求された機能プログラムを実行する。
【０１４４】
　以上のように、ユーザは、１台の情報処理装置のみを操作することによって、他の情報
処理装置を操作することなく、複数の情報処理装置１，２，３および４を仮想的な１台の
情報処理装置７として動作させることができる。
【０１４５】
　　（２－６．各情報処理装置およびシステムの具体例）
　ネットワーク９を介して互いに接続される情報処理装置１，２，３および４は、基本的
に上記のような情報処理コントローラ１１，１２，１３および１４によって情報処理を行
うものであれば、どのようなものでもよいが、図９に、その一例を示す。
【０１４６】
　この例では、情報処理コントローラ１１を備える情報処理装置１は、ハードディスクレ
コーダで、図１０に示すように、ハードウェア構成としては、図１に示した外部記録部２
８－１として、ハードディスクを内蔵し、図１に示した外部記録部２８－２として、ＤＶ
Ｄ±Ｒ／ＲＷ、ＣＤ±Ｒ／ＲＷ、Ｂｌｕｒａｙ－Ｄｉｓｃ（登録商標）などの光ディスク
を装着できるように構成されるとともに、情報処理コントローラ１１のバス２９－１に接
続されたバス３１－１に、放送受信部３２－１、映像入力部３３－１、音声入力部３４－
１、映像出力部３５－１、音声出力部３６－１、操作パネル部３７－１、リモコン受光部
３８－１およびネットワーク接続部３９－１が接続されたものである。
【０１４７】
　放送受信部３２－１、映像入力部３３－１および音声入力部３４－１は、放送信号を受
信し、または情報処理装置１の外部から映像信号および音声信号を入力し、それぞれ所定
フォーマットのデジタルデータに変換して、情報処理コントローラ１１での処理のために
バス３１－１に送出するものであり、映像出力部３５－１および音声出力部３６－１は、
情報処理コントローラ１１からバス３１－１に送出された映像データおよび音声データを
処理して、デジタルデータのまま、またはアナログ信号に変換して、情報処理装置１の外
部に送出するものであり、リモコン受光部３８－１は、リモコン送信器４３－１からのリ
モコン（遠隔操作）赤外線信号を受信するものである。
【０１４８】
　図９および図１０に示すように、情報処理装置（ハードディスクレコーダ）１の映像出
力部３５－１および音声出力部３６－１には、モニタ表示装置４１およびスピーカ装置４
２が接続される。
【０１４９】
　図９の例の、情報処理コントローラ１２を備える情報処理装置２も、ハードディスクレ
コーダで、図１０において括弧内に参照番号を付して示すように、情報処理装置１と同様
に構成されたものである。ただし、例えば、図９に示すように、情報処理装置（ハードデ
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ィスクレコーダ）２には、モニタ表示装置およびスピーカ装置は接続されない。
【０１５０】
　情報処理装置（ハードディスクレコーダ）１および２、すなわち情報処理コントローラ
１１および１２のソフトウェア構成としては、図１１に示すように、制御プログラムとし
て、ＭＳマネージャおよび能力交換プログラムを備え、機能プログラムとして、映像音声
記録、映像音声再生、素材検索および番組録画予約のためのプログラムを備え、デバイス
ドライバとして、放送受信、映像出力、音声出力、外部記録部入出力およびネットワーク
入出力のためのプログラムを備える。
【０１５１】
　図９の例の、情報処理コントローラ１３を備える情報処理装置３は、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）で、図１２に示すように、ハードウ
ェア構成としては、図１に示した外部記録部２８－５として、メモリカードディスクを装
着できるように構成されるとともに、情報処理コントローラ１３のバス２９－３に接続さ
れたバス５１に、液晶表示部５２、音声出力部５３、カメラ部５４、音声入力部５５、キ
ーボード部５６およびネットワーク接続部５７が接続されたものである。
【０１５２】
　なお、図１では内部を省略した情報処理コントローラ１３は、メインプロセッサ２１－
３、サブプロセッサ２３－７，２３－８および２３－９、ＤＭＡＣ（ダイレクトメモリア
クセスコントローラ）２５－３、ＤＣ（ディスクコントローラ）２７－３、およびバス２
９－３を備え、そのメインプロセッサ２１－３は、ＬＳ（ローカルストレージ）２２－３
を有し、各サブプロセッサ２３－７，２３－８および２３－９は、ＬＳ（ローカルストレ
ージ）２４－７，２４－８および２４－９を有する。
【０１５３】
　情報処理装置（ＰＤＡ）３、すなわち情報処理コントローラ１３のソフトウェア構成と
しては、図１３に示すように、制御プログラムとして、ＭＳマネージャおよび能力交換プ
ログラムを備え、機能プログラムとして、映像音声記録、映像音声再生、電話帳、ワープ
ロおよび表計算のためのプログラム、およびＷｅｂブラウザを備え、デバイスドライバと
して、映像出力、音声出力、カメラ映像入力、マイク音声入力およびネットワーク入出力
のためのプログラムを備える。
【０１５４】
　図９の例の、情報処理コントローラ１４を備える情報処理装置４は、ポータブルＣＤプ
レーヤで、図１４に示すように、ハードウェア構成としては、図１に示した外部記録部２
８－６として、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）を装着できるように構成されるととも
に、情報処理コントローラ１４のバス２９－４に接続されたバス６１に、液晶表示部６２
、音声出力部６３、操作ボタン部６４およびネットワーク接続部６５が接続されたもので
ある。
【０１５５】
　なお、図１では内部を省略した情報処理コントローラ１４は、メインプロセッサ２１－
４、サブプロセッサ２３－１０，２３－１１および２３－１２、ＤＭＡＣ（ダイレクトメ
モリアクセスコントローラ）２５－４、ＤＣ（ディスクコントローラ）２７－４、および
バス２９－４を備え、そのメインプロセッサ２１－４は、ＬＳ（ローカルストレージ）２
２－４を有し、各サブプロセッサ２３－１０，２３－１１および２３－１２は、ＬＳ（ロ
ーカルストレージ）２４－１０，２４－１１および２４－１２を有する。
【０１５６】
　情報処理装置（ポータブルＣＤプレーヤ）４、すなわち情報処理コントローラ１４のソ
フトウェア構成としては、図１５に示すように、制御プログラムとして、ＭＳマネージャ
および能力交換プログラムを備え、機能プログラムとして、音楽再生のためのプログラム
を備え、デバイスドライバとして、音声出力、ＣＤ制御およびネットワーク入出力のため
のプログラムを備える。
【０１５７】
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　以上のような図９の例のネットワークシステムにおいて、情報処理装置１，３および４
がネットワーク９上に接続されており、情報処理装置１がマスター装置（ＭＳステータス
＝０）として、情報処理装置３および４がスレーブ装置（ＭＳステータス＝１）として、
設定されているものとする。
【０１５８】
　この状態で、新たに情報処理装置２がネットワーク９に接続されると、上述した方法に
よって、情報処理装置２内の情報処理コントローラ１２に含まれるメインプロセッサ２１
－２で実行されているＭＳマネージャは、他の情報処理装置１，３および４にＭＳステー
タスを照会して、情報処理装置１が既にマスター装置として存在することを認識し、自装
置（情報処理装置２）をスレーブ装置（ＭＳステータス＝１）に設定する。また、マスタ
ー装置に設定されている情報処理装置１は、新たに追加された情報処理装置２を含む各装
置の装置情報を収集して、メインメモリ２６－１内の装置情報テーブルを更新する。
【０１５９】
　このような状態で、ユーザによってスレーブ装置である情報処理装置（ＰＤＡ）３で２
時間の放送番組の録画予約の操作が行われた場合を示す。
【０１６０】
　この場合、スレーブ装置である情報処理装置（ＰＤＡ）３は、ユーザから録画開始時刻
、録画終了時刻、録画対象放送チャネル、録画品質などの情報を含む録画予約情報の入力
を受け付け、当該録画予約情報およびＤＭＡコマンドとしての録画予約コマンドを含むソ
フトウェアセルを生成して、マスター装置である情報処理装置１に送信する。
【０１６１】
　ＤＭＡコマンドが録画予約コマンドであるソフトウェアセルを受信した情報処理装置１
内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１－１は、録画予約コマン
ドを読み出すとともに、メインメモリ２６－１内の装置情報テーブルを参照して、当該録
画予約コマンドを実行可能な情報処理装置を特定する。
【０１６２】
　まず、メインプロセッサ２１－１は、装置情報テーブルに含まれる各情報処理装置１，
２，３および４の情報処理装置種別ＩＤを読み出して、録画予約コマンドに対応する機能
プログラムを実行可能な情報処理装置を抽出する。ここでは、録画機能を示す情報処理装
置種別ＩＤを有する情報処理装置１および２が候補装置として特定され、情報処理装置３
および４は候補装置から除外される。
【０１６３】
　次に、マスター装置である情報処理装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメ
インプロセッサ２１－１は、装置情報テーブルを参照して、情報処理装置１および２のメ
インプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メインメモリに関する情報などの、装
置に関する情報を読み出し、情報処理装置１および２が録画予約コマンドに対応する機能
プログラムの実行に必要な要求スペックを満足するか否かを判断する。ここでは、情報処
理装置１，２とも、録画予約コマンドに対応する機能プログラムの実行に必要な要求スペ
ックを満足するものとする。
【０１６４】
　さらに、メインプロセッサ２１－１は、装置情報テーブルを参照して、情報処理装置１
および２の外部記録部に関する情報を読み出し、外部記録部の空き容量が当該録画予約コ
マンドの実行に必要な容量を満足するか否かを判断する。情報処理装置１および２はハー
ドディスクレコーダであるので、それぞれハードディスク２８－１および２８－３の、総
容量と使用量との差分が、それぞれの空き容量に相当する。
【０１６５】
　この場合、情報処理装置１のハードディスク２８－１の空き容量が、録画時間に換算し
て１０分であり、情報処理装置２のハードディスク２８－３の空き容量が、録画時間に換
算して２０時間であるとする。
【０１６６】
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　このとき、マスター装置である情報処理装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれ
るメインプロセッサ２１－１は、当該録画予約コマンドの実行に必要な２時間分の空き容
量を確保できる情報処理装置を、実行要求先スレーブ装置として特定する。
【０１６７】
　その結果、情報処理装置２のみが実行要求先スレーブ装置として選択され、マスター装
置である情報処理装置１内の情報処理コントローラ１１に含まれるメインプロセッサ２１
－１は、ユーザにより操作された情報処理装置３から送信された録画予約情報を含む当該
録画予約コマンドを情報処理装置２に送信して、上記２時間の放送番組の録画予約の実行
を要求する。
【０１６８】
　そして、情報処理装置２内の情報処理コントローラ１２に含まれるメインプロセッサ２
１－２は、当該録画予約コマンドを解析して、録画に必要な機能プログラムを外部記録部
であるハードディスク２８－３からメインメモリ２６－２にロードし、録画予約情報に従
って録画を実行する。その結果、録画予約された２時間の放送番組の映像音声データが情
報処理装置２のハードディスク２８－３に記録される。
【０１６９】
　このように、図９の例のネットワークシステムにおいても、ユーザは、１台の情報処理
装置のみを操作することによって、他の情報処理装置を操作することなく、複数の情報処
理装置１，２，３および４を仮想的な１台の情報処理装置７として動作させることができ
る。
【０１７０】
　［３．サブプロセッサの割り当てによる分散処理その１］
　図７または図９のネットワークシステムにおける前述の例は、マスター装置である情報
処理装置１が機能プログラムを実行することができる情報処理装置を特定する際、当該機
能プログラムの実行に必要な全ての要求スペックを満足する情報処理装置がネットワーク
システム内に存在する場合であるが、このような情報処理装置が存在しない場合もあり得
る。
【０１７１】
　図９の例では、マスター装置である情報処理装置１は、録画予約コマンドに対応する機
能プログラムを実行させる情報処理装置として、最終的に情報処理装置２を特定したが、
情報処理装置２が当該機能プログラムの実行に必要な要求スペックを一部、満たしていな
いこともある。例えば、他の要求スペックは全て満たしているが、サブプロセッサ数が不
足している場合である。そのような場合でも、情報処理装置２は、上記のロードコマンド
またはキックコマンドを利用して他の情報処理装置内のサブプロセッサを利用することに
よって、当該機能プログラムを実行できる可能性がある。
【０１７２】
　そこで、マスター装置が機能プログラムを実行させる情報処理装置を特定する際、候補
となる情報処理装置のサブプロセッサ処理能力を考慮しないで、当該機能プログラムを実
行させる情報処理装置を特定する場合の例を示す。
【０１７３】
　この場合、機能プログラムには、図４に示した各情報として表される情報処理装置種別
ＩＤ、メインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メインメモリ使用量、外部記
録部に関する条件などの、装置に関する要求スペックが規定されており、マスター装置が
当該機能プログラムを実行させる情報処理装置を特定する際には、サブプロセッサ処理能
力以外の要求スペックを満足する情報処理装置を特定するものとする。したがって当然、
マスター装置によって特定されて機能プログラムの実行を要求された情報処理装置は、自
装置内に当該機能プログラムの実行に必要なサブプロセッサ処理能力を確保できない場合
がある。
【０１７４】
　以下に、分散処理の他の例として、このように機能プログラムの実行を要求された情報
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処理装置が、ネットワークシステムに含まれる他の情報処理装置内のサブプロセッサを利
用する場合について示す。
【０１７５】
　　（３－１．システム構成）
　図１６に、４台の情報処理装置１，２，３および４がネットワーク９に接続されている
状態を示す。
【０１７６】
　情報処理装置１がマスター装置として、情報処理装置２，３および４がスレーブ装置と
して、それぞれ動作し、マスター装置である情報処理装置１が機能プログラムを実行させ
る情報処理装置として自装置を特定するものとする。
【０１７７】
　ネットワーク９に接続されている各情報処理装置のソフトウェア構成としては、図１７
に示すように、制御プログラムとして、図６などに示したＭＳマネージャおよび能力交換
プログラムのほかに、リソースマネージャを含むものとする。
【０１７８】
　リソースマネージャは、自装置内の各サブプロセッサを制御して、プログラムやデータ
の転送、プログラムの実行の開始や停止、プログラムの実行結果の受信などを行うもので
ある。
【０１７９】
　さらに、リソースマネージャは、自装置内の各サブプロセッサの使用状況を把握して、
他の情報処理装置からの問い合わせに対して応答し、または他の情報処理装置に対して、
その他装置内の各サブプロセッサの使用状況を問い合わせる。
【０１８０】
　そのために、リソースマネージャには、図１８に示すようなサブプロセッサ管理テーブ
ルを用意する。
【０１８１】
　この例は、各情報処理装置内の情報処理コントローラが数個以上のサブプロセッサを備
える場合で、サブプロセッサ管理テーブル中の情報処理装置ＩＤは、自装置の情報処理装
置ＩＤであり、サブプロセッサＩＤは、自装置内の各サブプロセッサのサブプロセッサＩ
Ｄであり、サブプロセッサステータスは、各サブプロセッサの使用状況を示す。
【０１８２】
　サブプロセッサステータスとしては、上述したように、ｕｎｕｓｅｄ（現在使用されて
なく、使用の予約もされていない状態）、ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが
、使用が予約されている状態）、およびｂｕｓｙ（現在使用されている状態）がある。
【０１８３】
　後述のように、ｕｎｕｓｅｄを空いている状態とし、空いているか否か、すなわち、ｕ
ｎｕｓｅｄであるか、ｒｅｓｅｒｖｅｄまたはｂｕｓｙであるかを、空き状況とする。
【０１８４】
　サブプロセッサプログラムＩＤは、当該のサブプロセッサで実行中の、または当該のサ
ブプロセッサに実行予約中のサブプロセッサプログラムを識別する識別子であり、機能プ
ログラムＩＤは、上段のサブプロセッサプログラムＩＤで示されるサブプロセッサプログ
ラムと連携動作する機能プログラムを識別する識別子である。
【０１８５】
　サブプロセッサプログラム優先度は、その実行中または実行予約中のサブプロセッサプ
ログラムの優先度である。サブプロセッサプログラム優先度は、当該サブプロセッサプロ
グラムと連携動作する機能プログラムの優先度に応じて、あらかじめ決定され、例えば、
ｈｉｇｈ（優先度が高い），ｍｉｄｄｌｅ（中位の優先度）およびｌｏｗ（優先度が低い
）の３段階に区分される。
【０１８６】
　ロックシーケンス番号は、後述のようにサブプロセッサを確保する際などに、リソース
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マネージャが発番し、サブプロセッサ管理テーブルに記述する。リソースマネージャは、
機能プログラムから受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号
が、このサブプロセッサ管理テーブルに記述されたそれらと一致するときにのみ、そのサ
ブプロセッサの使用を許可する。
【０１８７】
　　（３－２．サブプロセッサ割り当て処理）
　上述したように、図１６において、情報処理装置１がマスター装置として、情報処理装
置２，３および４がスレーブ装置として、それぞれ動作し、マスター装置としての情報処
理装置１が機能プログラムを実行させる情報処理装置として自装置を特定したものとする
。
【０１８８】
　そして、情報処理装置１が、自装置のメインメモリ２６－１内の機能プログラムと連携
動作するサブプロセッサプログラムの実行用に、自装置内または他の情報処理装置２，３
および４内にサブプロセッサを確保する場合の、情報処理装置１のメインメモリ２６－１
内の機能プログラム、情報処理装置１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置
２，３および４内のリソースマネージャによって実行されるサブプロセッサ割り当て処理
の一例を、図１９～図２７を用いて示す。
【０１８９】
　まず、図１９に示すように、情報処理装置１のメインメモリ２６－１内の機能プログラ
ムは、ステップ１１１で、サブプロセッサプログラムの実行に必要なサブプロセッサ数を
判断し、次にステップ１１２で、自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに、
当該の機能プログラムの機能プログラムＩＤと、当該機能プログラムと連携動作する全て
のサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤおよびサブプロセッサプロ
グラム優先度とを添えて、必要数（ｎ個とする）のサブプロセッサの使用要求を出力する
。
【０１９０】
　これに対して、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１１３で、自装置
（情報処理装置１）の図１８に示したサブプロセッサ管理テーブルを参照して、自装置内
にｎ個のサブプロセッサの空きがあるか否かを判断し、ｎ個以上のサブプロセッサが空い
ている場合には、ステップ１１３からステップ１１４に進んで、自装置内にｎ個のサブプ
ロセッサを確保するとともに、その確保した各サブプロセッサにつき、サブプロセッサ管
理テーブル内のサブプロセッサステータスを、ｕｎｕｓｅｄからｒｅｓｅｒｖｅｄに書き
替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤおよびサブプロセッサプログ
ラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロセッサプログラムと一致す
るように書き替え、ロックシーケンス番号を発番して、サブプロセッサ管理テーブルに記
述する。
【０１９１】
　さらに、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１１５に進んで、当該の
機能プログラムに、自装置内にｎ個のサブプロセッサを確保したことと、確保したｎ個の
サブプロセッサのサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤ、およびロックシ
ーケンス番号とを通知する。
【０１９２】
　図２０に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１１７で、この通知を受信し
て、自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに、自身の機能プログラムＩＤと
共に、確保した各サブプロセッサに対するサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラ
ムＩＤ、サブプロセッサプログラム本体およびロックシーケンス番号を、確保したサブプ
ロセッサ数の分だけ送信する。
【０１９３】
　情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１２１で、これらを受信して、各
サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを保存し、さらにステップ１２２に進
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んで、受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号が自装置のサ
ブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断し、同じであるときには
、ステップ１２３に進んで、確保した各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送
信し、さらにステップ１２４に進んで、当該の機能プログラムに、各サブプロセッサにサ
ブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。
【０１９４】
　以上によって、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけで必要数のサブプロ
セッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０１９５】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０１９６】
　情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１２２で、当該の機能プログラム
から受信したサブプロセッサプログラムＩＤまたはロックシーケンス番号が自装置のサブ
プロセッサ管理テーブル内のそれらと異なると判断した場合には、ステップ１２２からス
テップ１２６に進んで、当該の機能プログラムにエラーを通知する。
【０１９７】
　この場合には、当該の機能プログラムは、ステップ１２７で、エラー処理を実行する。
このエラー処理は、具体的には、再度、ステップ１１２からサブプロセッサ割り当て処理
を実行するなどである。
【０１９８】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図１９のステップ１１３で、自装置
内にｎ個のサブプロセッサの空きがないと判断した場合、すなわち情報処理装置１内に空
いているサブプロセッサが（ｎ－１）個以下しかない（１個もない場合を含む）と判断し
た場合には、図２１に示すように、ステップ１１３からステップ１３１に進んで、ネット
ワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。図１６は、他の情報処
理装置２，３および４が接続されている場合である。
【０１９９】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１内のリソースマネージャは、ステップ１３１からステップ１３２に進んで、その中の１
個である他の情報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャに、サ
ブプロセッサの空き状況を問い合わせる。
【０２００】
　この問い合わせは、図２８（Ａ）に示すようなサブプロセッサ空き状況問い合わせコマ
ンドによって行う。具体的に、このサブプロセッサ空き状況問い合わせコマンドは、送信
元ＩＤ（この場合は情報処理装置１の情報処理装置ＩＤ）、送信先ＩＤ（この場合は情報
処理装置２の情報処理装置ＩＤ）および応答先ＩＤ（この場合は情報処理装置１の情報処
理装置ＩＤ）を有し、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ空き状況問い合わせコマン
ド本体および機能プログラムＩＤを含むものとする。
【０２０１】
　図２１に示すように、この問い合わせに対して、当該他の情報処理装置（この場合は情
報処理装置２）内のリソースマネージャは、ステップ１３３で、自装置内のサブプロセッ
サ管理テーブルから、自装置内のサブプロセッサの空き状況を判断し、さらにステップ１
３５に進んで、自装置内に空いているサブプロセッサがある場合には、その数およびサブ
プロセッサＩＤを、空いているサブプロセッサがない場合には、その旨を、情報処理装置
１内のリソースマネージャに通知する。
【０２０２】
　この通知は、図２８（Ｂ）に示すようなサブプロセッサ空き状況返信コマンドによって
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行う。具体的に、このサブプロセッサ空き状況返信コマンドは、送信元ＩＤ（この場合は
情報処理装置２の情報処理装置ＩＤ）、送信先ＩＤ（この場合は情報処理装置１の情報処
理装置ＩＤ）および応答先ＩＤ（この場合は情報処理装置１の情報処理装置ＩＤ）を有し
、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ空き状況返信コマンド本体、機能プログラムＩ
Ｄ、空いているサブプロセッサの数、および空いている各サブプロセッサのサブプロセッ
サＩＤを含むものとする。
【０２０３】
　この通知を受けて、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図２２に示すように、
ステップ１３６で、自装置（情報処理装置１）分と他装置（情報処理装置２）分とを合わ
せてトータルで、ｎ個のサブプロセッサを確保できるか否かを判断する。
【０２０４】
　例えば、ｎが８，９または１０というような数である場合に、情報処理装置１内で１個
のサブプロセッサしか確保できず、情報処理装置２内で（ｎ－２）個のサブプロセッサし
か確保できない場合には、トータルでｎ個のサブプロセッサを確保できないことになる。
【０２０５】
　このようにトータルでｎ個のサブプロセッサを確保できない場合には、情報処理装置１
内のリソースマネージャは、図２１に示すように、ステップ１３６からステップ１３１に
進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを
判断する。図１６は、他の情報処理装置３および４が接続されている場合である。
【０２０６】
　以下、情報処理装置２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｎ個のサブプロセ
ッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されて
いないことが検出されるまで、ステップ１３２，１３３，１３５，１３６および１３１の
処理を繰り返す。
【０２０７】
　情報処理装置１以外にネットワーク上に複数個の情報処理装置が接続されている場合に
情報処理装置１内のリソースマネージャがサブプロセッサの空き状況を問い合わせる順番
については、例えば、上述したマスター装置の決定方法のように、ネットワーク上の各情
報処理装置の情報処理装置ＩＤを数値に置き換え、当該数値が小さい情報処理装置順にサ
ブプロセッサの空き状況を問い合わせることが考えられる。
【０２０８】
　そして、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサによってｎ個のサブ
プロセッサを確保できる場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図２２に
示すように、ステップ１３６からステップ１３７に進んで、当該の機能プログラムに、ｎ
個のサブプロセッサを確保できることを通知する。
【０２０９】
　当該の機能プログラムは、ステップ１３８で、この通知を受信し、後述のように自装置
（情報処理装置１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力する。
【０２１０】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図２１のステップ１３１で、それ以
上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネッ
トワークシステム全体でも（情報処理装置１のみがネットワーク上に存在する場合には情
報処理装置１内だけで）、空いているサブプロセッサによってｎ個のサブプロセッサを確
保できないと判断した場合には、図２２に示すように、ステップ１３１からステップ１４
１に進んで、自装置（情報処理装置１）内に当該の機能プログラムより優先度の低いサブ
プロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがあるか否か、および、ある場合には、
その数を検出する。
【０２１１】
　この場合の「実行中」というのは、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。以
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下では、当該の機能プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを、単に「優
先度の低いサブプロセッサプログラム」と称する。
【０２１２】
　さらに、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１４３に進んで、ネット
ワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置（情報処理装置１）内の優先
度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせて、ｎ個のサブ
プロセッサを確保できるか否かを判断し、確保できる場合には、ステップ１４３からステ
ップ１４４に進んで、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保できること
を通知する。
【０２１３】
　当該の機能プログラムは、ステップ１３８で、この通知を受信し、後述のように自装置
（情報処理装置１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力する。
【０２１４】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１４３で、ネットワークシ
ステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプロ
グラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｎ個のサブプロセッサを確保できない
と判断した場合には、図２３に示すように、ステップ１４３からステップ１５１に進んで
、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０２１５】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１内のリソースマネージャは、ステップ１５１からステップ１５２に進んで、当該他の情
報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャに、優先度の低いサブ
プロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの有無および数を問い合わせる。この場
合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙだけでなく、ｒｅｓｅｒｖｅｄを含む。
【０２１６】
　この問い合わせは、図２８（Ａ）に示したようなサブプロセッサ空き状況問い合わせコ
マンドに、当該の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムのサブプロセ
ッサプログラム優先度を含めたコマンドによって行う。
【０２１７】
　図２３に示すように、この問い合わせに対して、当該他の情報処理装置（この場合は情
報処理装置２）内のリソースマネージャは、ステップ１５３で、自装置内のサブプロセッ
サ管理テーブルから、自装置内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブ
プロセッサがあるか否かを判断し、ある場合には、その数およびサブプロセッサＩＤを情
報処理装置１内のリソースマネージャに通知し、自装置内に優先度の低いサブプロセッサ
プログラムを実行中のサブプロセッサがない場合には、その旨を情報処理装置１内のリソ
ースマネージャに通知する。
【０２１８】
　この通知は、図２８（Ｂ）に示したようなサブプロセッサ空き状況返信コマンドにおい
て、空いているサブプロセッサの数およびサブプロセッサＩＤに代えて、優先度の低いサ
ブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの数およびサブプロセッサＩＤを記述
したコマンドによって行う。
【０２１９】
　この通知を受けて、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図２３に示すように、
ステップ１５４で、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置（
情報処理装置１）内および他装置（この場合は情報処理装置２）内の優先度の低いサブプ
ロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせて、ｎ個のサブプロセッサを確
保できるか否かを判断する。
【０２２０】
　例えば、ｎ＝７の場合に、ネットワークシステム全体で空いているサブプロセッサが２
個しかなく、情報処理装置１内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブ
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プロセッサが２個しかなく、情報処理装置２内に優先度の低いサブプロセッサプログラム
を実行中のサブプロセッサが２個しかない場合には、トータルでｎ個のサブプロセッサを
確保できないことになる。
【０２２１】
　このようにトータルでｎ個のサブプロセッサを確保できない場合には、情報処理装置１
内のリソースマネージャは、ステップ１５４からステップ１５１に進んで（戻って）、さ
らにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０２２２】
　以下、情報処理装置２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｎ個のサブプロセ
ッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されて
いないことが検出されるまで、ステップ１５２，１５３，１５４および１５１の処理を繰
り返す。
【０２２３】
　そして、空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中
のサブプロセッサとを合わせて、ネットワークシステム全体でｎ個のサブプロセッサを確
保できる場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１５４からステ
ップ１５５に進んで、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保できること
を通知する。
【０２２４】
　当該の機能プログラムは、ステップ１５８で、この通知を受信し、以下のように自装置
（情報処理装置１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力する。
【０２２５】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図２２のステップ１３８、または図２３のステッ
プ１５８で、情報処理装置１内のリソースマネージャから、ｎ個のサブプロセッサを確保
できる旨の通知を受信したら、図２４に示すように、ステップ１６１で、自装置（情報処
理装置１）内のリソースマネージャに、ｎ個のサブプロセッサの確保要求を出力する。
【０２２６】
　図２４に示すように、この確保要求に対して、情報処理装置１内のリソースマネージャ
は、ステップ１６２で、自装置（情報処理装置１）内に確保すべき分がある場合には、そ
の分のサブプロセッサを自装置内に確保し、さらにステップ１６３に進んで、他の情報処
理装置内に確保されるべき分があるか否かを判断し、他の情報処理装置内に確保されるべ
き分がない場合には、ステップ１６３からステップ１６４に進んで、当該の機能プログラ
ムに、ｎ個のサブプロセッサを確保したことを通知する。
【０２２７】
　情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサブプロセッサを確保で
きず、かつ情報処理装置１以外にネットワーク上に接続されている情報処理装置が存在し
ないが、情報処理装置１内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロ
セッサを含めると、ｎ個のサブプロセッサを確保できる場合には、このように情報処理装
置１内だけでｎ個のサブプロセッサが確保されることになる。
【０２２８】
　この場合、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１６２では、自装置内
に確保した各サブプロセッサにつき、自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のサブプロ
セッサステータスがｕｎｕｓｅｄとなっているものについては、ｒｅｓｅｒｖｅｄに書き
替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤおよびサブプロセッサプログ
ラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロセッサプログラムと一致す
るように書き替えるとともに、ロックシーケンス番号を発番してサブプロセッサ管理テー
ブルに記述し、ステップ１６４では、これら情報を、当該の機能プログラムに送信する。
【０２２９】
　具体的に、ステップ１６４で送信される情報は、確保したサブプロセッサの数、確保し
た各サブプロセッサのサブプロセッサＩＤおよびロックシーケンス番号を含むものとする
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。
【０２３０】
　図２４に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１６７で、このサブプロセッ
サ確保通知を受信し、後述のように自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに
各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２３１】
　なお、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１６２で、自装置内の優先
度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを、当該の機能プログラム
と連携動作するサブプロセッサプログラムの実行用に確保した場合には、その優先度の低
いサブプロセッサプログラムおよび当該サブプロセッサプログラムと連携動作する機能プ
ログラムに対してサブプロセッサが奪われたことを通知する。
【０２３２】
　一方、確保されるべきｎ個のサブプロセッサに他の情報処理装置内に確保されるべき分
がある場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１６３からステッ
プ１７１に進んで、他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャにサブプロ
セッサの確保を要求し、他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャは、ス
テップ１７２で、それぞれ自装置内に自装置分のサブプロセッサを確保する。
【０２３３】
　他の情報処理装置に対するサブプロセッサの確保要求は、図２９（Ａ）に示すようなＤ
ＭＡコマンドがサブプロセッサ確保要求コマンドであるソフトウェアセルによって行う。
具体的に、このサブプロセッサ確保要求コマンドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセ
ッサ確保要求コマンド本体、機能プログラムＩＤ、サブプロセッサプログラム優先度、確
保要求サブプロセッサ数および確保要求サブプロセッサ数の分のサブプロセッサプログラ
ムＩＤを含むものとする。
【０２３４】
　情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサブプロセッサを確保で
きないが、情報処理装置１以外にもネットワーク上に情報処理装置が存在していて、ネッ
トワークシステム全体で、空いているサブプロセッサだけで、または優先度の低いサブプ
ロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、ｎ個のサブプロセッサを確保
できる場合には、このように他の情報処理装置を含めたネットワークシステム全体でｎ個
のサブプロセッサが確保されることになる。
【０２３５】
　この場合、他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャは、ステップ１７
２では、それぞれ自装置内に確保した各サブプロセッサにつき、自装置のサブプロセッサ
管理テーブル内のサブプロセッサステータスがｕｎｕｓｅｄとなっているものについては
、ｒｅｓｅｒｖｅｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤお
よびサブプロセッサプログラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロ
セッサプログラムと一致するように書き替えるとともに、ロックシーケンス番号を発番し
てサブプロセッサ管理テーブルに記述する。
【０２３６】
　また、他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャは、ステップ１７２で
、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを、当該
の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムの実行用に確保した場合には
、その優先度の低いサブプロセッサプログラムおよび当該サブプロセッサプログラムと連
携動作する機能プログラムに対してサブプロセッサが奪われたことを通知する。
【０２３７】
　さらに、他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャは、図２５に示すよ
うに、ステップ１７３で、それぞれ自装置内に自装置分のサブプロセッサを確保したこと
を、情報処理装置１内のリソースマネージャに通知する。
【０２３８】
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　この通知には、図２９（Ｂ）に示すようなＤＭＡコマンドがサブプロセッサ確保返信コ
マンドであるソフトウェアセルを用いる。具体的に、このサブプロセッサ確保返信コマン
ドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ確保返信コマンド本体、機能プログラムＩ
Ｄ、サブプロセッサプログラム優先度、確保したサブプロセッサの数、確保した各サブプ
ロセッサのサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス
番号を含むものとする。
【０２３９】
　図２５に示すように、情報処理装置１内のリソースマネージャは、他の情報処理装置２
，３および４内のリソースマネージャからのサブプロセッサ確保通知を受信したら、ステ
ップ１７４で、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保したことを通知す
る。
【０２４０】
　当該の機能プログラムは、ステップ１７７で、このサブプロセッサ確保通知を受信し、
自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに、各サブプロセッサに対するサブプ
ロセッサプログラムを送信する。
【０２４１】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図２４のステップ１６７、または図２５のステッ
プ１７７で、情報処理装置１内のリソースマネージャから、ｎ個のサブプロセッサを確保
した旨の通知を受信したら、図２５に示すように、ステップ１８１で、情報処理装置１内
のリソースマネージャに、確保された各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラ
ムを、当該サブプロセッサプログラムに対応するサブプロセッサプログラムＩＤ、サブプ
ロセッサＩＤ、ロックシーケンス番号およびサブプロセッサが確保された各情報処理装置
の情報処理装置ＩＤと共に送信する。
【０２４２】
　図２５および図２６に示すように、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステッ
プ１８２で、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムを受信して
、自装置（情報処理装置１）分のサブプロセッサプログラムがある場合には、それを自装
置内の確保されたサブプロセッサに送信し、さらにステップ１８３に進んで、他の情報処
理装置分のサブプロセッサプログラムがあるか否かを判断し、他の情報処理装置分のサブ
プロセッサプログラムがない場合には、ステップ１８３からステップ１８４に進んで、当
該の機能プログラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信
したことを通知する。
【０２４３】
　一方、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムに他の情報処理
装置分のサブプロセッサプログラムがある場合には、情報処理装置１内のリソースマネー
ジャは、ステップ１８３からステップ１９１に進んで、他の情報処理装置２，３および４
内のリソースマネージャに各情報処理装置分のサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２４４】
　この送信には、図３０に示すようなＤＭＡコマンドがサブプロセッサプログラム送信コ
マンドであるソフトウェアセルを用いる。具体的に、このサブプロセッサプログラム送信
コマンドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサプログラム送信コマンド本体、確保
された各サブプロセッサのサブプロセッサＩＤ、ロックシーケンス番号、確保された各サ
ブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤ、確保
された各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラム本体を含むものとする。
【０２４５】
　他の情報処理装置２，３および４内のリソースマネージャは、ステップ１９２で、それ
ぞれ自装置分のサブプロセッサプログラムを、自装置内の確保されたサブプロセッサに送
信し、さらにステップ１９３に進んで、情報処理装置１内のリソースマネージャに、確保
されたサブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。この通知
を受けて、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ１８４で、当該の機能プ
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ログラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを
通知する。
【０２４６】
　なお、情報処理装置１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置２，３および
４内のリソースマネージャは、図２５のステップ１８２、および図２６のステップ１９２
では、当該の機能プログラムから受信した確保された各サブプロセッサに対するサブプロ
セッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤ、およびロックシーケンス番号が、自
装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断して、異なる場
合には、情報処理装置１内のリソースマネージャが直接、または他の情報処理装置２，３
および４内のリソースマネージャが情報処理装置１内のリソースマネージャを介して、当
該の機能プログラムにエラーを通知するが、図２５および図２６では、この点を省略して
、エラーを生じない場合のみを示した。
【０２４７】
　図２６に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１８７で、情報処理装置１内
のリソースマネージャからの、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラム
を送信した旨の通知を受信する。
【０２４８】
　これによって、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサブプロ
セッサを確保できないが、情報処理装置１内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを
実行中のサブプロセッサを含めると、情報処理装置１内だけでｎ個のサブプロセッサを確
保できる場合、あるいは、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個の
サブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１以外にもネットワーク上に情報処理装
置が存在していて、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサだけで、ま
たは優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、ｎ個
のサブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０２４９】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０２５０】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図２３のステップ１５１で、ネット
ワーク上に他の情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネットワー
クシステム全体の空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを
実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｎ個のサブプロセッサを確保できないと判断し
た場合には、図２７に示すように、ステップ１５１からステップ１９５に進んで、当該の
機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保できないことを通知する。
【０２５１】
　当該の機能プログラムは、ステップ１９７で、この通知を受信し、エラー処理を実行す
る。この場合のエラー処理は、ユーザに対して直ちに処理を実行できない旨を通知して、
時間を置いて再度、図１９のステップ１１２からサブプロセッサ割り当て処理を実行し、
またはユーザが操作することをユーザに促すなどである。
【０２５２】
　なお、上述したように優先度の低いサブプロセッサプログラムに対してサブプロセッサ
が奪われたことが通知された場合には、当該のサブプロセッサプログラムにつき、それに
対応する別の処理が実行される。
【０２５３】
　上述した例は、情報処理装置ＩＤの置き換えられた数値の昇順に、すなわち情報処理装
置１→情報処理装置２→情報処理装置３→情報処理装置４の順に、サブプロセッサの空き
状況を問い合わせ、サブプロセッサの確保を要求する場合であるが、例えば、各情報処理
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装置内のリソースマネージャは、実行されるべきサブプロセッサプログラムの優先度が高
い場合には、上述した装置情報の一部であるメインプロセッサ動作周波数により、ネット
ワーク９上に接続されている各情報処理装置の動作周波数を判断して、動作周波数が高い
情報処理装置から順に、サブプロセッサの空き状況を問い合わせ、サブプロセッサの確保
を要求するように、システムを構成してもよい。
【０２５４】
　あるいはまた、装置情報の一部である情報処理装置種別ＩＤにより、ネットワーク９上
に接続されている各情報処理装置の種別を判断することによって、ハードディスクレコー
ダのようにネットワーク９から切断される可能性が低い情報処理装置から、ＰＤＡやポー
タブルＣＤプレーヤのようにネットワーク９から切断される可能性が高い情報処理装置へ
の順に、サブプロセッサの空き状況を問い合わせ、サブプロセッサの確保を要求するよう
に、システムを構成してもよい。
【０２５５】
　また、上述した例は、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけでは必要数の
サブプロセッサを確保できない場合、情報処理装置１内のリソースマネージャから、他の
情報処理装置内のリソースマネージャに対して、まずサブプロセッサの空き状況を問い合
わせ、その結果、ネットワークシステム全体で必要数のサブプロセッサを確保できる場合
には、改めてサブプロセッサの確保を要求する場合であるが、サブプロセッサの空き状況
を問い合わせることなく、情報処理装置１内のリソースマネージャから、他の情報処理装
置内のリソースマネージャに対して、サブプロセッサの確保を要求するように、システム
を構成してもよい。
【０２５６】
　さらに、上述した例は、情報処理装置１がマスター装置として動作していて、そのマス
ター装置を起点としてサブプロセッサ割り当て処理を実行する場合であるが、例えば、ス
レーブ装置として動作している情報処理装置がユーザによって操作された場合に、その操
作されたスレーブ装置を起点としてサブプロセッサ割り当て処理を実行するように、シス
テムを構成することもできる。
【０２５７】
　［４．情報処理装置がネットワークから切断された場合のサブプロセッサの割り当てに
よる分散処理その１］
　図１６のように複数の情報処理装置１，２，３および４がネットワーク９に接続されて
いる状態で、ユーザが誤って、ある情報処理装置をネットワーク９から切断した場合（情
報処理装置を物理的にネットワーク９から切り離した場合、または情報処理装置の主電源
を遮断した場合）、または、強い震動などの外的要因によって、ある情報処理装置がネッ
トワーク９から切断された場合、その切断された情報処理装置内のサブプロセッサが、切
断されていない情報処理装置が有するサブプロセッサプログラムの実行中または実行予約
中であったときには、切断された情報処理装置内のサブプロセッサに代わって、切断され
ていない情報処理装置内のサブプロセッサが、そのサブプロセッサプログラムを実行する
ことが望ましい。
【０２５８】
　そこで、このような場合には、以下のように、切断された情報処理装置内のサブプロセ
ッサが実行中または実行予約中であったサブプロセッサプログラムの実行用に、切断され
ていない情報処理装置内のサブプロセッサを割り当てる。
【０２５９】
　　（４－１．システム構成）
　図３１に、図１６のように４台の情報処理装置１，２，３および４がネットワーク９に
接続されている状態で、情報処理装置４がネットワーク９から切断された場合を示す。
【０２６０】
　各情報処理装置のソフトウェア構成としては、図１７に示したように、制御プログラム
としてリソースマネージャを含むものとし、そのリソースマネージャには、図１８に示し
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たようなサブプロセッサ管理テーブルを用意する。サブプロセッサ管理テーブルの内容は
、上述したとおりである。
【０２６１】
　　（４－２．サブプロセッサ割り当て処理）
　図３２～図４０に、図３１のように情報処理装置１，２，３および４がネットワーク９
に接続されている状態で、情報処理装置４がネットワーク９から切断された場合に、情報
処理装置１が、自装置のメインメモリ２６－１内の機能プログラムと連携動作するサブプ
ロセッサプログラムの実行用に、情報処理装置１内または他の情報処理装置２，３内にサ
ブプロセッサを確保する場合の、情報処理装置１内のＭＳ（マスター／スレーブ）マネー
ジャ、情報処理装置１のメインメモリ２６－１内の機能プログラム、情報処理装置１内の
リソースマネージャ、および他の情報処理装置２および３内のリソースマネージャによっ
て実行されるサブプロセッサ割り当て処理の一例を示す。
【０２６２】
　情報処理装置４がネットワーク９から切断されたことは、情報処理装置１，２および３
内のＭＳマネージャによって検出される。
【０２６３】
　そして、情報処理装置１内のＭＳマネージャは、情報処理装置４がネットワーク９から
切断されたことを検出したら、図３２に示すように、ステップ２０１で、自装置（情報処
理装置１）内のリソースマネージャに、切断された情報処理装置４の情報処理装置ＩＤを
通知し、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２０２で、自装置のメイン
メモリ２６－１内の機能プログラムに、その情報処理装置ＩＤを転送する。
【０２６４】
　これを受けて、情報処理装置１のメインメモリ２６－１内の機能プログラムは、ステッ
プ２０３で、図１９～図３０に示して上述したようなサブプロセッサ割り当て処理の結果
から、切断された情報処理装置４内のサブプロセッサが、自身（当該の機能プログラム）
と連携動作するサブプロセッサプログラムを実行中であったか否かを判断する。
【０２６５】
　この場合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。
【０２６６】
　そして、切断された情報処理装置４内の全てのサブプロセッサが、当該の機能プログラ
ムと連携動作するサブプロセッサプログラムを実行中でなかった場合には、以後の処理は
不要であるので、そのままサブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０２６７】
　一方、切断された情報処理装置４内の一部または全部のサブプロセッサが、当該の機能
プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムを実行中であった場合には、当該の
機能プログラムは、ステップ２０３からステップ２１２に進んで、自装置（情報処理装置
１）内のリソースマネージャに、当該の機能プログラムの機能プログラムＩＤおよび当該
機能プログラムと連携動作する、切断された情報処理装置４内のサブプロセッサにより実
行中（上記のように実行予約中を含む）のサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプ
ログラムＩＤを添えて、切断された情報処理装置４内のサブプロセッサに代わって当該の
機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムを実行するのに必要な数（ｍ個
とする）のサブプロセッサの使用要求を出力する。
【０２６８】
　これに対して、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３３に示すように、ステ
ップ２１３で、自装置（情報処理装置１）の図１８に示したサブプロセッサ管理テーブル
を参照して、自装置内にｍ個のサブプロセッサの空きがあるか否かを判断し、ｍ個以上の
サブプロセッサが空いている場合には、ステップ２１３からステップ２１４に進んで、自
装置内にｍ個のサブプロセッサを確保するとともに、その確保した各サブプロセッサにつ
き、サブプロセッサ管理テーブル内のサブプロセッサステータスを、ｕｎｕｓｅｄからｒ
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ｅｓｅｒｖｅｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤおよび
サブプロセッサプログラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロセッ
サプログラムと一致するように書き替え、ロックシーケンス番号を発番して、サブプロセ
ッサ管理テーブルに記述する。
【０２６９】
　さらに、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２１５に進んで、当該の
機能プログラムに、自装置内にｍ個のサブプロセッサを確保したことと、確保したｍ個の
サブプロセッサのサブプロセッサＩＤおよびロックシーケンス番号とを通知する。
【０２７０】
　当該の機能プログラムは、ステップ２１７で、この通知を受信して、自装置（情報処理
装置１）内のリソースマネージャに、自身の機能プログラムＩＤと共に、確保された各サ
ブプロセッサに対するサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤ、サブプロセ
ッサプログラム本体およびロックシーケンス番号を、確保したサブプロセッサ数の分だけ
送信する。
【０２７１】
　図３４に示すように、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２２１で、
これらを受信して、各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを保存し、さら
にステップ２２２に進んで、受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケ
ンス番号が自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断し
、同じであるときには、ステップ２２３に進んで、確保した各サブプロセッサにサブプロ
セッサプログラムを送信し、さらにステップ２２４に進んで、当該の機能プログラムに、
各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。
【０２７２】
　以上によって、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけで必要数のサブプロ
セッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０２７３】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０２７４】
　情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２２２で、当該の機能プログラム
から受信したサブプロセッサプログラムＩＤまたはロックシーケンス番号が自装置のサブ
プロセッサ管理テーブル内のそれらと異なると判断した場合には、ステップ２２２からス
テップ２２６に進んで、当該の機能プログラムにエラーを通知する。この場合には、当該
の機能プログラムは、ステップ２２７で、エラー処理を実行する。
【０２７５】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３３のステップ２１３で、自装置
内にｍ個のサブプロセッサの空きがないと判断した場合、すなわち情報処理装置１内に空
いているサブプロセッサが（ｍ－１）個以下しかない（１個もない場合を含む）と判断し
た場合には、図３５に示すように、ステップ２１３からステップ２２９に進んで、自装置
内に空いているサブプロセッサがある場合には、そのサブプロセッサを自装置分として確
保する。
【０２７６】
　情報処理装置１内のリソースマネージャは、さらにステップ２３１に進んで、ネットワ
ーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。図３１は、他の情報処理
装置２および３が接続されている場合である。
【０２７７】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１内のリソースマネージャは、ステップ２３１からステップ２３２に進んで、その中の１
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個である他の情報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャに、空
いているサブプロセッサの確保を要求する。
【０２７８】
　この確保要求は、図２９（Ａ）に示したようなサブプロセッサ確保要求コマンドによっ
て行い、その確保要求サブプロセッサ数は、（ｍ－ａ）とする。ａは、ステップ２２９で
情報処理装置１内に確保されたサブプロセッサ数で、０≦ａ＜ｍである。
【０２７９】
　図３５に示すように、この確保要求に対して、他の情報処理装置（この場合は情報処理
装置２）内のリソースマネージャは、ステップ２３３で、自装置内のサブプロセッサ管理
テーブルから、自装置内のサブプロセッサの空き状況を判断し、次にステップ２３４に進
んで、自装置内に空いているサブプロセッサがある場合には、最大（ｍ－ａ）個の範囲で
自装置内にサブプロセッサを確保し、さらにステップ２３５に進んで、自装置内でサブプ
ロセッサを確保した場合には、その数および確保した各サブプロセッサのサブプロセッサ
ＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号を情報処理装置１内の
リソースマネージャに通知し、自装置内でサブプロセッサを確保できない場合には、その
旨を情報処理装置１内のリソースマネージャに通知する。この通知は、図２９（Ｂ）に示
したようなサブプロセッサ確保返信コマンドによって行う。
【０２８０】
　この通知を受けて、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３６に示すように、
ステップ２３６で、自装置（情報処理装置１）分と他装置（情報処理装置２）分とを合わ
せてトータルで、ｍ個のサブプロセッサを確保できたか否かを判断する。
【０２８１】
　そして、トータルでｍ個のサブプロセッサを確保できなかった場合には、情報処理装置
１内のリソースマネージャは、図３５に示すように、ステップ２３６からステップ２３１
に進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否か
を判断する。図３１は、情報処理装置２以外に他の情報処理装置３が接続されている場合
である。
【０２８２】
　以下、情報処理装置２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｍ個のサブプロセ
ッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されて
いないことが検出されるまで、ステップ２３２，２３３，２３４，２３５，２３６および
２３１の処理を繰り返す。
【０２８３】
　そして、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサによってｍ個のサブ
プロセッサを確保できた場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３６に
示すように、ステップ２３６からステップ２３７に進んで、当該の機能プログラムに、ｍ
個のサブプロセッサを確保したことを通知する。
【０２８４】
　当該の機能プログラムは、ステップ２３８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し、
後述のように自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに各サブプロセッサに対
するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２８５】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３５のステップ２３１で、それ以
上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネッ
トワークシステム全体でも（情報処理装置１のみがネットワーク上に存在する場合には情
報処理装置１内だけで）、空いているサブプロセッサによってｍ個のサブプロセッサを確
保できないと判断した場合には、図３６に示すように、ステップ２３１からステップ２４
１に進んで、自装置（情報処理装置１）内に当該の機能プログラムより優先度の低いサブ
プロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがあるか否か、および、ある場合には、
その数を検出する。
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【０２８６】
　この場合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。以
下でも、当該の機能プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを、単に「優
先度の低いサブプロセッサプログラム」と称する。
【０２８７】
　次に、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２４２に進んで、自装置内
に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがある場合には、ネ
ットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと合わせてｍ個のサブプロセッサを
確保できる範囲で、その優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッ
サを確保するとともに、その優先度の低いサブプロセッサプログラムに対してサブプロセ
ッサが奪われたことを通知する。
【０２８８】
　さらに、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３７に示すように、ステップ２
４３に進んで、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置（情報
処理装置１）内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを
合わせて、ｍ個のサブプロセッサを確保できたか否かを判断し、確保できた場合には、ス
テップ２４３からステップ２４４に進んで、当該の機能プログラムに、ｍ個のサブプロセ
ッサを確保したことを通知する。
【０２８９】
　当該の機能プログラムは、ステップ２４８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し、
後述のように自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに各サブプロセッサに対
するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２９０】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２４３で、ネットワークシ
ステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプロ
グラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｍ個のサブプロセッサを確保できない
と判断した場合には、ステップ２４３からステップ２５１に進んで、ネットワーク上に他
の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０２９１】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１内のリソースマネージャは、ステップ２５１からステップ２５２に進んで、当該他の情
報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャに、優先度の低いサブ
プロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの確保を要求する。この確保要求は、図
２９（Ａ）に示したようなサブプロセッサ確保要求コマンドによって行う。
【０２９２】
　図３８に示すように、この確保要求に対して、他の情報処理装置（この場合は情報処理
装置２）内のリソースマネージャは、ステップ２５３で、自装置内のサブプロセッサ管理
テーブルから、自装置内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセ
ッサがあるか否かを判断し、ある場合には、その優先度の低いサブプロセッサプログラム
を実行中のサブプロセッサを確保して、その数および確保した各サブプロセッサのサブプ
ロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよび発番したロックシーケンス番号を情
報処理装置１内のリソースマネージャに通知し、自装置内に優先度の低いサブプロセッサ
プログラムを実行中のサブプロセッサがない場合には、その旨を情報処理装置１内のリソ
ースマネージャに通知する。この通知は、図２９（Ｂ）に示したようなサブプロセッサ確
保返信コマンドによって行う。
【０２９３】
　なお、他の情報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャは、ス
テップ２５３で、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロ
セッサを確保した場合には、その優先度の低いサブプロセッサプログラムおよび当該サブ
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プロセッサプログラムと連携動作する機能プログラムに対してサブプロセッサが奪われた
ことを通知する。
【０２９４】
　他の情報処理装置（この場合は情報処理装置２）内のリソースマネージャからの確保通
知を受けて、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３８に示すように、ステップ
２５４で、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置（情報処理
装置１）内および他装置（情報処理装置２）内の優先度の低いサブプロセッサプログラム
を実行中のサブプロセッサとを合わせて、ｍ個のサブプロセッサを確保できたか否かを判
断し、確保できない場合には、図３７に示すように、ステップ２５４からステップ２５１
に進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否か
を判断する。
【０２９５】
　以下、情報処理装置２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｍ個のサブプロセ
ッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されて
いないことが検出されるまで、ステップ２５２，２５３，２５４および２５１の処理を繰
り返す。
【０２９６】
　そして、空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中
のサブプロセッサとを合わせて、ネットワークシステム全体でｍ個のサブプロセッサを確
保できた場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２５４からステ
ップ２５５に進んで、当該の機能プログラムに、ｍ個のサブプロセッサを確保したことを
通知する。
【０２９７】
　当該の機能プログラムは、ステップ２５８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し、
以下のように自装置（情報処理装置１）内のリソースマネージャに各サブプロセッサに対
するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２９８】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図３６のステップ２３８、図３７のステップ２４
８、または図３８のステップ２５８で、情報処理装置１内のリソースマネージャから、ｍ
個のサブプロセッサを確保した旨の通知を受信したら、図３９に示すように、ステップ２
８１で、情報処理装置１内のリソースマネージャに、確保された各サブプロセッサに対す
るサブプロセッサプログラムを送信する。
【０２９９】
　図３９に示すように、情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２８２で、
当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムを受信して、自装置（情
報処理装置１）分のサブプロセッサプログラムがある場合には、それを自装置内の確保さ
れたサブプロセッサに送信し、さらにステップ２８３に進んで、他の情報処理装置分のサ
ブプロセッサプログラムがあるか否かを判断し、他の情報処理装置分のサブプロセッサプ
ログラムがない場合には、ステップ２８３からステップ２８４に進んで、当該の機能プロ
グラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通
知する。
【０３００】
　一方、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムに他の情報処理
装置分のサブプロセッサプログラムがある場合には、情報処理装置１内のリソースマネー
ジャは、ステップ２８３からステップ２９１に進んで、他の情報処理装置２，３のリソー
スマネージャに各情報処理装置分のサブプロセッサプログラムを送信する。
【０３０１】
　他の情報処理装置２，３のリソースマネージャは、ステップ２９２で、それぞれ自装置
分のサブプロセッサプログラムを、自装置内の確保されたサブプロセッサに送信し、さら
にステップ２９３に進んで、情報処理装置１内のリソースマネージャに、確保されたサブ
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プロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。この通知を受けて、
情報処理装置１内のリソースマネージャは、ステップ２８４で、当該の機能プログラムに
、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。
【０３０２】
　なお、情報処理装置１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置２，３内のリ
ソースマネージャは、図３５のステップ２２９，２３４、図３６のステップ２４２、また
は図３８のステップ２５３で、自装置内にサブプロセッサを確保した場合には、その確保
したサブプロセッサにつき、自装置内のサブプロセッサ管理テーブルを書き替えるととも
に、情報処理装置１，２または３内のリソースマネージャが発番したロックシーケンス番
号をサブプロセッサ管理テーブルに記述し、図３９のステップ２８２および２９２では、
当該の機能プログラムから受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケン
ス番号が自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断して
、異なる場合には、情報処理装置１内のリソースマネージャが直接、または他の情報処理
装置２，３内のリソースマネージャが情報処理装置１内のリソースマネージャを介して、
当該の機能プログラムにエラーを通知するが、図３６～図３９では、この点を省略して、
エラーを生じない場合のみを示した。
【０３０３】
　図３９に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ２８７で、情報処理装置１内
のリソースマネージャからの、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラム
を送信した旨の通知を受信する。
【０３０４】
　これによって、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｍ個のサブプロ
セッサを確保できないが、情報処理装置１内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを
実行中のサブプロセッサを含めると、情報処理装置１内だけでｍ個のサブプロセッサを確
保できる場合、あるいは、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけではｍ個の
サブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１以外にもネットワーク上に情報処理装
置が存在していて、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサだけで、ま
たは優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、ｍ個
のサブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０３０５】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０３０６】
　一方、情報処理装置１内のリソースマネージャは、図３７のステップ２５１で、ネット
ワーク上に他の情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネットワー
クシステム全体の空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを
実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｍ個のサブプロセッサを確保できないと判断し
た場合には、図４０に示すように、ステップ２５１からステップ２９５に進んで、当該の
機能プログラムに、ｍ個のサブプロセッサを確保できないことを通知する。当該の機能プ
ログラムは、ステップ２９７で、この通知を受信し、エラー処理を実行する。
【０３０７】
　上述した例は、情報処理装置ＩＤの置き換えられた数値の昇順に、すなわち情報処理装
置１→情報処理装置２→情報処理装置３の順に、サブプロセッサの確保を要求する場合で
あるが、例えば、各情報処理装置内のリソースマネージャは、実行されるべきサブプロセ
ッサプログラムの優先度が高い場合には、上述した装置情報の一部であるメインプロセッ
サ動作周波数により、ネットワーク９上に接続されている各情報処理装置の動作周波数を
判断して、動作周波数が高い情報処理装置から順に、サブプロセッサの確保を要求するよ
うに、システムを構成してもよい。
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【０３０８】
　あるいはまた、装置情報の一部である情報処理装置種別ＩＤにより、ネットワーク９上
に接続されている各情報処理装置の種別を判断することによって、ハードディスクレコー
ダのようにネットワーク９から切断される可能性が低い情報処理装置から、ＰＤＡやポー
タブルＣＤプレーヤのようにネットワーク９から切断される可能性が高い情報処理装置へ
の順に、サブプロセッサの確保を要求するように、システムを構成してもよい。
【０３０９】
　また、上述した例は、情報処理装置１内の空いているサブプロセッサだけでは必要数の
サブプロセッサを確保できない場合、情報処理装置１内のリソースマネージャから、他の
情報処理装置内のリソースマネージャに対して、直ちにサブプロセッサの確保を要求する
場合であるが、図１９～図２７に示して上述した例のように、情報処理装置１内のリソー
スマネージャから、他の情報処理装置内のリソースマネージャに対して、まずサブプロセ
ッサの空き状況を問い合わせ、その結果、ネットワークシステム全体で必要数のサブプロ
セッサを確保できる場合には、改めてサブプロセッサの確保を要求するように、システム
を構成してもよい。
【０３１０】
　［５．ネットワークシステムおよび情報処理装置の基本的構成その２］
　図４１は、この発明のネットワークシステムの他の例を示し、ネットワーク１００９を
介して複数の情報処理装置１００１，１００２，１００３および１００４が接続されたも
のである。
【０３１１】
　　（５－１．情報処理装置および情報処理コントローラ）
　情報処理装置１００１，１００２，１００３および１００４は、それぞれ後述のような
各種のＡＶ（Ａｕｄｉｏ　ａｎｄ　Ｖｉｓｕａｌ）機器やポータブル機器である。
【０３１２】
　情報処理装置１００１について示すと、情報処理装置１００１は、コンピュータ機能部
として情報処理コントローラ１０１１を備える。情報処理コントローラ１０１１は、メイ
ンプロセッサ１０２１－１、サブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２および１０２３
－３、ＤＭＡＣ（ダイレクトメモリアクセスコントローラ）１０２５－１、コントロール
レジスタ１０２８－１、ワークメモリ１０２９－１、およびＤＣ（ディスクコントローラ
）１０３０－１を有する。
【０３１３】
　メインプロセッサ１０２１－１は、サブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２および
１０２３－３によるサブプロセッサプログラムの実行（データ処理）のスケジュール管理
と、情報処理コントローラ１０１１（情報処理装置１００１）の全般的な管理とを行う。
ただし、メインプロセッサ１０２１－１内で管理のためのプログラム以外のプログラムが
動作するように構成することもできる。その場合には、メインプロセッサ１０２１－１は
サブプロセッサとしても機能することになる。メインプロセッサ１０２１－１は、ＬＳ（
ローカルストレージ）１０２２－１を有する。
【０３１４】
　サブプロセッサは、１つでもよいが、望ましくは複数とする。この例は、複数の場合で
ある。
【０３１５】
　各サブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２および１０２３－３は、メインプロセッ
サ１０２１－１の制御によって並列的かつ独立に、サブプロセッサプログラムを実行し、
データを処理する。さらに、場合によってメインプロセッサ１０２１－１内のプログラム
がサブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２または１０２３－３内のサブプロセッサプ
ログラムと連携して動作するように構成することもできる。後述する機能プログラムも、
メインプロセッサ１０２１－１内で動作するプログラムである。各サブプロセッサ１０２
３－１，１０２３－２および１０２３－３も、ＬＳ（ローカルストレージ）１０２４－１
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，１０２４－２および１０２４－３を有する。
【０３１６】
　ＤＭＡＣ１０２５－１は、それぞれ情報処理コントローラ１０１１に接続された、ＤＲ
ＡＭ（ダイナミックＲＡＭ）などからなるメインメモリ１０２６－１およびＳＲＡＭ（ス
タティックＲＡＭ）などからなるサブメモリ１０２７－１に格納されているプログラムお
よびデータにアクセスするためのものである。ＤＭＡＣ１０２５－１を介すことにより、
各サブプロセッサとメインメモリ１０２６－１との間ではＤＭＡ方式によりデータ転送を
行うことができ、高速化を実現することができる。
【０３１７】
　コントロールレジスタ１０２８－１は、情報処理コントローラ１０１１内で処理される
べきサブプロセッサプログラムを、どのサブプロセッサが、さらにはサブプロセッサ内に
複数個存在する後述のプレセッシングスレッドのいずれが、処理するかを決定するととも
に、サブプロセッサによるサブプロセッサプログラム実行の進捗を管理するために使用さ
れる。
【０３１８】
　ワークメモリ１０２９－１は、情報処理コントローラ１０１１内に含まれるＳＲＡＭな
どからなる作業用メモリであり、メインプロセッサ１０２１－１、およびサブプロセッサ
１０２３－１，１０２３－２および１０２３－３によってアクセスされる。
【０３１９】
　ＤＣ１０３０－１は、情報処理コントローラ１０１１に接続された外部記録部１０３１
－１および１０３１－２にアクセスするものである。
【０３２０】
　外部記録部１０３１－１および１０３１－２は、固定ディスク（ハードディスク）でも
、リムーバブルディスクでもよく、また、ＭＯ，ＣＤ±ＲＷ，ＤＶＤ±ＲＷなどの光ディ
スク、メモリディスク、ＳＲＡＭ（スタティックＲＡＭ）、ＲＯＭなど、各種のものを用
いることができる。したがって、ＤＣ１０３０－１は、ディスクコントローラと称するが
、外部記録部コントローラである。
【０３２１】
　図４１の例のように、情報処理コントローラ１０１１に対して外部記録部１０３１を複
数接続できるように、情報処理コントローラ１０１１を構成することができる。
【０３２２】
　メインプロセッサ１０２１－１、各サブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２および
１０２３－３、ＤＭＡＣ１０２５－１、コントロールレジスタ１０２８－１、ワークメモ
リ１０２９－１、およびＤＣ１０３０－１は、バス１０３２－１によって接続される。
【０３２３】
　情報処理コントローラ１０１１には、当該の情報処理コントローラ１０１１を備える情
報処理装置１００１をネットワーク全体を通して一意的に識別できる識別子が、情報処理
装置ＩＤとして割り当てられる。
【０３２４】
　メインプロセッサ１０２１－１、および各サブプロセッサ１０２３－１，１０２３－２
および１０２３－３に対しても同様に、それぞれを特定できる識別子が、メインプロセッ
サＩＤおよびサブプロセッサＩＤとして割り当てられる。
【０３２５】
　情報処理コントローラ１０１１は、ワンチップＩＣ（集積回路）として構成することが
望ましい。
【０３２６】
　他の情報処理装置１００２，１００３および１００４も、同様に構成される。ここで、
親番号が同一であるユニットは、枝番号が異なっていても、特に断りがない限り、同じ働
きをするものとする。また、以下の説明において枝番号が省略されている場合には、枝番
号の違いにいる差異を生じないものとする。
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【０３２７】
　　（５－２．各サブプロセッサからメインメモリへのアクセス）
　上述したように、１つの情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ１０２３は、独立
にサブプロセッサプログラムを実行し、データを処理するが、異なるサブプロセッサがメ
インメモリ１０２６内の同一領域に対して同時に読み出しまたは書き込みを行った場合に
は、データの不整合を生じ得る。そこで、サブプロセッサ１０２３からメインメモリ１０
２６へのアクセスは、以下のような手順によって行う。
【０３２８】
　サブメモリ１０２７およびワークメモリ１０２９についても同様に、異なるサブプロセ
ッサが同一領域に対して同時にアクセスすることが考えられるが、ここでは、メインメモ
リ１０２６について示す。
【０３２９】
　図４２（Ａ）に示すように、メインメモリ１０２６は、アドレス指定可能な複数のメモ
リロケーション０～Ｎによって構成される。各メモリロケーションに対しては、データの
状態を示す情報を格納するための追加セグメント０～Ｎが割り振られる。追加セグメント
は、Ｆ／Ｅビット、サブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレス（ローカルストレージアドレ
ス）を含むものとされる。また、各メモリロケーションには、後述のアクセスキー０～Ｎ
も割り振られる。Ｆ／Ｅビットは、以下のように定義される。
【０３３０】
　Ｆ／Ｅビット＝０は、サブプロセッサ１０２３によって読み出されている処理中のデー
タ、または空き状態であるため最新データではない無効データであり、読み出し不可であ
ることを示す。また、Ｆ／Ｅビット＝０は、当該メモリロケーションにデータ書き込み可
能であることを示し、書き込み後に１に設定される。
【０３３１】
　Ｆ／Ｅビット＝１は、当該メモリロケーションのデータがサブプロセッサ１０２３によ
って読み出されておらず、未処理の最新データであることを示す。当該メモリロケーショ
ンのデータは読み出し可能であり、サブプロセッサ１０２３によって読み出された後に０
に設定される。また、Ｆ／Ｅビット＝１は、当該メモリロケーションがデータ書き込み不
可であることを示す。
【０３３２】
　さらに、上記Ｆ／Ｅビット＝０（読み出し不可／書き込み可）の状態において、当該メ
モリロケーションについて読み出し予約を設定することは可能である。Ｆ／Ｅビット＝０
のメモリロケーションに対して読み出し予約を行う場合には、サブプロセッサ１０２３は
、読み出し予約を行うメモリロケーションの追加セグメントに、読み出し予約情報として
当該サブプロセッサ１０２３のサブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスを書き込む。
【０３３３】
　その後、データ書き込み側のサブプロセッサ１０２３によって、読み出し予約されたメ
モリロケーションにデータが書き込まれ、Ｆ／Ｅビット＝１（読み出し可／書き込み不可
）に設定されたとき、あらかじめ読み出し予約情報として追加セグメントに書き込まれた
サブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスに読み出される。
【０３３４】
　複数のサブプロセッサによってデータを多段階に処理する必要がある場合、このように
各メモリロケーションのデータの読み出し／書き込みを制御することによって、前段階の
処理を行うサブプロセッサ１０２３が、処理済みのデータをメインメモリ１０２６内の所
定アドレスに書き込んだ後に即座に、後段階の処理を行う別のサブプロセッサ１０２３が
前処理後のデータを読み出すことが可能となる。
【０３３５】
　図４２（Ｂ）に示すように、各サブプロセッサ１０２３内のＬＳ１０２４も、アドレス
指定可能な複数のメモリロケーション０～Ｌによって構成される。各メモリロケーション
に対しては、同様に追加セグメント０～Ｌが割り振られる。追加セグメントは、ビジービ
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ットを含むものとされる。
【０３３６】
　サブプロセッサ１０２３がメインメモリ１０２６内のデータを自身のＬＳ１０２４のメ
モリロケーションに読み出すときには、読み出し先のメモリロケーションに対応するビジ
ービットを１に設定して予約する。ビジービットが１であるメモリロケーションには、他
のデータは格納することができない。ＬＳ１０２４のメモリロケーションに読み出し後、
ビジービットは０になり、任意の目的に使用できるようになる。
【０３３７】
　図４２（Ａ）に示すように、さらに、各情報処理コントローラと接続されたメインメモ
リ１０２６には、複数のサンドボックスが含まれる。サンドボックスは、メインメモリ１
０２６内の領域を画定するものであり、各サンドボックスは、各サブプロセッサ１０２３
に割り当てられ、そのサブプロセッサが排他的に使用することができる。すなわち、各々
のサブプロセッサ１０２３は、自身に割り当てられたサンドボックスを使用できるが、こ
の領域を超えてデータのアクセスを行うことはできない。
【０３３８】
　メインメモリ１０２６は、複数のメモリロケーション０～Ｎから構成されるが、サンド
ボックスは、これらのメモリロケーションの集合である。すなわち、１つのサンドボック
スは、１つまたは複数のメモリロケーションから構成される。
【０３３９】
　さらに、メインメモリ１０２６の排他的な制御を実現するために、図４２（Ｃ）に示す
ようなキー管理テーブルが用いられる。キー管理テーブルは、情報処理コントローラ内の
ＳＲＡＭのような比較的高速のメモリに格納され、ＤＭＡＣ１０２５と関連付けられる。
ただし、キー管理テーブルは、ワークメモリ１０２９に格納されてもよい。
【０３４０】
　キー管理テーブル内には、情報処理コントローラ内のサブプロセッサの数と同数のエン
トリが存在し、各エントリには、サブプロセッサＩＤおよび、それに対応するサブプロセ
ッサキーおよびキーマスクが関連付けられて格納される。
【０３４１】
　サブプロセッサ１０２３がメインメモリ１０２６を使用する際のプロセスは、以下のと
おりである。まず、サブプロセッサ１０２３はＤＭＡＣ１０２５に、読み出しまたは書き
込みのコマンドを送信する。このコマンドには、自身のサブプロセッサＩＤと、アクセス
要求先であるメインメモリ１０２６内のアドレスが含まれる。
【０３４２】
　ＤＭＡＣ１０２５は、このコマンドを実行する前に、キー管理テーブルを参照して、ア
クセス要求元のサブプロセッサ１０２３のサブプロセッサキーを調べる。次に、ＤＭＡＣ
１０２５は、調べたアクセス要求元のサブプロセッサキーと、アクセス要求先であるメイ
ンメモリ１０２６内の図４２（Ａ）に示したメモリロケーションに割り振られたアクセス
キーとを比較して、２つのキーが一致した場合にのみ、上記のコマンドを実行する。
【０３４３】
　図４２（Ｃ）に示したキー管理テーブル上のキーマスクは、その任意のビットが１にな
ることによって、そのキーマスクに関連付けられたサブプロセッサキーの対応するビット
が０または１になることができる。
【０３４４】
　例えば、サブプロセッサキーが１０１０であるとする。通常、このサブプロセッサキー
によって１０１０のアクセスキーを持つサンドボックスへのアクセスだけが可能である。
しかし、このサブプロセッサキーと関連付けられたキーマスクが０００１に設定されてい
る場合には、キーマスクのビットが１に設定された桁のみにつき、サブプロセッサキーと
アクセスキーとの一致判定がマスクされ、このサブプロセッサキー１０１０によって、ア
クセスキーが１０１０または１０１１のいずれかであるアクセスキーを持つサンドボック
スへのアクセスが可能となる。
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【０３４５】
　以上のようにして、メインメモリ１０２６のサンドボックスの排他性が実現される。す
なわち、１つの情報処理コントローラ内の複数のサブプロセッサによってデータを多段階
に処理する必要がある場合、以上のように構成することによって、前段階の処理を行うサ
ブプロセッサと、後段階の処理を行うサブプロセッサのみが、メインメモリ１０２６内の
所定アドレスにアクセスできるようになり、データを保護することができる。
【０３４６】
　例えば、以下のように使用することが考えられる。まず、情報処理装置の起動直後にお
いては、キーマスクの値は全てゼロである。メインプロセッサ内のプログラムが実行され
、サブプロセッサ内のサブプロセッサプログラムと連携動作するものとする。第１のサブ
プロセッサにより実行された処理結果データを一旦、メインメモリ１０２６に格納し、第
２のサブプロセッサに送信したいときには、該当するメインメモリ領域は、当然どちらの
サブプロセッサからもアクセス可能である必要がある。そのような場合に、メインプロセ
ッサ内のプログラムは、キーマスクの値を適切に変更し、複数のサブプロセッサからアク
セスできるメインメモリ領域を設けることにより、サブプロセッサによる多段階的の処理
を可能にする。
【０３４７】
　より具体的には、他の情報処理装置からのデータ→第１のサブプロセッサによる処理→
第１のメインメモリ領域→第２のサブプロセッサによる処理→第２のメインメモリ領域、
という手順で多段階処理が行われるときには、
　第１のサブプロセッサのサブプロセッサキー：０１００、
　第１のメインメモリ領域のアクセスキー　　：０１００、
　第２のサブプロセッサのサブプロセッサキー：０１０１、
　第２のメインメモリ領域のアクセスキー　　：０１０１、
のような設定のままだと、第２のサブプロセッサは第１のメインメモリ領域にアクセスす
ることができない。そこで、第２のサブプロセッサのキーマスクを０００１にすることに
より、第２のサブプロセッサによる第１のメインメモリ領域へのアクセスを可能にするこ
とができる。
【０３４８】
　　（５－３．各サブプロセッサからメインメモリおよびサブメモリへのアクセス）
　１つの情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ１０２３は、メインメモリ１０２６
に対してと同様に、サブメモリ１０２７に対しても、読み出しまたは書き込みが可能であ
るが、そのコマンドには、いくつかの種類が考えられ、優先度の高低があることもあり得
る。そこで以下に、各サブプロセッサ１０２３が正確にメインメモリ１０２６およびサブ
メモリ１０２７を使用するための構成および手順を示す。
【０３４９】
　図４３に示すように、ＤＭＡＣ１０２５は内部に、メインメモリコントロールレジスタ
１０３３およびサブメモリコントロールレジスタ１０３４を有する。メインメモリコント
ロールレジスタ１０３３は、メインメモリ１０２６にアクセスするためのものであり、サ
ブメモリコントロールレジスタ１０３４は、サブメモリ１０２７にアクセスするためのも
のである。
【０３５０】
　メインメモリコントロールレジスタ１０３３は、以下の４つのブロックから構成され、
以下のように各々がメインメモリ１０２６にアクセスするためのコマンドを格納する。
【０３５１】
　優先コマンドブロックには、優先度の高いコマンドを複数個格納する。そのコマンドは
優先的に処理される。
【０３５２】
　通常コマンドブロック１には、通常のコマンドを複数個格納し、通常コマンドブロック
２にも、通常のコマンドを複数個格納する。通常コマンドブロック１と通常コマンドブロ
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ック２との間には、機能的な差はないが、例えば、メインメモリ１０２６へのアクセス実
行前のコマンドを一方のブロックに格納し、実行後のコマンドを他方のブロックに格納す
ることにより、実行前と実行後のコマンドを、それぞれ集中的および連続的に処理するこ
とができる効果がある。
【０３５３】
　オーダーコマンドブロックには、正しい順番で処理される必要のあるコマンドを複数個
格納する。すなわち、各サブプロセッサ１０２３からのコマンドを、受信した順番に、コ
マンド送信元のサブプロセッサのサブプロセッサＩＤと共に格納する。これにより、受信
した順番にコマンドを処理し、かつ同じ順番でコマンド送信元サブプロセッサに実行結果
を返信することができる。
【０３５４】
　サブメモリコントロールレジスタ１０３４も、以下の４つのブロックから構成され、以
下のように各々がサブメモリ１０２７にアクセスするためのコマンドを格納する。
【０３５５】
　優先コマンドブロックには、優先度の高いコマンドを複数個格納する。そのコマンドは
優先的に処理される。
【０３５６】
　リードコマンドブロックには、リードコマンドを複数個格納し、ライトコマンドブロッ
クには、ライトコマンドを複数個格納する。
【０３５７】
　待ちコマンドブロックには、サブメモリ１０２７内の任意の領域に対してアクセスを試
みたが、対象領域がロックされていてアクセス不可であったコマンドを複数個格納する。
ロック解除時には、そのコマンドは優先コマンドブロックに移動する。
【０３５８】
　各サブプロセッサ１０２３は、例えば、図４４に示すような構造のコマンドによって、
メインメモリ１０２６またはサブメモリ１０２７にアクセスする。アクセス実行後のメイ
ンメモリ１０２６またはサブメモリ１０２７からの実行結果のレスポンスも、同一構造と
される。
【０３５９】
　このコマンド／レスポンス構造において、コマンドタイプとしては、リードとライトが
ある。優先コマンド識別子は、当該コマンドが優先度の高いコマンドであることを示す。
通常コマンド識別子は、メインメモリ１０２６へのアクセス時のものであり、当該コマン
ドが通常コマンドブロック１または通常コマンドブロック２に格納されることを示す。
【０３６０】
　チェーンコマンド識別子も、メインメモリ１０２６へのアクセス時のものであり、当該
コマンドが直前または直後のコマンドと共に連続的なアクセスが必要であることを示す。
または、連続するコマンド列の通し番号でもよい。チェーンコマンド識別子がセットされ
たコマンドは、オーダーコマンドブロックに格納されるが、処理の優先度は、優先コマン
ドブロック内のコマンドより高いものとする。
【０３６１】
　ここでのアドレスは、コマンドを実行するメインメモリ１０２６またはサブメモリ１０
２７内のアドレスを示す。または、ワークメモリ１０２９内のアドレスでもよい。
【０３６２】
　サブプロセッサ識別子は、コマンド送信元のサブプロセッサのサブプロセッサＩＤであ
る。プレセッシングスレッド識別子は、コマンド送信元の後述するプレセッシングスレッ
ドの識別子である。
【０３６３】
　ＯＫ／ＮＧは、コマンドの成功／失敗を示す。ここでのデータは、リードコマンド実行
時にレスポンスに含まれる読み出されたデータ、またはライトコマンド実行時にコマンド
に含まれる書き込まれるデータである。
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【０３６４】
　図４３に示すように、ＤＭＡＣ１０２５内には、上述した各サブプロセッサ１０２３が
メインメモリ１０２６に正確にアクセスするためのメインメモリコントロールレジスタ１
０３３、および各サブプロセッサ１０２３がサブメモリ１０２７に正確にアクセスするた
めのサブメモリコントロールレジスタ１０３４のほかに、メインプロセッサ１０２１がメ
インメモリ１０２６またはサブメモリ１０２７にアクセスするためのリードコマンドおよ
びライトコマンドをそれぞれ複数個格納できるメインプロセッサ用リードコマンドブロッ
ク１０３５およびメインプロセッサ用ライトコマンドブロック１０３６を設けることもで
きる。アドレス変換レジスタ１０３７については、後述する。
【０３６５】
　さらに、複数のサブプロセッサがＤＭＡＣ１０２５に対して、優先度の同じメモリアク
セスコマンドを同じタイミングで送信した場合には、以下の手順に従うものとする。すな
わち、ＤＭＡＣ１０２５は、内部にメモリアクセスに成功した最後のサブプロセッサを示
すポインタを有するものとし、複数のサブプロセッサから優先度の同じメモリアクセスコ
マンドを同じタイミングで受信したときには、当該ポインタより値が大きく、かつ当該ポ
インタとの差分が最も小さいコマンドを優先させるものとする。この場合、一番大きいポ
インタ値の次は、一番小さいポインタ値とする。
【０３６６】
　　（５－４．各サブプロセッサからメインメモリに正確にアクセスするためのサブメモ
リへのアクセス）
　ＤＲＡＭなどにより構成されるメインメモリ１０２６、およびＳＲＡＭなどにより構成
されるサブメモリ１０２７は、当然のことながら、各々の素子の構造が異なるため、使用
目的も異なってくる。
【０３６７】
　そこで、メインメモリ１０２６とサブメモリ１０２７を組み合わせて使用する方法の一
例として、各サブプロセッサ１０２３がメインメモリ１０２６にアクセスするときのアド
レス変換をサブメモリ１０２７が担うことが考えられる。そのための構成および手順を、
図４５を用いて示す。
【０３６８】
　前述したように、メインメモリ１０２６は、複数のメモリロケーションによって構成さ
れ、さらに１つのサンドボックスは、１つまたは複数のメモリロケーションから構成され
る。そして、各サブプロセッサ１０２３は、自身に割り当てられたサンドボックスを排他
的に使用することができる。
【０３６９】
　例えば、図４５（Ａ）に示すように、あるサブプロセッサ１０２３に、メインメモリ１
０２６内のサンドボックス１，２，３が割り当てられているものとする。サンドボックス
１は０ｘ８００～０ｘ８ＦＦ、サンドボックス２は０ｘ２００～０ｘ２ＦＦ、サンドボッ
クス３は０ｘＦ００～０ｘＦＦＦとし、各サンドボックスは先頭アドレスによって識別さ
れるものとする。すなわち、割り当てられる各サンドボックスは、アドレスが連続してい
なくてもよい。
【０３７０】
　当該のサブプロセッサ１０２３は、これらサンドボックス１，２，３からデータを読み
出すときには、まず、ＤＭＡＣ１０２５内のアドレス変換レジスタ１０３７にアクセスす
る。
【０３７１】
　アドレス変換レジスタ１０３７は、サブプロセッサ１０２３と、当該サブプロセッサ１
０２３に割り当てられたサンドボックスとを関連付けるレジスタであり、サブプロセッサ
１０２３の数と同数のエントリから構成される。ここでは、Ｑ１で示されるエントリが当
該サブプロセッサ１０２３に対応するものとする。
【０３７２】
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　このとき、サブプロセッサ１０２３は、自身に対応するＱ１の値を読み出す。さらに、
読み出されたＱ１の値（０ｘ８０）で示される、サブメモリ１０２７内の第１のアドレス
から、データ（０ｘ２０）を読み出す。
【０３７３】
　サンドボックス１の領域は、Ｑ１の値に基づいて特定される。例えば、Ｑ１の値を１６
倍した値がサンドボックス１の先頭アドレスを示し、その先頭アドレスに２５５を加算し
た値がサンドボックス１の終了アドレスを示す。したがって、上記のようにＱ１の値が０
ｘ８０であるときには、サンドボックス１の領域は０ｘ８００～０ｘ８ＦＦである。
【０３７４】
　また、サブプロセッサ１０２３は、上記の第１のアドレスから読み出されたデータ（０
ｘ２０）で示される、同じサブメモリ１０２７内の第２のアドレスから、データ（０ｘＦ
０）を読み出す。
【０３７５】
　サンドボックス２の領域は、この第２のアドレスから読み出されたデータに基づいて特
定される。具体的に、サンドボックス１と同様に、第２のアドレスから読み出されたデー
タの値を１６倍した値がサンドボックス２の先頭アドレスを示し、その先頭アドレスに２
５５を加算した値がサンドボックス２の終了アドレスを示す。したがって、上記のように
第２のアドレスから読み出されたデータが０ｘＦ０であるときには、サンドボックス２の
領域は０ｘ２００～０ｘ２ＦＦである。
【０３７６】
　さらに、サブプロセッサ１０２３は、上記の第２のアドレスから読み出されたデータ（
０ｘＦ０）で示される、同じサブメモリ１０２７内の第３のアドレスから、データ（０ｘ
００）を読み出す。０ｘ００は、割り当てられたサンドボックスの終了を示す。
【０３７７】
　サンドボックス３の領域は、この第３のアドレスから読み出されたデータに基づいて特
定される。具体的に、サンドボックス１，２と同様に、第３のアドレスから読み出された
データの値を１６倍した値がサンドボックス３の先頭アドレスを示し、その先頭アドレス
に２５５を加算した値がサンドボックス３の終了アドレスを示す。したがって、上記のよ
うに第３のアドレスから読み出されたデータが０ｘ００であるときには、サンドボックス
３の領域は０ｘＦ００～０ｘＦＦＦである。
【０３７８】
　以上のように、各サブプロセッサ１０２３は、自身に割り当てられたサンドボックスの
アドレスが非連続であっても、割り当てられたサンドボックスに正確にアクセスすること
ができ、割り当てられたサンドボックスからデータを確実に読み出すことができる。
【０３７９】
　次に、同じサブプロセッサ１０２３が、メインメモリ１０２６内の新たなサンドボック
スにデータを書き込み、当該サンドボックスをアドレス変換レジスタ１０３７内の自身に
対応したエントリで管理されるサンドボックスグループに追加するための手順を、図４５
（Ｂ）を用いて示す。
【０３８０】
　当該サブプロセッサ１０２３が、メインメモリ１０２６内の０ｘ０００～０ｘ０ＦＦの
領域であるサンドボックス４にデータを書き込んだとする。このとき、当該サブプロセッ
サ１０２３は、まず、Ｑ１の値（Ｑ１の初期値、例えば上記のように０ｘ８０）を読み出
す。
【０３８１】
　次に、当該サブプロセッサ１０２３は、新たにデータを書き込んだサンドボックス４を
特定できるサブメモリ１０２７内のアドレスに、先に読み出したＱ１の値（０ｘ８０）を
書き込む。例えば、今回は０ｘ０００～０ｘ０ＦＦの領域にデータを書き込んだので、先
頭アドレスである０ｘ０００を１６で割った０ｘ００で示されるサブメモリ１０２７内の
アドレスにＱ１の値（０ｘ８０）を書き込む。さらに、Ｑ１の値（０ｘ８０）を書き込ん
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だサブメモリ１０２７内のアドレス（０ｘ００）を新たなＱ１の値として、アドレス変換
レジスタ１０３７内のＱ１に書き込む。
【０３８２】
　以上のようにして、各サブプロセッサ１０２３は、新たなサンドボックスを既存のサン
ドボックスグループに追加することができる。この場合も、各サンドボックスのアドレス
が非連続であってもよい。また、既存のサンドボックスグループが存在せず、最初のサン
ドボックスをサブメモリ１０２７およびアドレス変換レジスタ１０３７と関連付ける際に
も、上記の方法を用いることができる。
【０３８３】
　　（５－５．メインプロセッサおよび各サブプロセッサからワークメモリへのアクセス
）
　前述したように、メインメモリ１０２６は、ＤＲＡＭなどにより構成され、さらにＤＭ
Ａ方式によりデータが転送されるため、各サブプロセッサ１０２３は、大容量のメインメ
モリ１０２６を高速に使用することができる。また、サブメモリ１０２７は、ＳＲＡＭな
どにより構成され、同様に高速に使用することができる。
【０３８４】
　さらに、メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３が、情報処理コン
トローラに接続されたメインメモリ１０２６およびサブメモリ１０２７と共に、情報処理
コントローラ内に含まれるワークメモリ１０２９を作業用メモリとして共有して使用でき
れば、さらなる高速化を実現することができる。
【０３８５】
　また、当該ワークメモリ１０２９により簡単な数値演算ができれば、効率的である。ワ
ークメモリ１０２９は、前述したようにＳＲＡＭなどにより構成されるため、ＤＲＡＭの
ような大容量化は期待できないものの、非常に高速である。
【０３８６】
　以下に、メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３がワークメモリ１
０２９にアクセスする場合の構成および手順を示す。
【０３８７】
　図４６に示すように、ワークメモリ１０２９は、コントローラ１０３８とＲＡＭ１０３
９とから構成される。ＲＡＭ１０３９としては、ＳＲＡＭを用いることができるが、それ
に限定されるものではない。ＲＡＭ１０３９は、複数のブロックから構成される。各ブロ
ックには、アドレスが割り当てられ、データが記憶される。
【０３８８】
　メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３は、コントローラ１０３８
を介してＲＡＭ１０３９にアクセスする。具体的に、メインプロセッサ１０２１および各
サブプロセッサ１０２３は、コントローラ１０３８にコマンド、アドレスまたはデータな
どを送信し、コントローラ１０３８は、それに従ってＲＡＭ１０３９にアクセスする。
【０３８９】
　処理実行後、コントローラ１０３８は、コマンド送信元のメインプロセッサ１０２１ま
たはサブプロセッサ１０２３にコマンド実行結果を返信する。
【０３９０】
　各サブプロセッサ１０２３がワークメモリ１０２９にアクセスするときのコマンドは、
例えば図４４に示したような、メインメモリ１０２６またはサブメモリ１０２７へのアク
セス時に用いるものと同じである。処理実行後のワークメモリ１０２９からの実行結果の
レスポンスも、同一構造である。
【０３９１】
　ただし、ワークメモリ１０２９にアクセスする場合には、図４４に示したコマンド中の
優先コマンド識別子、通常コマンド識別子、チェーンコマンド識別子、プレセッシングス
レッド識別子は、基本的に使用しない。しかし、ワークメモリ１０２９が、これらの識別
子に対応可能であれば、使用してもよい。コマンドタイプしては、以下に示すような、い
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くつかが考えられる。
【０３９２】
　第１は、リードコマンドである。これは、ワークメモリ１０２９内のデータを読み出す
ために使用される。メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３は、リー
ドコマンドと共に、所望のデータを記憶するＲＡＭ１０３９内のブロックのアドレスも送
信する。コントローラ１０３８からは、実行結果として、リードコマンドの成功／失敗を
示すＯＫ／ＮＧと、読み出されたデータが返信される。
【０３９３】
　第２は、ライトコマンドである。これは、ワークメモリ１０２９内にデータを書き込む
ために使用される。メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３は、ライ
トコマンド、データ、当該データを記憶させるＲＡＭ１０３９内のブロックのアドレスを
送信する。コントローラ１０３８からは、実行結果として、ライトコマンドの成功／失敗
を示すＯＫ／ＮＧが返信される。
【０３９４】
　第３は、加算コマンドである。これは、ワークメモリ１０２９内のデータを加算するた
めに使用される。メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３は、加算コ
マンド、加算させるデータを記憶するＲＡＭ１０３９内のブロックのアドレスを送信する
。コントローラ１０３８は、受信したアドレスのブロックにおけるデータに１を加算し、
上書きする。実行結果として、加算コマンドの成功／失敗を示すＯＫ／ＮＧが返信される
。
【０３９５】
　第４は、セットコマンドである。これは、ワークメモリ１０２９内のデータをビット単
位で操作するために使用される。メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０
２３は、セットコマンド、操作するデータを記憶するＲＡＭ１０３９内のブロックのアド
レス、およびマスクデータを送信する。
【０３９６】
　これに対して、コントローラ１０３８は、受信したマスクデータと、受信したアドレス
のブロックにおけるデータとを比較し、マスクデータにおいて値が１であるビットと同じ
位置の、データにおけるビットの値を１にする。実行結果として、セットコマンドの完了
を示すＣｏｍｐｌｅｔｅｄが返信される。このとき、セットコマンド実行前のデータも返
信することにより、コマンドの成功／失敗を確認できるようにしてもよい。
【０３９７】
　第５は、クリアコマンドである。これも、ワークメモリ１０２９内のデータをビット単
位で操作するために使用される。メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０
２３は、クリアコマンド、操作するデータを記憶するＲＡＭ１０３９内のブロックのアド
レス、およびマスクデータを送信する。
【０３９８】
　これに対して、コントローラ１０３８は、受信したマスクデータと、受信したアドレス
のブロックにおけるデータとを比較し、マスクデータにおいて値が１であるビットと同じ
位置の、データにおけるビットの値を０にする。実行結果として、クリアコマンドの完了
を示すＣｏｍｐｌｅｔｅｄが返信される。このとき、クリアコマンド実行前のデータも返
信することにより、コマンドの成功／失敗を確認できるようにしてもよい。
【０３９９】
　以上のように、メインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３は、大容量
のメインメモリ１０２６および高速のサブメモリ１０２７に加えて、ワークメモリ１０２
９を併用することができる。さらに、ワークメモリ１０２９をメインメモリ１０２６また
はサブメモリ１０２７のキャッシュとして利用すれば、さらなる高速化を期待することが
できる。
【０４００】
　　（５－６．各サブプロセッサ内のプレセッシングスレッド）
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　前述したように、１つの情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ１０２３は構造上
独立している。したがって、各々のサブプロセッサ１０２３が独立にサブプロセッサプロ
グラムを実行し、データを処理することができる。さらに、各サブプロセッサ１０２３が
内部に、仮想的に独立した複数のプレセッシングスレッドを有することも考えられる。そ
の構造を図４７に示す。
【０４０１】
　サブプロセッサ１０２３は、内部に有するアービタ１０４０を介して、バス１０３２と
接続される。サブプロセッサ１０２３内には、また、ＬＳ（ローカルストレージ）１０２
４とプレセッシングスレッド１０４１，１０４２，１０４３および１０４４が含まれ、ア
ービタ１０４０は、外部からの信号を適切なプレセッシングスレッドに通知する役割を担
う。
【０４０２】
　図４７では各プレセッシングスレッド１０４１，１０４２，１０４３および１０４４を
独立に示しているが、あくまで仮想的な独立である。プレセッシングスレッド１０４１，
１０４２，１０４３および１０４４は、それぞれプレセッシングスレッド識別子が割り当
てられ、独立かつ並列に動作可能である。
【０４０３】
　各プレセッシングスレッド１０４１，１０４２，１０４３および１０４４は、メインメ
モリ１０２６、サブメモリ１０２７またはワークメモリ１０２９に対して独立にアクセス
を行うため、コマンド送信元のプレセッシングスレッドに確実にレスポンスが返信される
ようにする必要がある。そのための手順を以下に示す。
【０４０４】
　各プレセッシングスレッド１０４１，１０４２，１０４３および１０４４が各々のメモ
リにアクセスするときのコマンドは、例えば図４４に示したような、各サブプロセッサ１
０２３がメモリにアクセスする時に用いるものと同じである。処理実行後の各メモリから
の実行結果のレスポンスも、同一構造である。
【０４０５】
　図４４のコマンド／レスポンス構造については前述したが、サブプロセッサ識別子はコ
マンド送信元のサブプロセッサのサブプロセッサＩＤであり、さらにプレセッシングスレ
ッド識別子は、当該サブプロセッサ内のいずれのプレセッシングスレッドがコマンド送信
元であるかを識別するためのものである。
【０４０６】
　メインメモリ１０２６、サブメモリ１０２７またはワークメモリ１０２９からのレスポ
ンスは、まず、サブプロセッサ識別子に基づいて、コマンド送信元のサブプロセッサ１０
２３に返信される。さらに、プレセッシングスレッド識別子に基づいて、サブプロセッサ
１０２３内のアービタ１０４０により、コマンド送信元のプレセッシングスレッドに返信
される。
【０４０７】
　ただし、同じ処理を行うようなときなど、サブプロセッサ内の複数のプレセッシングス
レッド中のいずれでもよい場合には、プレセッシングスレッド識別子に基づかずに、処理
負荷の軽いプレセッシングスレッドに返信するようにしてもよい。また、メインメモリ１
０２６、サブメモリ１０２７またはワークメモリ１０２９からレスポンスを受信するたび
に、複数のプレセッシングスレッド中の１つを順繰りに選択し、その選択されたプレセッ
シングスレッドに当該レスポンスを返信するようにしてもよい。
【０４０８】
　以上のように、各サブプロセッサ１０２３内の複数のプレセッシングスレッドが、メイ
ンメモリ１０２６、サブメモリ１０２７またはワークメモリ１０２９に対して独立にアク
セスを行う場合でも、コマンド送信元のプレセッシングスレッドに確実にレスポンスが返
信されるようにすることができる。
【０４０９】
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　　（５－７．コントロールレジスタによるサブプロセッサプログラムの管理）
　１つの情報処理コントローラ内に複数のサブプロセッサ１０２３が存在し、さらに各サ
ブプロセッサ１０２３内に複数のプレセッシングスレッドを有する場合に、情報処理コン
トローラ内で処理されるべきサブプロセッサプログラムを、どのプレセッシングスレッド
に処理させるかを決定することは、情報処理コントローラの高速化を実現する上で重要で
ある。
【０４１０】
　そこで以下に、図４１に示したコントロールレジスタ１０２８を使用することにより、
各プレセッシングスレッドに対して適切にサブプロセッサプログラムの処理を割り当て、
情報処理コントローラを効率的に動作させる構成および手順を示す。
【０４１１】
　図４８に示すように、コントロールレジスタ１０２８は、処理待ちサブプロセッサプロ
グラムレジスタ１０４５とサブプロセッサプログラム処理進捗レジスタ１０４６とから構
成される。
【０４１２】
　処理待ちサブプロセッサプログラムレジスタ１０４５について示すと、メインプロセッ
サ１０２１は、情報処理コントローラ内で処理されるべきサブプロセッサプログラムが発
生した場合には、処理待ちサブプロセッサプログラムレジスタ１０４５内に、当該サブプ
ロセッサプログラムまたはこれに関連するデータが格納されているメインメモリ１０２６
、サブメモリ１０２７、ワークメモリ１０２９、またはＬＳ（ローカルストレージ）１０
２２または１０２４におけるアドレスを書き込む。
【０４１３】
　処理されるべきサブプロセッサプログラムが存在しない状態では、処理待ちサブプロセ
ッサプログラムレジスタ１０４５の値はゼロである。全てのプレセッシングスレッドは、
自身が何もサブプロセッサプログラムを実行していない間は、定期的または非定期的に処
理待ちサブプロセッサプログラムレジスタ１０４５の値を読み出し、その結果、ゼロでな
い値を読み出したプレセッシングスレッドが処理を行うものとする。
【０４１４】
　これとともに、当該プレセッシングスレッドは、処理待ちサブプロセッサプログラムレ
ジスタ１０４５にゼロの値を書き込む。処理を行うプレセッシングスレッドは、読み出し
た処理待ちサブプロセッサプログラムレジスタ１０４５の値に基づいて、処理対象となる
サブプロセッサプログラムまたは関連データを読み出し、処理する。このとき、サブプロ
セッサプログラムは既に当該プレセッシングスレッドを有するサブプロセッサ１０２３に
読み出されており、サブプロセッサプログラムの読み出しは不要であることも考えられる
。
【０４１５】
　このようにして、サブプロセッサプログラムを実行していない、処理能力に余裕のある
プレセッシングスレッドに迅速にサブプロセッサプログラムの処理を割り当てることがで
き、情報処理コントローラを効率的に動作させることができる。
【０４１６】
　サブプロセッサプログラム処理進捗レジスタ１０４６は、サブプロセッサプログラムの
処理を割り当てられたプレセッシングスレッドが、処理進捗状況を書き込むための２ビッ
ト（ｘ，ｙ）のレジスタである。例えば、（０，０）は未処理を示し、（０，１）は処理
中の段階１を示し、（１，０）は処理中の段階２を示し、（１，１）は処理完了を示す。
さらに、この２ビットとともに、プロセッシングスレッド識別子を書き込むことにより、
処理を割り当てられたプレセッシングスレッドを示すようにしてもよい。
【０４１７】
　または、図４８にプレセッシングスレッド０，１，２，３として示すように、情報処理
コントローラ内の各プロセッシングスレッドごとに、サブプロセッサプログラムの処理進
捗状況を書き込むためのレジスタを設けてもよい。
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【０４１８】
　サブプロセッサプログラム処理進捗レジスタ１０４６は、情報処理コントローラ内のメ
インプロセッサ１０２１、全てのサブプロセッサ１０２３および全てのプレセッシングス
レッドがアクセス可能であり、これにより、サブプロセッサプログラムの処理進捗状況を
的確に把握することができる。さらに、各プロセッシングスレッドごとに処理進捗レジス
タを設ける場合には、複数のサブプロセッサプログラムが同時に実行される場合にも処理
進捗状況の把握が可能となる。
【０４１９】
　以上が、各サブプロセッサ１０２３が内部に、仮想的に独立した複数のプレセッシング
スレッドを有する場合のプレセッシングスレッド管理方法の例である。
【０４２０】
　なお、以下においては、サブプロセッサが何らかの処理を行う場合には、当該サブプロ
セッサ内部のいずれのプレセッシングスレッドが処理を行っても構わないものとし、プレ
セッシングスレッドの違いによる実行結果の差異は生じないものとする。したがって、サ
ブプロセッサの処理内容につき、サブプロセッサ内部の複数のプレセッシングスレッドが
どの様に処理を分担するかについては説明を省略する。
【０４２１】
　　（５－８．ソフトウェアセルの生成および構成）
　図４１のネットワークシステムでは、情報処理装置１００１，１００２，１００３およ
び１００４の間での分散処理のために、情報処理装置１００１，１００２，１００３およ
び１００４の間でソフトウェアセルが伝送される。すなわち、ある情報処理装置内の情報
処理コントローラに含まれるメインプロセッサ１０２１は、コマンド、プログラムおよび
データを含むソフトウェアセルを生成し、ネットワーク１００９を介して他の情報処理装
置に送信することによって、処理を分散することができる。
【０４２２】
　図３に、ソフトウェアセルの構成の一例を示す。この例のソフトウェアセルは、全体と
して、送信元ＩＤ、送信先ＩＤ、応答先ＩＤ、セルインターフェース、ＤＭＡコマンド、
プログラム、およびデータによって構成される。
【０４２３】
　送信元ＩＤには、ソフトウェアセルの送信元である情報処理装置のネットワークアドレ
スおよび情報処理装置ＩＤ、さらに、その情報処理装置内の情報処理コントローラが備え
るメインプロセッサ１０２１および各サブプロセッサ１０２３の識別子（メインプロセッ
サＩＤおよびサブプロセッサＩＤ）が含まれる。
【０４２４】
　送信先ＩＤおよび応答先ＩＤには、それぞれ、ソフトウェアセルの送信先である情報処
理装置、およびソフトウェアセルの実行結果の応答先である情報処理装置についての、同
じ情報が含まれる。
【０４２５】
　セルインターフェースは、ソフトウェアセルの利用に必要な情報であり、グローバルＩ
Ｄ、必要なサブプロセッサの情報、サンドボックスサイズ、および前回のソフトウェアセ
ルＩＤから構成される。
【０４２６】
　グローバルＩＤは、ネットワーク全体を通して当該のソフトウェアセルを一意的に識別
できるものであり、送信元ＩＤ、およびソフトウェアセルの作成または送信の日時（日付
および時刻）に基づいて作成される。
【０４２７】
　必要なサブプロセッサの情報は、当該ソフトウェアセルの実行に必要なサブプロセッサ
の数が設定される。サンドボックスサイズは、当該ソフトウェアセルの実行に必要なメイ
ンメモリ１０２６内およびサブプロセッサ１０２３のＬＳ１０２４内のメモリ量が設定さ
れる。
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【０４２８】
　前回のソフトウェアセルＩＤは、ストリーミングデータなどのシーケンシャルな実行を
要求する１グループのソフトウェアセル内の、前回のソフトウェアセルの識別子である。
【０４２９】
　ソフトウェアセルの実行セクションは、ＤＭＡコマンド、プログラムおよびデータから
構成される。ＤＭＡコマンドには、プログラムの起動に必要な一連のＤＭＡコマンドが含
まれ、プログラムには、サブプロセッサ１０２３によって実行されるサブプロセッサプロ
グラムが含まれる。ここでのデータは、このサブプロセッサプログラムを含むプログラム
によって処理されるデータである。
【０４３０】
　さらに、ＤＭＡコマンドには、ロードコマンド、キックコマンド、機能プログラム実行
コマンド、ステータス要求コマンド、およびステータス返信コマンドが含まれる。
【０４３１】
　ロードコマンドは、メインメモリ１０２６内の情報をサブプロセッサ１０２３内のＬＳ
１０２４にロードするコマンドであり、ロードコマンド自体のほかに、メインメモリアド
レス、サブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスを含む。メインメモリアドレスは、情報の
ロード元であるメインメモリ１０２６内の所定領域のアドレスを示す。サブプロセッサＩ
ＤおよびＬＳアドレスは、情報のロード先であるサブプロセッサ１０２３の識別子および
ＬＳ１０２４のアドレスを示す。
【０４３２】
　キックコマンドは、サブプロセッサプログラムの実行を開始するコマンドであり、キッ
クコマンド自体のほかに、サブプロセッサＩＤおよびプログラムカウンタを含む。サブプ
ロセッサＩＤは、キック対象のサブプロセッサ１０２３を識別し、プログラムカウンタは
、サブプロセッサプログラム実行用プログラムカウンタのためのアドレスを与える。
【０４３３】
　機能プログラム実行コマンドは、後述のように、ある情報処理装置が他の情報処理装置
に対して、機能プログラムの実行を要求するコマンドである。機能プログラム実行コマン
ドを受信した情報処理装置内の情報処理コントローラは、後述の機能プログラムＩＤによ
って、起動すべき機能プログラムを識別する。
【０４３４】
　ステータス要求コマンドは、送信先ＩＤで示される情報処理装置の現在の動作状態（状
況）に関する装置情報を、応答先ＩＤで示される情報処理装置宛に送信することを要求す
るコマンドである。機能プログラムについては後述するが、図６に示す情報処理装置のメ
インメモリ１０２６が記憶するソフトウェアの構成図において機能プログラムにカテゴラ
イズされるプログラムである。機能プログラムは、メインメモリ１０２６にロードされ、
メインプロセッサ１０２１により実行される。
【０４３５】
　ステータス返信コマンドは、上記のステータス要求コマンドを受信した情報処理装置が
、自身の装置情報を当該ステータス要求コマンドに含まれる応答先ＩＤで示される情報処
理装置に応答するコマンドである。ステータス返信コマンドは、実行セクションのデータ
領域に装置情報を格納する。
【０４３６】
　図４に、ＤＭＡコマンドがステータス返信コマンドである場合におけるソフトウェアセ
ルのデータ領域の構造を示す。
【０４３７】
　情報処理装置ＩＤは、情報処理コントローラを備える情報処理装置を識別するための識
別子であり、ステータス返信コマンドを送信する情報処理装置のＩＤを示す。情報処理装
置ＩＤは、電源投入時、その情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメインプ
ロセッサ１０２１によって、電源投入時の日時、情報処理装置のネットワークアドレスお
よび情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるサブプロセッサ１０２３の数など
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に基づいて生成される。
【０４３８】
　情報処理装置種別ＩＤには、当該の情報処理装置の特徴を表す値が含まれる。情報処理
装置の特徴とは、例えば、後述のハードディスクレコーダ、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）、ポータブルＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ
）プレーヤなどである。また、情報処理装置種別ＩＤは、映像音声記録、映像音声再生な
ど、情報処理装置の機能を表すものであってもよい。情報処理装置の特徴や機能を表す値
は予め決定されているものとし、情報処理装置種別ＩＤを読み出すことにより、当該情報
処理装置の特徴や機能を把握することが可能である。
【０４３９】
　ＭＳ（マスター／スレーブ）ステータスは、後述のように情報処理装置がマスター装置
またはスレーブ装置のいずれで動作しているかを表すもので、これが０に設定されている
場合にはマスター装置として動作していることを示し、１に設定されている場合にはスレ
ーブ装置として動作していることを示す。
【０４４０】
　メインプロセッサ動作周波数は、情報処理コントローラ内のメインプロセッサ１０２１
の動作周波数を表す。メインプロセッサ使用率は、メインプロセッサ１０２１で現在動作
している全てのプログラムについての、メインプロセッサ１０２１での使用率を表す。メ
インプロセッサ使用率は、対象メインプロセッサの全処理能力に対する使用中の処理能力
の比率を表した値で、例えばプロセッサ処理能力評価のための単位であるＭＩＰＳを単位
として算出され、または単位時間あたりのプロセッサ使用時間に基づいて算出される。後
述のサブプロセッサ使用率についても同様である。
【０４４１】
　サブプロセッサ数は、当該の情報処理コントローラが備えるサブプロセッサ１０２３の
数を表す。サブプロセッサＩＤは、当該の情報処理コントローラ内の各サブプロセッサ１
０２３を識別するための識別子である。
【０４４２】
　サブプロセッサステータスは、各サブプロセッサ１０２３の状態を表すものであり、ｕ
ｎｕｓｅｄ、ｒｅｓｅｒｖｅｄ、ｂｕｓｙなどの状態がある。ｕｎｕｓｅｄは、当該のサ
ブプロセッサが現在使用されてなく、使用の予約もされていないことを示す。ｒｅｓｅｒ
ｖｅｄは、現在は使用されていないが、予約されている状態を示す。ｂｕｓｙは、現在使
用中であることを示す。
【０４４３】
　サブプロセッサ使用率は、当該のサブプロセッサで現在実行している、または当該のサ
ブプロセッサに実行が予約されているサブプロセッサプログラムについての、当該サブプ
ロセッサでの使用率を表す。すなわち、サブプロセッサ使用率は、サブプロセッサステー
タスがｂｕｓｙである場合には、現在の使用率を示し、サブプロセッサステータスがｒｅ
ｓｅｒｖｅｄである場合には、後に使用される予定の推定使用率を示す。
【０４４４】
　サブプロセッサＩＤ、サブプロセッサステータスおよびサブプロセッサ使用率は、１つ
のサブプロセッサ１０２３に対して一組設定され、１つの情報処理コントローラ内のサブ
プロセッサ１０２３の数の組数だけ設定される。
【０４４５】
　メインメモリ総容量およびメインメモリ使用量は、それぞれ、当該の情報処理コントロ
ーラに接続されているメインメモリ１０２６の総容量および現在使用中の容量を表す。
【０４４６】
　外部記録部数は、当該の情報処理コントローラに接続されている外部記録部１０３１の
数を表す。外部記録部ＩＤは、当該の情報処理コントローラに接続されている外部記録部
１０３１を一意的に識別する情報である。外部記録部種別ＩＤは、当該の外部記録部の種
類（例えば、ハードディスク、ＣＤ±ＲＷ、ＤＶＤ±ＲＷ、メモリディスク、ＳＲＡＭ、
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ＲＯＭなど）を表す。
【０４４７】
　外部記録部総容量および外部記録部使用量は、それぞれ、外部記録部ＩＤによって識別
される外部記録部１０３１の総容量および現在使用中の容量を表す。
【０４４８】
　外部記録部ＩＤ、外部記録部種別ＩＤ、外部記録部総容量および外部記録部使用量は、
１つの外部記録部１０３１に対して一組設定され、当該の情報処理コントローラに接続さ
れている外部記録部１０３１の数の組数だけ設定される。すなわち、１つの情報処理コン
トローラに複数の外部記録部が接続されている場合、各々の外部記録部には異なる外部記
録部ＩＤが割り当てられ、外部記録部種別ＩＤ、外部記録部総容量および外部記録部使用
量も別々に管理される。
【０４４９】
　　（５－９．ソフトウェアセルの実行）
　ある情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメインプロセッサ１０２１は、
以上のような構成のソフトウェアセルを生成し、ネットワーク１００９を介して他の情報
処理装置および当該装置内の情報処理コントローラに送信する。送信元の情報処理装置、
送信先の情報処理装置、応答先の情報処理装置、および各装置内の情報処理コントローラ
は、それぞれ、上記の送信元ＩＤ、送信先ＩＤおよび応答先ＩＤによって識別される。
【０４５０】
　ソフトウェアセルを受信した情報処理装置内の情報処理コントローラに含まれるメイン
プロセッサ１０２１は、そのソフトウェアセルをメインメモリ１０２６に格納する。さら
に、送信先のメインプロセッサ１０２１は、ソフトウェアセルを読み出し、それに含まれ
るＤＭＡコマンドを処理する。
【０４５１】
　具体的に、送信先のメインプロセッサ１０２１は、まず、ロードコマンドを実行する。
これによって、ロードコマンドで指示されたメインメモリアドレスから、ロードコマンド
に含まれるサブプロセッサＩＤおよびＬＳアドレスで特定されるサブプロセッサ内のＬＳ
１０２４の所定領域に、情報がロードされる。ここでロードされる情報は、受信したソフ
トウェアセルに含まれるサブプロセッサプログラムまたはデータ、あるいはその他の指示
されたデータである。
【０４５２】
　次に、メインプロセッサ１０２１は、キックコマンドを、これに含まれるサブプロセッ
サＩＤで指示されたサブプロセッサに、同様にキックコマンドに含まれるプログラムカウ
ンタと共に送信する。
【０４５３】
　指示されたサブプロセッサは、そのキックコマンドおよびプログラムカウンタに従って
、サブプロセッサプログラムを実行する。そして、実行結果をメインメモリ１０２６に格
納した後、実行を完了したことをメインプロセッサ１０２１に通知する。
【０４５４】
　なお、送信先の情報処理装置内の情報処理コントローラにおいてソフトウェアセルを実
行するプロセッサはサブプロセッサ１０２３に限定されるものではなく、メインプロセッ
サ１０２１がソフトウェアセルに含まれる機能プログラムなどのメインメモリ用プログラ
ムを実行するように指定することも可能である。
【０４５５】
　この場合には、送信元の情報処理装置は、送信先の情報処理装置宛に、サブプロセッサ
プログラムの代わりに、メインメモリ用プログラムおよびそのメインメモリ用プログラム
によって処理されるデータを含み、ＤＭＡコマンドがロードコマンドであるソフトウェア
セルを送信し、メインメモリ１０２６にメインメモリ用プログラムおよびそれによって処
理されるデータを記憶させる。
【０４５６】
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　次に、送信元の情報処理装置は、送信先の情報処理装置宛に、送信先の情報処理装置内
の情報処理コントローラについてのメインプロセッサＩＤ、メインメモリアドレス、メイ
ンメモリ用プログラムを識別するための後述の機能プログラムＩＤなどの識別子、および
プログラムカウンタを含み、ＤＭＡコマンドがキックコマンドまたは機能プログラム実行
コマンドであるソフトウェアセルを送信して、メインプロセッサ１０２１に当該メインメ
モリ用プログラムを実行させる。
【０４５７】
　以上のように、この発明のネットワークシステムでは、送信元の情報処理装置は、サブ
プロセッサプログラムまたはメインメモリ用プログラムをソフトウェアセルによって送信
先の情報処理装置に送信するとともに、当該サブプロセッサプログラムを送信先の情報処
理装置内の情報処理コントローラに含まれるサブプロセッサ１０２３にロードさせ、当該
サブプロセッサプログラムまたは当該メインメモリ用プログラムを送信先の情報処理装置
に実行させることができる。
【０４５８】
　送信先の情報処理装置内の情報処理コントローラでは、受信したソフトウェアセルに含
まれるプログラムがサブプロセッサプログラムである場合には、当該サブプロセッサプロ
グラムを指定されたサブプロセッサにロードさせる。そして、ソフトウェアセルに含まれ
るサブプロセッサプログラムまたはメインメモリ用プログラムを実行させる。
【０４５９】
　したがって、ユーザが送信先の情報処理装置を操作しなくても自動的に、当該サブプロ
セッサプログラムまたは当該メインメモリ用プログラムを送信先の情報処理装置内の情報
処理コントローラに実行させることができる。
【０４６０】
　このようにして情報処理装置は、自装置内の情報処理コントローラがサブプロセッサプ
ログラムまたは機能プログラムなどのメインメモリ用プログラムを有していない場合には
、ネットワークに接続された他の情報処理装置からそれらを取得することができる。さら
に、各サブプロセッサとメインメモリとの間ではＤＭＡ方式によりデータ転送を行い、ま
た上述したサンドボックスを使用することによって、１つの情報処理コントローラ内でデ
ータを多段階に処理する必要がある場合でも、高速かつ高セキュリティに処理を実行する
ことができる。
【０４６１】
　［６．ネットワークシステムとしての分散処理その２］
　ソフトウェアセルの使用による分散処理の結果、図４９の上段に示すようにネットワー
ク１００９に接続されている複数の情報処理装置１００１，１００２，１００３および１
００４は、図４９の下段に示すように、仮想的な１台の情報処理装置１００７として動作
する。ただし、そのためには、以下のような構成によって、以下のような処理が実行され
る必要がある。
【０４６２】
　　（６－１．システムのソフトウェア構成とプログラムのロード）
　図６に、個々の情報処理コントローラのメインメモリ１０２６が記憶するソフトウェア
の構成を示す。これらのソフトウェア（プログラム）は、情報処理装置に電源が投入され
る前においては、当該の情報処理コントローラに接続される外部記録部１０３１に記録さ
れているものである。
【０４６３】
　各プログラムは、機能または特徴によって、制御プログラム、機能プログラムおよびデ
バイスドライバにカテゴライズされる。
【０４６４】
　制御プログラムは、各情報処理コントローラが同じものを備え、各情報処理コントロー
ラのメインプロセッサ１０２１が実行するもので、後述のＭＳ（マスター／スレーブ）マ
ネージャおよび能力交換プログラムを含む。
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【０４６５】
　機能プログラムは、メインプロセッサ１０２１が実行するもので、記録用、再生用、素
材検索用など、情報処理コントローラごとに情報処理装置に応じたものが備えられる。
【０４６６】
　デバイスドライバは、情報処理コントローラ（情報処理装置）の入出力（送受信）用で
、放送受信、モニタ出力、ビットストリーム入出力、ネットワーク入出力など、情報処理
コントローラごとに情報処理装置に応じたものが備えられる。
【０４６７】
　ケーブルの差し込みなどによって情報処理装置が物理的にネットワーク１００９に接続
された状態で、情報処理装置に主電源が投入され、情報処理装置が電気的・機能的にもネ
ットワーク１００９に接続されると、その情報処理装置の情報処理コントローラのメイン
プロセッサ１０２１は、制御プログラムに属する各プログラム、およびデバイスドライバ
に属する各プログラムを、メインメモリ１０２６にロードする。
【０４６８】
　ロード手順としては、メインプロセッサ１０２１は、まず、ＤＣ１０３０に読み出し命
令を実行させることによって、外部記録部１０３１からプログラムを読み出し、次に、Ｄ
ＭＡＣ１０２５に書き込み命令を実行させることによって、そのプログラムをメインメモ
リ１０２６に書き込む。
【０４６９】
　機能プログラムに属する各プログラムについては、必要なときに必要なプログラムだけ
をロードするように構成してもよく、または、他のカテゴリに属するプログラムと同様に
、主電源投入直後に各プログラムをロードするように構成してもよい。
【０４７０】
　機能プログラムに属する各プログラムは、ネットワークに接続された全ての情報処理装
置の外部記録部１０３１に記録されている必要はなく、いずれか１つの情報処理装置の外
部記録部１０３１に記録されていれば、前述の方法によって他の情報処理装置からロード
することができるので、結果的に図４９の下段に示すように、仮想的な１台の情報処理装
置１００７として機能プログラムを実行することができる。
【０４７１】
　また、前述したように、メインプロセッサ１０２１によって処理される機能プログラム
は、サブプロセッサ１０２３によって処理されるサブプロセッサプログラムと連携動作す
る場合がある。そこで、メインプロセッサ１０２１が外部記録部１０３１から機能プログ
ラムを読み出し、メインメモリ１０２６に書き込む際、対象となる機能プログラムと連携
動作するサブプロセッサプログラムが存在する場合には、当該サブプロセッサプログラム
も併せて同じメインメモリ１０２６に書き込む。この場合、連携動作するサブプロセッサ
プログラムは、１個である場合もあるが、複数個であることもあり得る。複数個である場
合には、全ての連携動作するサブプロセッサプログラムをメインメモリ１０２６に書き込
む。
【０４７２】
　メインメモリ１０２６に書き込まれたサブプロセッサプログラムは、その後、サブプロ
セッサ１０２３内のＬＳ１０２４に書き込まれ、メインプロセッサ１０２１によって処理
される機能プログラムと連携動作する。
【０４７３】
　図３のソフトウェアセルに示したように、機能プログラムには、プログラムごとにプロ
グラムを一意的に識別できる識別子が、機能プログラムＩＤとして割り当てられる。機能
プログラムＩＤは、機能プログラムの作成の段階で、作成日時や情報処理装置ＩＤなどか
ら決定される。
【０４７４】
　サブプロセッサプログラムにもサブプロセッサプログラムＩＤが割り当てられ、これに
よりサブプロセッサプログラムを一意的に識別可能である。割り当てられるサブプロセッ
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サプログラムＩＤは、連携動作の相手となる機能プログラムの機能プログラムＩＤと関連
性のある識別子、例えば機能プログラムＩＤを親番号とした上で最後尾に枝番号を付加さ
せた識別子でもよいが、連携動作の相手となる機能プログラムの機能プログラムＩＤとは
関連性のない識別子でもよい。
【０４７５】
　いずれにしても、機能プログラムとサブプロセッサプログラムが連携動作する場合には
、両者とも相手の識別子であるプログラムＩＤを自プログラム内に記憶しておく必要があ
る。機能プログラムが複数個のサブプロセッサプログラムと連携動作する場合にも、当該
機能プログラムは、その複数個のサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラム
ＩＤを全て記憶しておく。
【０４７６】
　メインプロセッサ１０２１は、自身が動作する情報処理装置の装置情報（動作状態に関
する情報）を格納するための領域をメインメモリ１０２６に確保し、当該情報を自装置の
装置情報テーブルとして記録する。ここでの装置情報は、図４に示した情報処理装置ＩＤ
以下の各情報である。
【０４７７】
　　（６－２．システムにおけるマスター／スレーブの決定）
　上述したネットワークシステムでは、ある情報処理装置への主電源投入時、その情報処
理装置の情報処理コントローラのメインプロセッサ１０２１は、マスター／スレーブマネ
ージャ（以下、ＭＳマネージャ）をメインメモリ１０２６にロードし、実行する。
【０４７８】
　ＭＳマネージャは、自身が動作する情報処理装置がネットワーク１００９に接続されて
いることを検知すると、同じネットワーク１００９に接続されている他の情報処理装置の
存在を確認する。ここでの「接続」または「存在」は、上述したように、情報処理装置が
物理的にネットワーク１００９に接続されているだけでなく、電気的・機能的にもネット
ワーク１００９に接続されていることを示す。
【０４７９】
　以下では、自身が動作する情報処理装置を自装置、他の情報処理装置を他装置と称する
。当該装置も、当該情報処理装置を示すものとする。
【０４８０】
　ＭＳマネージャが同じネットワーク１００９に接続されている他の情報処理装置の存在
を確認する方法を、以下に示す。
【０４８１】
　ＭＳマネージャは、ＤＭＡコマンドがステータス要求コマンドであり、送信元ＩＤおよ
び応答先ＩＤが当該情報処理装置で、送信先ＩＤを特定しないソフトウェアセルを生成し
て、当該情報処理装置が接続されたネットワーク上に送信し、ネットワーク接続確認用の
タイマーを設定する。タイマーのタイムアウト時間は、例えば１０分とされる。
【０４８２】
　当該ネットワークシステム上に他の情報処理装置が接続されている場合、その他装置は
、上記ステータス要求コマンドのソフトウェアセルを受信し、上記応答先ＩＤで特定され
るステータス要求コマンドを発行した情報処理装置に対して、ＤＭＡコマンドがステータ
ス返信コマンドで、かつデータとして自身（その他装置）の装置情報を含むソフトウェア
セルを送信する。このステータス返信コマンドのソフトウェアセルには、少なくとも当該
他装置を特定する情報（情報処理装置ＩＤ、メインプロセッサに関する情報、サブプロセ
ッサに関する情報など）および当該他装置のＭＳステータスが含まれる。
【０４８３】
　ステータス要求コマンドを発行した情報処理装置のＭＳマネージャは、上記ネットワー
ク接続確認用のタイマーがタイムアウトするまで、当該ネットワーク上の他装置から送信
されるステータス返信コマンドのソフトウェアセルの受信を監視する。その結果、ＭＳス
テータス＝０（マスター装置）を示すステータス返信コマンドが受信された場合には、自



(59) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

装置の装置情報テーブルにおけるＭＳステータスを１に設定する。これによって、当該装
置はスレーブ装置となる。
【０４８４】
　一方、上記ネットワーク接続確認用のタイマーがタイムアウトするまでの間にステータ
ス返信コマンドが全く受信されなかった場合、またはＭＳステータス＝０（マスター装置
）を示すステータス返信コマンドが受信されなかった場合には、自装置の装置情報テーブ
ルにおけるＭＳステータスを０に設定する。これによって、当該装置はマスター装置とな
る。
【０４８５】
　すなわち、いずれの装置もネットワーク１００９に接続されていない状態、またはネッ
トワーク１００９上にマスター装置が存在しない状態において、新たな情報処理装置がネ
ットワーク１００９に接続されると、当該装置は自動的にマスター装置として設定される
。一方、ネットワーク１００９上に既にマスター装置が存在する状態において、新たな情
報処理装置がネットワーク１００９に接続されると、当該装置は自動的にスレーブ装置と
して設定される。
【０４８６】
　マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、ＭＳマネージャは、定期的にス
テータス要求コマンドをネットワーク１００９上の他装置に送信してステータス情報を照
会することにより、他装置の状況を監視する。その結果、ネットワーク１００９に接続さ
れている情報処理装置の主電源が遮断され、またはネットワーク１００９から情報処理装
置が切り離されることにより、あらかじめ判定用に設定された所定期間内に特定の他装置
からステータス返信コマンドが返信されなかった場合や、ネットワーク１００９に新たな
情報処理装置が接続された場合など、ネットワーク１００９の接続状態に変化があった場
合には、その情報を後述の能力交換プログラムに通知する。
【０４８７】
　　（６－３．マスター装置およびスレーブ装置における装置情報の取得）
　メインプロセッサ１０２１は、ＭＳマネージャから、ネットワーク１００９上の他装置
の照会および自装置のＭＳステータスの設定完了の通知を受けると、能力交換プログラム
を実行する。
【０４８８】
　能力交換プログラムは、自装置がマスター装置である場合には、ネットワーク１００９
に接続されている全ての他装置の装置情報、すなわち各スレーブ装置の装置情報を取得す
る。
【０４８９】
　他装置の装置情報の取得は、上述したように、ＤＭＡコマンドがステータス要求コマン
ドであるソフトウェアセルを生成して他装置に送信し、その後、ＤＭＡコマンドがステー
タス返信コマンドで、かつデータとして他装置の装置情報を含むソフトウェアセルを他装
置から受信することによって可能である。
【０４９０】
　能力交換プログラムは、マスター装置である自装置の装置情報テーブルと同様に、ネッ
トワーク１００９に接続されている全ての他装置（各スレーブ装置）の装置情報を格納す
るための領域を自装置のメインメモリ１０２６に確保し、これら情報を他装置（スレーブ
装置）の装置情報テーブルとして記録する。
【０４９１】
　すなわち、マスター装置のメインメモリ１０２６には、自装置を含むネットワーク１０
０９に接続されている全ての情報処理装置の装置情報が、装置情報テーブルとして記録さ
れる。
【０４９２】
　一方、能力交換プログラムは、自装置がスレーブ装置である場合には、ネットワーク１
００９に接続されている全ての他装置の装置情報、すなわちマスター装置および自装置以
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外の各スレーブ装置の装置情報を取得し、これら装置情報に含まれる情報処理装置ＩＤお
よびＭＳステータスを、自装置のメインメモリ１０２６に記録する。
【０４９３】
　すなわち、スレーブ装置のメインメモリ１０２６には、自装置の装置情報が、装置情報
テーブルとして記録されるとともに、自装置以外のネットワーク１００９に接続されてい
るマスター装置および各スレーブ装置についての情報処理装置ＩＤおよびＭＳステータス
が、別の装置情報テーブルとして記録される。
【０４９４】
　また、マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、能力交換プログラムは、
上記のようにＭＳマネージャから、新たにネットワーク１００９に情報処理装置が接続さ
れたことが通知されたときには、その情報処理装置の装置情報を取得し、上述したように
メインメモリ１０２６に記録する。
【０４９５】
　なお、ＭＳマネージャおよび能力交換プログラムは、メインプロセッサ１０２１で実行
されることに限らず、いずれかのサブプロセッサ１０２３で実行されてもよい。また、Ｍ
Ｓマネージャおよび能力交換プログラムは、情報処理装置の主電源が投入されている間は
常時動作する常駐プログラムであることが望ましい。
【０４９６】
　　（６－４．情報処理装置がネットワークから切断された場合）
　マスター装置およびスレーブ装置のいずれについても、能力交換プログラムは、上記の
ようにＭＳマネージャから、ネットワーク１００９に接続されている情報処理装置の主電
源が遮断され、またはネットワーク１００９から情報処理装置が切り離されたことが通知
されたときには、その情報処理装置の装置情報テーブルを自装置のメインメモリ１０２６
から削除する。
【０４９７】
　さらに、このようにネットワーク１００９から切断された情報処理装置がマスター装置
である場合には、以下のような方法によって、新たにマスター装置が決定される。
【０４９８】
　具体的に、例えば、ネットワーク１００９から切断されていない情報処理装置は、それ
ぞれ、自装置および他装置の情報処理装置ＩＤを数値に置き換えて、自装置の情報処理装
置ＩＤを他装置の情報処理装置ＩＤと比較し、自装置の情報処理装置ＩＤがネットワーク
１００９から切断されていない情報処理装置中で最小である場合、そのスレーブ装置は、
マスター装置に移行して、ＭＳステータスを０に設定し、マスター装置として、上述した
ように、ネットワーク１００９に接続されている全ての他装置（各スレーブ装置）の装置
情報を取得して、メインメモリ１０２６に記録する。
【０４９９】
　　（６－５．装置情報に基づく分散処理）
　図４９の下段に示したようにネットワーク１００９に接続されている複数の情報処理装
置１００１，１００２，１００３および１００４を仮想的な１台の情報処理装置１００７
として動作させるためには、マスター装置がユーザの操作およびスレーブ装置の動作状態
を把握する必要がある。
【０５００】
　図５０に、４台の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置１００７として動作する
様子を示す。情報処理装置１００１がマスター装置、情報処理装置１００２，１００３お
よび１００４がスレーブ装置Ａ，ＢおよびＣとして、動作しているものとする。
【０５０１】
　ユーザがネットワーク１００９に接続されている情報処理装置を操作した場合、操作対
象がマスター装置１００１であれば、その操作情報は、マスター装置１００１において直
接把握され、操作対象がスレーブ装置であれば、その操作情報は、操作されたスレーブ装
置からマスター装置１００１に送信される。すなわち、ユーザの操作対象がマスター装置
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１００１とスレーブ装置のいずれであるかにかかわらず、その操作情報は常にマスター装
置１００１において把握される。操作情報の送信は、例えば、ＤＭＡコマンドが操作情報
送信コマンドであるソフトウェアセルによって行われる。
【０５０２】
　そして、マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプ
ロセッサ１０２１－１は、その操作情報に従って、実行する機能プログラムを選択する。
その際、必要であれば、マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含ま
れるメインプロセッサ１０２１－１は、上記の方法によって自装置の外部記録部１０３１
－１または１０３１－２からメインメモリ１０２６－１に機能プログラムをロードするが
、他の情報処理装置（スレーブ装置）がマスター装置１００１に機能プログラムを送信し
てもよい。
【０５０３】
　機能プログラムには、その実行単位ごとに必要となる、図４に示した各情報として表さ
れる情報処理装置種別ＩＤ、メインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メイン
メモリ使用量、外部記録部に関する条件などの、装置に関する要求スペックが規定されて
いる。
【０５０４】
　マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ
１０２１－１は、各機能プログラムについて必要となる上記要求スペックを読み出す。ま
た、あらかじめ能力交換プログラムによってメインメモリ１０２６－１に記録された装置
情報テーブルを参照し、各情報処理装置の装置情報を読み出す。ここでの装置情報は、図
４に示した情報処理装置ＩＤ以下の各情報を示し、メインプロセッサ、サブプロセッサ、
メインメモリおよび外部記録部に関する情報である。
【０５０５】
　マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ
１０２１－１は、ネットワーク１００９上に接続された各情報処理装置の上記装置情報と
、機能プログラム実行に必要となる上記要求スペックとを順次比較する。
【０５０６】
　そして、例えば、機能プログラムが録画機能を必要とする場合には、情報処理装置種別
ＩＤに基づいて、録画機能を有する情報処理装置のみを特定して抽出する。さらに、機能
プログラムを実行するために必要なメインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、
メインメモリ使用量、外部記録部に関する条件を確保できるスレーブ装置を、実行要求候
補装置として特定する。ここで、複数の実行要求候補装置が特定された場合には、当該候
補装置から１つの実行要求候補装置を特定して選択する。
【０５０７】
　実行要求するスレーブ装置が特定されたら、マスター装置１００１内の情報処理コント
ローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ１０２１－１は、その特定されたスレーブ装
置について、自装置内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインメモリ１０２６
－１に記録されている当該スレーブ装置の装置情報テーブルを更新する。
【０５０８】
　さらに、マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプ
ロセッサ１０２１－１は、ＤＭＡコマンドが機能プログラム実行コマンドであるソフトウ
ェアセルを生成し、当該ソフトウェアセルのセルインターフェースに、当該機能プログラ
ムに関する必要なサブプロセッサの情報およびサンドボックスサイズ（図１７参照）を設
定して、上記実行要求されるスレーブ装置に対して送信する。
【０５０９】
　機能プログラムの実行を要求されたスレーブ装置は、その機能プログラムを実行すると
ともに、自装置の装置情報テーブルを更新する。その際、必要であれば、スレーブ装置内
の情報処理コントローラに含まれるメインプロセッサ１０２１は、上記の方法によって自
装置の外部記録部１０３１からメインメモリ１０２６に機能プログラムおよび当該機能プ



(62) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

ログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムをロードする。
【０５１０】
　機能プログラムの実行を要求されたスレーブ装置の外部記録部１０３１に、必要な機能
プログラムまたは当該機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムが記録さ
れていない場合には、他の情報処理装置が当該機能プログラムまたはサブプロセッサプロ
グラムを、その機能プログラム実行要求先スレーブ装置に送信するように、システムを構
成すればよい。
【０５１１】
　サブプロセッサプログラムについては、前述のロードコマンドおよびキックコマンドを
利用して他の情報処理装置に実行させることもできる。
【０５１２】
　機能プログラムの実行終了後、機能プログラムを実行したスレーブ装置内の情報処理コ
ントローラに含まれるメインプロセッサ１０２１は、終了通知をマスター装置１００１内
の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ１０２１－１に送信すると
ともに、自装置の装置情報テーブルを更新する。マスター装置１００１内の情報処理コン
トローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ１０２１－１は、その終了通知を受信して
、機能プログラムを実行したスレーブ装置の装置情報テーブルを更新する。
【０５１３】
　マスター装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ
１０２１－１は、自装置および他装置の装置情報テーブルの参照結果から、当該の機能プ
ログラムを実行することができる情報処理装置として、自身を選択する場合もあり得る。
その場合には、マスター装置１００１が当該の機能プログラムを実行する。
【０５１４】
　図５０の例で、ユーザがスレーブ装置Ａ（情報処理装置１００２）を操作し、当該操作
に応じた機能プログラムを別のスレーブ装置Ｂ（情報処理装置１００３）が実行する場合
につき、図５１に以上の分散処理の例を示す。
【０５１５】
　図５１の例では、ユーザがスレーブ装置Ａを操作することによって、スレーブ装置Ａを
含むネットワークシステム全体の分散処理が開始して、まず、スレーブ装置Ａは、ステッ
プ１０９１で、その操作情報をマスター装置１００１に送信する。
【０５１６】
　マスター装置１００１は、ステップ１０９２で、その操作情報を受信し、さらにステッ
プ１０９３に進んで、自装置のメインメモリ１０２６－１に記録されている自装置および
他装置の装置情報テーブルから、各情報処理装置の動作状態を調べて、受信した操作情報
に応じた機能プログラムを実行することができる情報処理装置を選択する。この例は、ス
レーブ装置Ｂが選択される場合である。
【０５１７】
　次に、マスター装置１００１は、ステップ１０９４で、その選択したスレーブ装置Ｂに
対して機能プログラムの実行を要求する。
【０５１８】
　スレーブ装置Ｂは、ステップ１０９５で、その実行要求を受信し、さらにステップ１０
９６に進んで、実行要求された機能プログラムを実行する。
【０５１９】
　以上のように、ユーザは、１台の情報処理装置のみを操作することによって、他の情報
処理装置を操作することなく、複数の情報処理装置１００１，１００２，１００３および
１００４を仮想的な１台の情報処理装置１００７として動作させることができる。
【０５２０】
　　（６－６．各情報処理装置およびシステムの具体例）
　ネットワーク１００９を介して互いに接続される情報処理装置１００１，１００２，１
００３および１００４は、基本的に上記のような情報処理コントローラ１０１１，１０１
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２，１０１３および１０１４によって情報処理を行うものであれば、どのようなものでも
よいが、図５２に、その一例を示す。
【０５２１】
　この例では、情報処理コントローラ１０１１を備える情報処理装置１００１は、ハード
ディスクレコーダで、図５３に示すように、ハードウェア構成としては、図４１に示した
外部記録部１０３１－１として、ハードディスクを内蔵し、図４１に示した外部記録部１
０３１－２として、ＤＶＤ±Ｒ／ＲＷ、ＣＤ±Ｒ／ＲＷ、Ｂｌｕ－ｒａｙＤｉｓｃ（登録
商標）などの光ディスクを装着できるように構成されるとともに、情報処理コントローラ
１０１１のバス１０３２－１に接続されたバス１０５１－１に、放送受信部１０５２－１
、映像入力部１０５３－１、音声入力部１０５４－１、映像出力部１０５５－１、音声出
力部１０５６－１、操作パネル部１０５７－１、リモコン受光部１０５８－１およびネッ
トワーク接続部１０５９－１が接続されたものである。
【０５２２】
　放送受信部１０５２－１、映像入力部１０５３－１および音声入力部１０５４－１は、
放送信号を受信し、または情報処理装置１００１の外部から映像信号および音声信号を入
力し、それぞれ所定フォーマットのデジタルデータに変換して、情報処理コントローラ１
０１１での処理のためにバス１０５１－１に送出するものであり、映像出力部１０５５－
１および音声出力部１０５６－１は、情報処理コントローラ１０１１からバス１０５１－
１に送出された映像データおよび音声データを処理して、デジタルデータのまま、または
アナログ信号に変換して、情報処理装置１００１の外部に送出するものであり、リモコン
受光部１０５８－１は、リモコン送信器１０６３－１からのリモコン（遠隔操作）赤外線
信号を受信するものである。
【０５２３】
　図５２および図５３に示すように、情報処理装置（ハードディスクレコーダ）１００１
の映像出力部１０５５－１および音声出力部１０５６－１には、モニタ表示装置１０６１
およびスピーカ装置１０６２が接続される。
【０５２４】
　図５２の例の、情報処理コントローラ１０１２を備える情報処理装置１００２も、ハー
ドディスクレコーダで、図５３において括弧内に参照番号を付して示すように、情報処理
装置１００１と同様に構成されたものである。ただし、例えば、図５２に示すように、情
報処理装置（ハードディスクレコーダ）１００２には、モニタ表示装置およびスピーカ装
置は接続されない。
【０５２５】
　情報処理装置（ハードディスクレコーダ）１００１および１００２、すなわち情報処理
コントローラ１０１１および１０１２のソフトウェア構成としては、図５４に示すように
、制御プログラムとして、ＭＳマネージャおよび能力交換プログラムを備え、機能プログ
ラムとして、映像音声記録、映像音声再生、素材検索および番組録画予約のためのプログ
ラムを備え、デバイスドライバとして、放送受信、映像出力、音声出力、外部記録部入出
力およびネットワーク入出力のためのプログラムを備える。
【０５２６】
　図５２の例の、情報処理コントローラ１０１３を備える情報処理装置１００３は、ＰＤ
Ａ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）で、図５５に示すよう
に、ハードウェア構成としては、図４１に示した外部記録部１０３１－５として、メモリ
カードディスクを装着できるように構成されるとともに、情報処理コントローラ１０１３
のバス１０３２－３に接続されたバス１０７１に、液晶表示部１０７２、音声出力部１０
７３、カメラ部１０７４、音声入力部１０７５、キーボード部１０７６およびネットワー
ク接続部１０７７が接続されたものである。
【０５２７】
　なお、図４１では内部を省略した情報処理コントローラ１０１３は、メインプロセッサ
１０２１－３、サブプロセッサ１０２３－７，１０２３－８および１０２３－９、ＤＭＡ
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Ｃ（ダイレクトメモリアクセスコントローラ）１０２５－３、コントロールレジスタ１０
２８－３、ワークメモリ１０２９－３、ＤＣ（ディスクコントローラ）１０３０－３、お
よびバス１０３２－３を備え、そのメインプロセッサ１０２１－３は、ＬＳ（ローカルス
トレージ）１０２２－３を有し、各サブプロセッサ１０２３－７，１０２３－８および１
０２３－９は、ＬＳ（ローカルストレージ）１０２４－７，１０２４－８および１０２４
－９を有する。
【０５２８】
　情報処理装置（ＰＤＡ）１００３、すなわち情報処理コントローラ１０１３のソフトウ
ェア構成としては、図５６に示すように、制御プログラムとして、ＭＳマネージャおよび
能力交換プログラムを備え、機能プログラムとして、映像音声記録、映像音声再生、電話
帳、ワープロおよび表計算のためのプログラム、およびＷｅｂブラウザを備え、デバイス
ドライバとして、映像出力、音声出力、カメラ映像入力、マイク音声入力およびネットワ
ーク入出力のためのプログラムを備える。
【０５２９】
　図５２の例の、情報処理コントローラ１０１４を備える情報処理装置１００４は、ポー
タブルＣＤプレーヤで、図５７に示すように、ハードウェア構成としては、図４１に示し
た外部記録部１０３１－６として、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｃ）を装着できるよう
に構成されるとともに、情報処理コントローラ１０１４のバス１０３２－４に接続された
バス１０８１に、液晶表示部１０８２、音声出力部１０８３、操作ボタン部１０８４およ
びネットワーク接続部１０８５が接続されたものである。
【０５３０】
　なお、図４１では内部を省略した情報処理コントローラ１０１４は、メインプロセッサ
１０２１－４、サブプロセッサ１０２３－１０，１０２３－１１および１０２３－１２、
ＤＭＡＣ（ダイレクトメモリアクセスコントローラ）１０２５－４、コントロールレジス
タ１０２８－４、ワークメモリ１０２９－４、ＤＣ（ディスクコントローラ）１０３０－
４、およびバス１０３２－４を備え、そのメインプロセッサ１０２１－４は、ＬＳ（ロー
カルストレージ）１０２２－４を有し、各サブプロセッサ１０２３－１０，１０２３－１
１および１０２３－１２は、ＬＳ（ローカルストレージ）１０２４－１０，１０２４－１
１および１０２４－１２を有する。
【０５３１】
　情報処理装置（ポータブルＣＤプレーヤ）１００４、すなわち情報処理コントローラ１
０１４のソフトウェア構成としては、図５８に示すように、制御プログラムとして、ＭＳ
マネージャおよび能力交換プログラムを備え、機能プログラムとして、音楽再生のための
プログラムを備え、デバイスドライバとして、音声出力、ＣＤ制御およびネットワーク入
出力のためのプログラムを備える。
【０５３２】
　以上のような図５２の例のネットワークシステムにおいて、情報処理装置１００１，１
００３および１００４がネットワーク１００９上に接続されており、情報処理装置１００
１がマスター装置（ＭＳステータス＝０）として、情報処理装置１００３および１００４
がスレーブ装置（ＭＳステータス＝１）として、設定されているものとする。
【０５３３】
　この状態で、新たに情報処理装置１００２がネットワーク１００９に接続されると、上
述した方法によって、情報処理装置１００２内の情報処理コントローラ１０１２に含まれ
るメインプロセッサ１０２１－２で実行されているＭＳマネージャは、他の情報処理装置
１００１，１００３および１００４にＭＳステータスを照会して、情報処理装置１００１
が既にマスター装置として存在することを認識し、自装置（情報処理装置１００２）をス
レーブ装置（ＭＳステータス＝１）に設定する。また、マスター装置に設定されている情
報処理装置１００１は、新たに追加された情報処理装置１００２を含む各装置の装置情報
を収集して、メインメモリ１０２６－１内の装置情報テーブルを更新する。
【０５３４】
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　このような状態で、ユーザによってスレーブ装置である情報処理装置（ＰＤＡ）１００
３で２時間の放送番組の録画予約の操作が行われた場合を示す。
【０５３５】
　この場合、スレーブ装置である情報処理装置（ＰＤＡ）１００３は、ユーザから録画開
始時刻、録画終了時刻、録画対象放送チャネル、録画品質などの情報を含む録画予約情報
の入力を受け付け、当該録画予約情報およびＤＭＡコマンドとしての録画予約コマンドを
含むソフトウェアセルを生成して、マスター装置である情報処理装置１００１に送信する
。
【０５３６】
　ＤＭＡコマンドが録画予約コマンドであるソフトウェアセルを受信した情報処理装置１
００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメインプロセッサ１０２１－１は、
録画予約コマンドを読み出すとともに、メインメモリ１０２６－１内の装置情報テーブル
を参照して、当該録画予約コマンドを実行可能な情報処理装置を特定する。
【０５３７】
　まず、メインプロセッサ１０２１－１は、装置情報テーブルに含まれる各情報処理装置
１００１，１００２，１００３および１００４の情報処理装置種別ＩＤを読み出して、録
画予約コマンドに対応する機能プログラムを実行可能な情報処理装置を抽出する。ここで
は、録画機能を示す情報処理装置種別ＩＤを有する情報処理装置１００１および１００２
が候補装置として特定され、情報処理装置１００３および１００４は候補装置から除外さ
れる。
【０５３８】
　次に、マスター装置である情報処理装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に
含まれるメインプロセッサ１０２１－１は、装置情報テーブルを参照して、情報処理装置
１００１および１００２のメインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メインメ
モリに関する情報などの、装置に関する情報を読み出し、情報処理装置１００１および１
００２が録画予約コマンドに対応する機能プログラムの実行に必要な要求スペックを満足
するか否かを判断する。ここでは、情報処理装置１００１，１００２とも、録画予約コマ
ンドに対応する機能プログラムの実行に必要な要求スペックを満足するものとする。
【０５３９】
　さらに、メインプロセッサ１０２１－１は、装置情報テーブルを参照して、情報処理装
置１００１および１００２の外部記録部に関する情報を読み出し、外部記録部の空き容量
が当該録画予約コマンドの実行に必要な容量を満足するか否かを判断する。情報処理装置
１００１および１００２はハードディスクレコーダであるので、それぞれハードディスク
１０３１－１および１０３１－３の、総容量と使用量との差分が、それぞれの空き容量に
相当する。
【０５４０】
　この場合、情報処理装置１００１のハードディスク１０３１－１の空き容量が、録画時
間に換算して１０分であり、情報処理装置１００２のハードディスク１０３１－３の空き
容量が、録画時間に換算して２０時間であるとする。
【０５４１】
　このとき、マスター装置である情報処理装置１００１内の情報処理コントローラ１０１
１に含まれるメインプロセッサ１０２１－１は、当該録画予約コマンドの実行に必要な２
時間分の空き容量を確保できる情報処理装置を、実行要求先スレーブ装置として特定する
。
【０５４２】
　その結果、情報処理装置１００２のみが実行要求先スレーブ装置として選択され、マス
ター装置である情報処理装置１００１内の情報処理コントローラ１０１１に含まれるメイ
ンプロセッサ１０２１－１は、ユーザにより操作された情報処理装置１００３から送信さ
れた録画予約情報を含む当該録画予約コマンドを情報処理装置１００２に送信して、上記
２時間の放送番組の録画予約の実行を要求する。
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【０５４３】
　そして、情報処理装置１００２内の情報処理コントローラ１０１２に含まれるメインプ
ロセッサ１０２１－２は、当該録画予約コマンドを解析して、録画に必要な機能プログラ
ムを外部記録部であるハードディスク１０３１－３からメインメモリ１０２６－２にロー
ドし、録画予約情報に従って録画を実行する。その結果、録画予約された２時間の放送番
組の映像音声データが情報処理装置１００２のハードディスク１０３１－３に記録される
。
【０５４４】
　このように、図５２の例のネットワークシステムにおいても、ユーザは、１台の情報処
理装置のみを操作することによって、他の情報処理装置を操作することなく、複数の情報
処理装置１００１，１００２，１００３および１００４を仮想的な１台の情報処理装置１
００７として動作させることができる。
【０５４５】
　［７．サブプロセッサの割り当てによる分散処理その２］
　図５０または図５２のネットワークシステムにおける前述の例は、マスター装置である
情報処理装置１００１が機能プログラムを実行することができる情報処理装置を特定する
際、当該機能プログラムの実行に必要な全ての要求スペックを満足する情報処理装置がネ
ットワークシステム内に存在する場合であるが、このような情報処理装置が存在しない場
合もあり得る。
【０５４６】
　図５２の例では、マスター装置である情報処理装置１００１は、録画予約コマンドに対
応する機能プログラムを実行させる情報処理装置として、最終的に情報処理装置１００２
を特定したが、情報処理装置１００２が当該機能プログラムの実行に必要な要求スペック
を一部、満たしていないこともある。例えば、他の要求スペックは全て満たしているが、
サブプロセッサ数が不足している場合である。そのような場合でも、情報処理装置１００
２は、上記のロードコマンドまたはキックコマンドを利用して他の情報処理装置内のサブ
プロセッサを利用することによって、当該機能プログラムを実行できる可能性がある。
【０５４７】
　そこで、マスター装置が機能プログラムを実行させる情報処理装置を特定する際、候補
となる情報処理装置のサブプロセッサ処理能力を考慮しないで、当該機能プログラムを実
行させる情報処理装置を特定する場合の例を示す。
【０５４８】
　この場合、機能プログラムには、図４に示した各情報として表される情報処理装置種別
ＩＤ、メインプロセッサまたはサブプロセッサの処理能力、メインメモリ使用量、外部記
録部に関する条件などの、装置に関する要求スペックが規定されており、マスター装置が
当該機能プログラムを実行させる情報処理装置を特定する際には、サブプロセッサ処理能
力以外の要求スペックを満足する情報処理装置を特定するものとする。したがって当然、
マスター装置によって特定されて機能プログラムの実行を要求された情報処理装置は、自
装置内に当該機能プログラムの実行に必要なサブプロセッサ処理能力を確保できない場合
がある。
【０５４９】
　以下に、分散処理の他の例として、このように機能プログラムの実行を要求された情報
処理装置が、ネットワークシステムに含まれる他の情報処理装置内のサブプロセッサを利
用する場合について示す。
【０５５０】
　　（７－１．システム構成）
　図５９に、４台の情報処理装置１００１，１００２，１００３および１００４がネット
ワーク１００９に接続されている状態を示す。
【０５５１】
　情報処理装置１００１がマスター装置として、情報処理装置１００２，１００３および
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１００４がスレーブ装置として、それぞれ動作し、マスター装置である情報処理装置１０
０１が機能プログラムを実行させる情報処理装置として自装置を特定するものとする。
【０５５２】
　ネットワーク１００９に接続されている各情報処理装置のソフトウェア構成としては、
図１７に示すように、制御プログラムとして、図６などに示したＭＳマネージャおよび能
力交換プログラムのほかに、リソースマネージャを含むものとする。
【０５５３】
　リソースマネージャは、自装置内の各サブプロセッサを制御して、プログラムやデータ
の転送、プログラムの実行の開始や停止、プログラムの実行結果の受信などを行うもので
ある。
【０５５４】
　さらに、リソースマネージャは、自装置内の各サブプロセッサの使用状況を把握して、
他の情報処理装置からの問い合わせに対して応答し、または他の情報処理装置に対して、
その他装置内の各サブプロセッサの使用状況を問い合わせる。
【０５５５】
　そのために、リソースマネージャには、図１８に示すようなサブプロセッサ管理テーブ
ルを用意する。
【０５５６】
　この例は、各情報処理装置内の情報処理コントローラが数個以上のサブプロセッサを備
える場合で、サブプロセッサ管理テーブル中の情報処理装置ＩＤは、自装置の情報処理装
置ＩＤであり、サブプロセッサＩＤは、自装置内の各サブプロセッサのサブプロセッサＩ
Ｄであり、サブプロセッサステータスは、各サブプロセッサの使用状況を示す。
【０５５７】
　サブプロセッサステータスとしては、上述したように、ｕｎｕｓｅｄ（現在使用されて
なく、使用の予約もされていない状態）、ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが
、使用が予約されている状態）、およびｂｕｓｙ（現在使用されている状態）がある。
【０５５８】
　後述のように、ｕｎｕｓｅｄを空いている状態とし、空いているか否か、すなわち、ｕ
ｎｕｓｅｄであるか、ｒｅｓｅｒｖｅｄまたはｂｕｓｙであるかを、空き状況とする。
【０５５９】
　サブプロセッサプログラムＩＤは、当該のサブプロセッサで実行中の、または当該のサ
ブプロセッサに実行予約中のサブプロセッサプログラムを識別する識別子であり、機能プ
ログラムＩＤは、上段のサブプロセッサプログラムＩＤで示されるサブプロセッサプログ
ラムと連携動作する機能プログラムを識別する識別子である。
【０５６０】
　サブプロセッサプログラム優先度は、その実行中または実行予約中のサブプロセッサプ
ログラムの優先度である。サブプロセッサプログラム優先度は、当該サブプロセッサプロ
グラムと連携動作する機能プログラムの優先度に応じて、あらかじめ決定され、例えば、
ｈｉｇｈ（優先度が高い），ｍｉｄｄｌｅ（中位の優先度）およびｌｏｗ（優先度が低い
）の３段階に区分される。
【０５６１】
　ロックシーケンス番号は、後述のようにサブプロセッサを確保する際などに、リソース
マネージャが発番し、サブプロセッサ管理テーブルに記述する。リソースマネージャは、
機能プログラムから受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号
が、このサブプロセッサ管理テーブルに記述されたそれらと一致するときにのみ、そのサ
ブプロセッサの使用を許可する。
【０５６２】
　　（７－２．サブプロセッサ割り当て処理）
　上述したように、図５９において、情報処理装置１００１がマスター装置として、情報
処理装置１００２，１００３および１００４がスレーブ装置として、それぞれ動作し、マ
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スター装置としての情報処理装置１００１が機能プログラムを実行させる情報処理装置と
して自装置を特定したものとする。
【０５６３】
　そして、情報処理装置１００１が、自装置のメインメモリ１０２６－１内の機能プログ
ラムと連携動作するサブプロセッサプログラムの実行用に、自装置内または他の情報処理
装置１００２，１００３および１００４内にサブプロセッサを確保する場合の、情報処理
装置１００１のメインメモリ１０２６－１内の機能プログラム、情報処理装置１００１内
のリソースマネージャ、および他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内の
リソースマネージャによって実行されるサブプロセッサ割り当て処理の一例を、図６０～
図６８を用いて示す。
【０５６４】
　まず、図６０に示すように、情報処理装置１００１のメインメモリ１０２６－１内の機
能プログラムは、ステップ１１１１で、サブプロセッサプログラムの実行に必要なサブプ
ロセッサ数を判断し、次にステップ１１１２で、自装置（情報処理装置１００１）内のリ
ソースマネージャに、当該の機能プログラムの機能プログラムＩＤと、当該機能プログラ
ムと連携動作する全てのサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤおよ
びサブプロセッサプログラム優先度とを添えて、必要数（ｎ個とする）のサブプロセッサ
の使用要求を出力する。
【０５６５】
　これに対して、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１１３で
、自装置（情報処理装置１００１）の図１８に示したサブプロセッサ管理テーブルを参照
して、自装置内にｎ個のサブプロセッサの空きがあるか否かを判断し、ｎ個以上のサブプ
ロセッサが空いている場合には、ステップ１１１３からステップ１１１４に進んで、自装
置内にｎ個のサブプロセッサを確保するとともに、その確保した各サブプロセッサにつき
、サブプロセッサ管理テーブル内のサブプロセッサステータスを、ｕｎｕｓｅｄからｒｅ
ｓｅｒｖｅｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤおよびサ
ブプロセッサプログラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロセッサ
プログラムと一致するように書き替え、ロックシーケンス番号を発番して、サブプロセッ
サ管理テーブルに記述する。
【０５６６】
　さらに、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１１５に進んで
、当該の機能プログラムに、自装置内にｎ個のサブプロセッサを確保したことと、確保し
たｎ個のサブプロセッサのサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤ、および
ロックシーケンス番号とを通知する。
【０５６７】
　図６１に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１１１７で、この通知を受信
して、自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに、自身の機能プログラ
ムＩＤと共に、確保した各サブプロセッサに対するサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサ
プログラムＩＤ、サブプロセッサプログラム本体およびロックシーケンス番号を、確保し
たサブプロセッサ数の分だけ送信する。
【０５６８】
　情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１２１で、これらを受信
して、各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを保存し、さらにステップ１
１２２に進んで、受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号が
自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断し、同じであ
るときには、ステップ１１２３に進んで、確保した各サブプロセッサにサブプロセッサプ
ログラムを送信し、さらにステップ１１２４に進んで、当該の機能プログラムに、各サブ
プロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する。
【０５６９】
　以上によって、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけで必要数のサ
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ブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。 
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０５７０】
　情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１２２で、当該の機能プ
ログラムから受信したサブプロセッサプログラムＩＤまたはロックシーケンス番号が自装
置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと異なると判断した場合には、ステップ１１
２２からステップ１１２６に進んで、当該の機能プログラムにエラーを通知する。
【０５７１】
　この場合には、当該の機能プログラムは、ステップ１１２７で、エラー処理を実行する
。このエラー処理は、具体的には、再度、ステップ１１１２からサブプロセッサ割り当て
処理を実行するなどである。
【０５７２】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図６０のステップ１１１３で
、自装置内にｎ個のサブプロセッサの空きがないと判断した場合、すなわち情報処理装置
１００１内に空いているサブプロセッサが（ｎ－１）個以下しかない（１個もない場合を
含む）と判断した場合には、図６２に示すように、ステップ１１１３からステップ１１３
１に進んで、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。図
５９は、他の情報処理装置１００２，１００３および１００４が接続されている場合であ
る。
【０５７３】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１３１からステップ１１３２に進んで、
その中の１個である他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソース
マネージャに、サブプロセッサの空き状況を問い合わせる。
【０５７４】
　この問い合わせは、図２８（Ａ）に示すようなサブプロセッサ空き状況問い合わせコマ
ンドによって行う。具体的に、このサブプロセッサ空き状況問い合わせコマンドは、送信
元ＩＤ（この場合は情報処理装置１００１の情報処理装置ＩＤ）、送信先ＩＤ（この場合
は情報処理装置１００２の情報処理装置ＩＤ）および応答先ＩＤ（この場合は情報処理装
置１００１の情報処理装置ＩＤ）を有し、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ空き状
況問い合わせコマンド本体および機能プログラムＩＤを含むものとする。
【０５７５】
　図６２に示すように、この問い合わせに対して、当該他の情報処理装置（この場合は情
報処理装置１００２）内のリソースマネージャは、ステップ１１３３で、自装置内のサブ
プロセッサ管理テーブルから、自装置内のサブプロセッサの空き状況を判断し、さらにス
テップ１１３５に進んで、自装置内に空いているサブプロセッサがある場合には、その数
およびサブプロセッサＩＤを、空いているサブプロセッサがない場合には、その旨を、情
報処理装置１００１内のリソースマネージャに通知する。
【０５７６】
　この通知は、図２８（Ｂ）に示すようなサブプロセッサ空き状況返信コマンドによって
行う。具体的に、このサブプロセッサ空き状況返信コマンドは、送信元ＩＤ（この場合は
情報処理装置１００２の情報処理装置ＩＤ）、送信先ＩＤ（この場合は情報処理装置１０
０１の情報処理装置ＩＤ）および応答先ＩＤ（この場合は情報処理装置１００１の情報処
理装置ＩＤ）を有し、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ空き状況返信コマンド本体
、機能プログラムＩＤ、空いているサブプロセッサの数、および空いている各サブプロセ
ッサのサブプロセッサＩＤを含むものとする。
【０５７７】
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　この通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図６３に示すよ
うに、ステップ１１３６で、自装置（情報処理装置１００１）分と他装置（情報処理装置
１００２）分とを合わせてトータルで、ｎ個のサブプロセッサを確保できるか否かを判断
する。
【０５７８】
　例えば、ｎが８，９または１０というような数である場合に、情報処理装置１００１内
で１個のサブプロセッサしか確保できず、情報処理装置１００２内で（ｎ－２）個のサブ
プロセッサしか確保できない場合には、トータルでｎ個のサブプロセッサを確保できない
ことになる。
【０５７９】
　このようにトータルでｎ個のサブプロセッサを確保できない場合には、情報処理装置１
００１内のリソースマネージャは、図６２に示すように、ステップ１１３６からステップ
１１３１に進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されてい
るか否かを判断する。図５９は、他の情報処理装置１００３および１００４が接続されて
いる場合である。
【０５８０】
　以下、情報処理装置１００２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｎ個のサブ
プロセッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続
されていないことが検出されるまで、ステップ１１３２，１１３３，１１３５，１１３６
および１１３１の処理を繰り返す。
【０５８１】
　情報処理装置１００１以外にネットワーク上に複数個の情報処理装置が接続されている
場合に情報処理装置１００１内のリソースマネージャがサブプロセッサの空き状況を問い
合わせる順番については、例えば、上述したマスター装置の決定方法のように、ネットワ
ーク上の各情報処理装置の情報処理装置ＩＤを数値に置き換え、当該数値が小さい情報処
理装置順にサブプロセッサの空き状況を問い合わせることが考えられる。
【０５８２】
　そして、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサによってｎ個のサブ
プロセッサを確保できる場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図
６３に示すように、ステップ１１３６からステップ１１３７に進んで、当該の機能プログ
ラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保できることを通知する。
【０５８３】
　当該の機能プログラムは、ステップ１１３８で、この通知を受信し、後述のように自装
置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力す
る。
【０５８４】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図６２のステップ１１３１で
、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわ
ち、ネットワークシステム全体でも（情報処理装置１００１のみがネットワーク上に存在
する場合には情報処理装置１００１内だけで）、空いているサブプロセッサによってｎ個
のサブプロセッサを確保できないと判断した場合には、図６３に示すように、ステップ１
１３１からステップ１１４１に進んで、自装置（情報処理装置１００１）内に当該の機能
プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがある
か否か、および、ある場合には、その数を検出する。
【０５８５】
　この場合の「実行中」というのは、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。以
下では、当該の機能プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを、単に「優
先度の低いサブプロセッサプログラム」と称する。
【０５８６】
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　さらに、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１４３に進んで
、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置（情報処理装置１０
０１）内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせ
て、ｎ個のサブプロセッサを確保できるか否かを判断し、確保できる場合には、ステップ
１１４３からステップ１１４４に進んで、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッ
サを確保できることを通知する。
【０５８７】
　当該の機能プログラムは、ステップ１１３８で、この通知を受信し、後述のように自装
置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力す
る。
【０５８８】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１４３で、ネット
ワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置内の優先度の低いサブプロセ
ッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｎ個のサブプロセッサを確保
できないと判断した場合には、図６４に示すように、ステップ１１４３からステップ１１
５１に進んで、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０５８９】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１５１からステップ１１５２に進んで、
当該他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソースマネージャに、
優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの有無および数を問い
合わせる。この場合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙだけでなく、ｒｅｓｅｒｖｅｄを
含む。
【０５９０】
　この問い合わせは、図２８（Ａ）に示したようなサブプロセッサ空き状況問い合わせコ
マンドに、当該の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムのサブプロセ
ッサプログラム優先度を含めたコマンドによって行う。
【０５９１】
　図６４に示すように、この問い合わせに対して、当該他の情報処理装置（この場合は情
報処理装置１００２）内のリソースマネージャは、ステップ１１５３で、自装置内のサブ
プロセッサ管理テーブルから、自装置内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行
中のサブプロセッサがあるか否かを判断し、ある場合には、その数およびサブプロセッサ
ＩＤを情報処理装置１００１内のリソースマネージャに通知し、自装置内に優先度の低い
サブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがない場合には、その旨を情報処理
装置１００１内のリソースマネージャに通知する。
【０５９２】
　この通知は、図２８（Ｂ）に示したようなサブプロセッサ空き状況返信コマンドにおい
て、空いているサブプロセッサの数およびサブプロセッサＩＤに代えて、優先度の低いサ
ブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの数およびサブプロセッサＩＤを記述
したコマンドによって行う。
【０５９３】
　この通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図６４に示すよ
うに、ステップ１１５４で、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、
自装置（情報処理装置１００１）内および他装置（この場合は情報処理装置１００２）内
の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせて、ｎ個
のサブプロセッサを確保できるか否かを判断する。
【０５９４】
　例えば、ｎ＝７の場合に、ネットワークシステム全体で空いているサブプロセッサが２
個しかなく、情報処理装置１００１内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中
のサブプロセッサが２個しかなく、情報処理装置１００２内に優先度の低いサブプロセッ
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サプログラムを実行中のサブプロセッサが２個しかない場合には、トータルでｎ個のサブ
プロセッサを確保できないことになる。
【０５９５】
　このようにトータルでｎ個のサブプロセッサを確保できない場合には、情報処理装置１
００１内のリソースマネージャは、ステップ１１５４からステップ１１５１に進んで（戻
って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０５９６】
　以下、情報処理装置１００２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｎ個のサブ
プロセッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続
されていないことが検出されるまで、ステップ１１５２，１１５３，１１５４および１１
５１の処理を繰り返す。
【０５９７】
　そして、空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中
のサブプロセッサとを合わせて、ネットワークシステム全体でｎ個のサブプロセッサを確
保できる場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１５４
からステップ１１５５に進んで、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保
できることを通知する。
【０５９８】
　当該の機能プログラムは、ステップ１１５８で、この通知を受信し、以下のように自装
置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャにサブプロセッサ確保要求を出力す
る。
【０５９９】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図６３のステップ１１３８、または図６４のステ
ップ１１５８で、情報処理装置１００１内のリソースマネージャから、ｎ個のサブプロセ
ッサを確保できる旨の通知を受信したら、図６５に示すように、ステップ１１６１で、自
装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに、ｎ個のサブプロセッサの確保
要求を出力する。
【０６００】
　図６５に示すように、この確保要求に対して、情報処理装置１００１内のリソースマネ
ージャは、ステップ１１６２で、自装置（情報処理装置１００１）内に確保すべき分があ
る場合には、その分のサブプロセッサを自装置内に確保し、さらにステップ１１６３に進
んで、他の情報処理装置内に確保されるべき分があるか否かを判断し、他の情報処理装置
内に確保されるべき分がない場合には、ステップ１１６３からステップ１１６４に進んで
、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保したことを通知する。
【０６０１】
　情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサブプロセッサを
確保できず、かつ情報処理装置１００１以外にネットワーク上に接続されている情報処理
装置が存在しないが、情報処理装置１００１内の優先度の低いサブプロセッサプログラム
を実行中のサブプロセッサを含めると、ｎ個のサブプロセッサを確保できる場合には、こ
のように情報処理装置１００１内だけでｎ個のサブプロセッサが確保されることになる。
【０６０２】
　この場合、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１６２では、
自装置内に確保した各サブプロセッサにつき、自装置のサブプロセッサ管理テーブル内の
サブプロセッサステータスがｕｎｕｓｅｄとなっているものについては、ｒｅｓｅｒｖｅ
ｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プログラムＩＤおよびサブプロセッ
サプログラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行されるサブプロセッサプログラム
と一致するように書き替えるとともに、ロックシーケンス番号を発番してサブプロセッサ
管理テーブルに記述し、ステップ１１６４では、これら情報を、当該の機能プログラムに
送信する。
【０６０３】
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　具体的に、ステップ１１６４で送信される情報は、確保したサブプロセッサの数、確保
した各サブプロセッサのサブプロセッサＩＤおよびロックシーケンス番号を含むものとす
る。
【０６０４】
　図６５に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１１６７で、このサブプロセ
ッサ確保通知を受信し、後述のように自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネ
ージャに各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６０５】
　なお、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１６２で、自装置
内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを、当該の機能プ
ログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムの実行用に確保した場合には、その優
先度の低いサブプロセッサプログラムおよび当該サブプロセッサプログラムと連携動作す
る機能プログラムに対してサブプロセッサが奪われたことを通知する。
【０６０６】
　一方、確保されるべきｎ個のサブプロセッサに他の情報処理装置内に確保されるべき分
がある場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１１６３か
らステップ１１７１に進んで、他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内の
リソースマネージャにサブプロセッサの確保を要求し、他の情報処理装置１００２，１０
０３および１００４内のリソースマネージャは、ステップ１１７２で、それぞれ自装置内
に自装置分のサブプロセッサを確保する。
【０６０７】
　他の情報処理装置に対するサブプロセッサの確保要求は、図２９（Ａ）に示すようなＤ
ＭＡコマンドがサブプロセッサ確保要求コマンドであるソフトウェアセルによって行う。
具体的に、このサブプロセッサ確保要求コマンドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセ
ッサ確保要求コマンド本体、機能プログラムＩＤ、サブプロセッサプログラム優先度、確
保要求サブプロセッサ数および確保要求サブプロセッサ数の分のサブプロセッサプログラ
ムＩＤを含むものとする。
【０６０８】
　情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサブプロセッサを
確保できないが、情報処理装置１００１以外にもネットワーク上に情報処理装置が存在し
ていて、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサだけで、または優先度
の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、ｎ個のサブプロ
セッサを確保できる場合には、このように他の情報処理装置を含めたネットワークシステ
ム全体でｎ個のサブプロセッサが確保されることになる。
【０６０９】
　この場合、他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージ
ャは、ステップ１１７２では、それぞれ自装置内に確保した各サブプロセッサにつき、自
装置のサブプロセッサ管理テーブル内のサブプロセッサステータスがｕｎｕｓｅｄとなっ
ているものについては、ｒｅｓｅｒｖｅｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、
機能プログラムＩＤおよびサブプロセッサプログラム優先度を、確保したサブプロセッサ
で実行されるサブプロセッサプログラムと一致するように書き替えるとともに、ロックシ
ーケンス番号を発番してサブプロセッサ管理テーブルに記述する。
【０６１０】
　また、他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージャは
、ステップ１１７２で、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサ
ブプロセッサを、当該の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムの実行
用に確保した場合には、その優先度の低いサブプロセッサプログラムおよび当該サブプロ
セッサプログラムと連携動作する機能プログラムに対してサブプロセッサが奪われたこと
を通知する。
【０６１１】
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　さらに、他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージャ
は、図６６に示すように、ステップ１１７３で、それぞれ自装置内に自装置分のサブプロ
セッサを確保したことを、情報処理装置１００１内のリソースマネージャに通知する。
【０６１２】
　この通知には、図２９（Ｂ）に示すようなＤＭＡコマンドがサブプロセッサ確保返信コ
マンドであるソフトウェアセルを用いる。具体的に、このサブプロセッサ確保返信コマン
ドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサ確保返信コマンド本体、機能プログラムＩ
Ｄ、サブプロセッサプログラム優先度、確保したサブプロセッサの数、確保した各サブプ
ロセッサのサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス
番号を含むものとする。
【０６１３】
　図６６に示すように、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、他の情報処理
装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージャからのサブプロセッサ確
保通知を受信したら、ステップ１１７４で、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセ
ッサを確保したことを通知する。
【０６１４】
　当該の機能プログラムは、ステップ１１７７で、このサブプロセッサ確保通知を受信し
、自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに、各サブプロセッサに対す
るサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６１５】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図６５のステップ１１６７、または図６６のステ
ップ１１７７で、情報処理装置１００１内のリソースマネージャから、ｎ個のサブプロセ
ッサを確保した旨の通知を受信したら、図６６に示すように、ステップ１１８１で、情報
処理装置１００１内のリソースマネージャに、確保された各サブプロセッサに対するサブ
プロセッサプログラムを、当該サブプロセッサプログラムに対応するサブプロセッサプロ
グラムＩＤ、サブプロセッサＩＤ、ロックシーケンス番号およびサブプロセッサが確保さ
れた各情報処理装置の情報処理装置ＩＤと共に送信する。
【０６１６】
　図６６および図６７に示すように、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、
ステップ１１８２で、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムを
受信して、自装置（情報処理装置１００１）分のサブプロセッサプログラムがある場合に
は、それを自装置内の確保されたサブプロセッサに送信し、さらにステップ１１８３に進
んで、他の情報処理装置分のサブプロセッサプログラムがあるか否かを判断し、他の情報
処理装置分のサブプロセッサプログラムがない場合には、ステップ１１８３からステップ
１１８４に進んで、当該の機能プログラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセ
ッサプログラムを送信したことを通知する。
【０６１７】
　一方、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムに他の情報処理
装置分のサブプロセッサプログラムがある場合には、情報処理装置１００１内のリソース
マネージャは、ステップ１１８３からステップ１１９１に進んで、他の情報処理装置１０
０２，１００３および１００４内のリソースマネージャに各情報処理装置分のサブプロセ
ッサプログラムを送信する。
【０６１８】
　この送信には、図３０に示すようなＤＭＡコマンドがサブプロセッサプログラム送信コ
マンドであるソフトウェアセルを用いる。具体的に、このサブプロセッサプログラム送信
コマンドは、ＤＭＡコマンドとして、サブプロセッサプログラム送信コマンド本体、確保
された各サブプロセッサのサブプロセッサＩＤ、ロックシーケンス番号、確保された各サ
ブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤ、確保
された各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラム本体を含むものとする。
【０６１９】
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　他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージャは、ステ
ップ１１９２で、それぞれ自装置分のサブプロセッサプログラムを、自装置内の確保され
たサブプロセッサに送信し、さらにステップ１１９３に進んで、情報処理装置１００１内
のリソースマネージャに、確保されたサブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信
したことを通知する。この通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャ
は、ステップ１１８４で、当該の機能プログラムに、確保された各サブプロセッサにサブ
プロセッサプログラムを送信したことを通知する。
【０６２０】
　なお、情報処理装置１００１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置１００
２，１００３および１００４内のリソースマネージャは、図６６のステップ１１８２、お
よび図６７のステップ１１９２では、当該の機能プログラムから受信した確保された各サ
ブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムのサブプロセッサプログラムＩＤ、およ
びロックシーケンス番号が、自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであ
るか否かを判断して、異なる場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャが
直接、または他の情報処理装置１００２，１００３および１００４内のリソースマネージ
ャが情報処理装置１００１内のリソースマネージャを介して、当該の機能プログラムにエ
ラーを通知するが、図６６および図６７では、この点を省略して、エラーを生じない場合
のみを示した。
【０６２１】
　図６７に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１１８７で、情報処理装置１
００１内のリソースマネージャからの、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプ
ログラムを送信した旨の通知を受信する。
【０６２２】
　これによって、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけではｎ個のサ
ブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１００１内の優先度の低いサブプロセッサ
プログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、情報処理装置１００１内だけでｎ個の
サブプロセッサを確保できる場合、あるいは、情報処理装置１００１内の空いているサブ
プロセッサだけではｎ個のサブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１００１以外
にもネットワーク上に情報処理装置が存在していて、ネットワークシステム全体で、空い
ているサブプロセッサだけで、または優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中の
サブプロセッサを含めると、ｎ個のサブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ
割り当て処理を終了する。
【０６２３】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０６２４】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図６４のステップ１１５１で
、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネ
ットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプロ
グラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｎ個のサブプロセッサを確保できない
と判断した場合には、図６８に示すように、ステップ１１５１からステップ１１９５に進
んで、当該の機能プログラムに、ｎ個のサブプロセッサを確保できないことを通知する。
【０６２５】
　当該の機能プログラムは、ステップ１１９７で、この通知を受信し、エラー処理を実行
する。この場合のエラー処理は、ユーザに対して直ちに処理を実行できない旨を通知して
、時間を置いて再度、図６０のステップ１１１２からサブプロセッサ割り当て処理を実行
し、またはユーザが操作することをユーザに促すなどである。
【０６２６】
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　なお、上述したように優先度の低いサブプロセッサプログラムに対してサブプロセッサ
が奪われたことが通知された場合には、当該のサブプロセッサプログラムにつき、それに
対応する別の処理が実行される。
【０６２７】
　上述した例は、情報処理装置ＩＤの置き換えられた数値の昇順に、すなわち情報処理装
置１００１→情報処理装置１００２→情報処理装置１００３→情報処理装置１００４の順
に、サブプロセッサの空き状況を問い合わせ、サブプロセッサの確保を要求する場合であ
るが、例えば、各情報処理装置内のリソースマネージャは、実行されるべきサブプロセッ
サプログラムの優先度が高い場合には、上述した装置情報の一部であるメインプロセッサ
動作周波数により、ネットワーク１００９上に接続されている各情報処理装置の動作周波
数を判断して、動作周波数が高い情報処理装置から順に、サブプロセッサの空き状況を問
い合わせ、サブプロセッサの確保を要求するように、システムを構成してもよい。
【０６２８】
　あるいはまた、装置情報の一部である情報処理装置種別ＩＤにより、ネットワーク１０
０９上に接続されている各情報処理装置の種別を判断することによって、ハードディスク
レコーダのようにネットワーク１００９から切断される可能性が低い情報処理装置から、
ＰＤＡやポータブルＣＤプレーヤのようにネットワーク１００９から切断される可能性が
高い情報処理装置への順に、サブプロセッサの空き状況を問い合わせ、サブプロセッサの
確保を要求するように、システムを構成してもよい。
【０６２９】
　また、上述した例は、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけでは必
要数のサブプロセッサを確保できない場合、情報処理装置１００１内のリソースマネージ
ャから、他の情報処理装置内のリソースマネージャに対して、まずサブプロセッサの空き
状況を問い合わせ、その結果、ネットワークシステム全体で必要数のサブプロセッサを確
保できる場合には、改めてサブプロセッサの確保を要求する場合であるが、サブプロセッ
サの空き状況を問い合わせることなく、情報処理装置１００１内のリソースマネージャか
ら、他の情報処理装置内のリソースマネージャに対して、サブプロセッサの確保を要求す
るように、システムを構成してもよい。
【０６３０】
　さらに、上述した例は、情報処理装置１００１がマスター装置として動作していて、そ
のマスター装置を起点としてサブプロセッサ割り当て処理を実行する場合であるが、例え
ば、スレーブ装置として動作している情報処理装置がユーザによって操作された場合に、
その操作されたスレーブ装置を起点としてサブプロセッサ割り当て処理を実行するように
、システムを構成することもできる。
【０６３１】
　［８．情報処理装置がネットワークから切断された場合のサブプロセッサの割り当てに
よる分散処理その２］
　図５９のように複数の情報処理装置１００１，１００２，１００３および１００４がネ
ットワーク１００９に接続されている状態で、ユーザが誤って、ある情報処理装置をネッ
トワーク１００９から切断した場合（情報処理装置を物理的にネットワーク１００９から
切り離した場合、または情報処理装置の主電源を遮断した場合）、または、強い震動など
の外的要因によって、ある情報処理装置がネットワーク１００９から切断された場合、そ
の切断された情報処理装置内のサブプロセッサが、切断されていない情報処理装置が有す
るサブプロセッサプログラムの実行中または実行予約中であったときには、切断された情
報処理装置内のサブプロセッサに代わって、切断されていない情報処理装置内のサブプロ
セッサが、そのサブプロセッサプログラムを実行することが望ましい。
【０６３２】
　そこで、このような場合には、以下のように、切断された情報処理装置内のサブプロセ
ッサが実行中または実行予約中であったサブプロセッサプログラムの実行用に、切断され
ていない情報処理装置内のサブプロセッサを割り当てる。
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【０６３３】
　　（８－１．システム構成）
　図６９に、図５９のように４台の情報処理装置１００１，１００２，１００３および１
００４がネットワーク１００９に接続されている状態で、情報処理装置１００４がネット
ワーク１００９から切断された場合を示す。
【０６３４】
　各情報処理装置のソフトウェア構成としては、図１７に示したように、制御プログラム
としてリソースマネージャを含むものとし、そのリソースマネージャには、図１８に示し
たようなサブプロセッサ管理テーブルを用意する。サブプロセッサ管理テーブルの内容は
、上述したとおりである。
【０６３５】
　　（８－２．サブプロセッサ割り当て処理）
　図７０～図７８に、図６９のように情報処理装置１００１，１００２，１００３および
１００４がネットワーク１００９に接続されている状態で、情報処理装置１００４がネッ
トワーク１００９から切断された場合に、情報処理装置１００１が、自装置のメインメモ
リ１０２６－１内の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムの実行用に
、情報処理装置１００１内または他の情報処理装置１００２，１００３内にサブプロセッ
サを確保する場合の、情報処理装置１００１内のＭＳ（マスター／スレーブ）マネージャ
、情報処理装置１００１のメインメモリ１０２６－１内の機能プログラム、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置１００２および１００３内の
リソースマネージャによって実行されるサブプロセッサ割り当て処理の一例を示す。
【０６３６】
　情報処理装置１００４がネットワーク１００９から切断されたことは、情報処理装置１
００１，１００２および１００３内のＭＳマネージャによって検出される。
【０６３７】
　そして、情報処理装置１００１内のＭＳマネージャは、情報処理装置１００４がネット
ワーク１００９から切断されたことを検出したら、図７０に示すように、ステップ１２０
１で、自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに、切断された情報処理
装置１００４の情報処理装置ＩＤを通知し、情報処理装置１００１内のリソースマネージ
ャは、ステップ１２０２で、自装置のメインメモリ１０２６－１内の機能プログラムに、
その情報処理装置ＩＤを転送する。
【０６３８】
　これを受けて、情報処理装置１００１のメインメモリ１０２６－１内の機能プログラム
は、ステップ１２０３で、図２８～図３０および図６０～図６８に示して上述したような
サブプロセッサ割り当て処理の結果から、切断された情報処理装置１００４内のサブプロ
セッサが、自身（当該の機能プログラム）と連携動作するサブプロセッサプログラムを実
行中であったか否かを判断する。
【０６３９】
　この場合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。
【０６４０】
　そして、切断された情報処理装置１００４内の全てのサブプロセッサが、当該の機能プ
ログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムを実行中でなかった場合には、以後の
処理は不要であるので、そのままサブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０６４１】
　一方、切断された情報処理装置１００４内の一部または全部のサブプロセッサが、当該
の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラムを実行中であった場合には、
当該の機能プログラムは、ステップ１２０３からステップ１２１２に進んで、自装置（情
報処理装置１００１）内のリソースマネージャに、当該の機能プログラムの機能プログラ
ムＩＤおよび当該機能プログラムと連携動作する、切断された情報処理装置１００４内の



(78) JP 4586526 B2 2010.11.24

10

20

30

40

50

サブプロセッサにより実行中（上記のように実行予約中を含む）のサブプロセッサプログ
ラムのサブプロセッサプログラムＩＤを添えて、切断された情報処理装置１００４内のサ
ブプロセッサに代わって当該の機能プログラムと連携動作するサブプロセッサプログラム
を実行するのに必要な数（ｍ個とする）のサブプロセッサの使用要求を出力する。
【０６４２】
　これに対して、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７１に示すように
、ステップ１２１３で、自装置（情報処理装置１００１）の図１８に示したサブプロセッ
サ管理テーブルを参照して、自装置内にｍ個のサブプロセッサの空きがあるか否かを判断
し、ｍ個以上のサブプロセッサが空いている場合には、ステップ１２１３からステップ１
２１４に進んで、自装置内にｍ個のサブプロセッサを確保するとともに、その確保した各
サブプロセッサにつき、サブプロセッサ管理テーブル内のサブプロセッサステータスを、
ｕｎｕｓｅｄからｒｅｓｅｒｖｅｄに書き替え、サブプロセッサプログラムＩＤ、機能プ
ログラムＩＤおよびサブプロセッサプログラム優先度を、確保したサブプロセッサで実行
されるサブプロセッサプログラムと一致するように書き替え、ロックシーケンス番号を発
番して、サブプロセッサ管理テーブルに記述する。
【０６４３】
　さらに、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２１５に進んで
、当該の機能プログラムに、自装置内にｍ個のサブプロセッサを確保したことと、確保し
たｍ個のサブプロセッサのサブプロセッサＩＤおよびロックシーケンス番号とを通知する
。
【０６４４】
　当該の機能プログラムは、ステップ１２１７で、この通知を受信して、自装置（情報処
理装置１００１）内のリソースマネージャに、自身の機能プログラムＩＤと共に、確保さ
れた各サブプロセッサに対するサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤ、サ
ブプロセッサプログラム本体およびロックシーケンス番号を、確保したサブプロセッサ数
の分だけ送信する。
【０６４５】
　図７２に示すように、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２
２１で、これらを受信して、各サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを保存
し、さらにステップ１２２２に進んで、受信したサブプロセッサプログラムＩＤおよびロ
ックシーケンス番号が自装置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと同じであるか否
かを判断し、同じであるときには、ステップ１２２３に進んで、確保した各サブプロセッ
サにサブプロセッサプログラムを送信し、さらにステップ１２２４に進んで、当該の機能
プログラムに、各サブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知する
。
【０６４６】
　以上によって、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけで必要数のサ
ブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ割り当て処理を終了する。
【０６４７】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０６４８】
　情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２２２で、当該の機能プ
ログラムから受信したサブプロセッサプログラムＩＤまたはロックシーケンス番号が自装
置のサブプロセッサ管理テーブル内のそれらと異なると判断した場合には、ステップ１２
２２からステップ１２２６に進んで、当該の機能プログラムにエラーを通知する。この場
合には、当該の機能プログラムは、ステップ１２２７で、エラー処理を実行する。
【０６４９】
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　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７１のステップ１２１３で
、自装置内にｍ個のサブプロセッサの空きがないと判断した場合、すなわち情報処理装置
１００１内に空いているサブプロセッサが（ｍ－１）個以下しかない（１個もない場合を
含む）と判断した場合には、図７３に示すように、ステップ１２１３からステップ１２２
９に進んで、自装置内に空いているサブプロセッサがある場合には、そのサブプロセッサ
を自装置分として確保する。
【０６５０】
　情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、さらにステップ１２３１に進んで、
ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。図６９は、他の
情報処理装置１００２および１００３が接続されている場合である。
【０６５１】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２３１からステップ１２３２に進んで、
その中の１個である他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソース
マネージャに、空いているサブプロセッサの確保を要求する。
【０６５２】
　この確保要求は、図２９（Ａ）に示したようなサブプロセッサ確保要求コマンドによっ
て行い、その確保要求サブプロセッサ数は、（ｍ－ａ）とする。ａは、ステップ１２２９
で情報処理装置１００１内に確保されたサブプロセッサ数で、０≦ａ＜ｍである。
【０６５３】
　図７３に示すように、この確保要求に対して、他の情報処理装置（この場合は情報処理
装置１００２）内のリソースマネージャは、ステップ１２３３で、自装置内のサブプロセ
ッサ管理テーブルから、自装置内のサブプロセッサの空き状況を判断し、次にステップ１
２３４に進んで、自装置内に空いているサブプロセッサがある場合には、最大（ｍ－ａ）
個の範囲で自装置内にサブプロセッサを確保し、さらにステップ１２３５に進んで、自装
置内でサブプロセッサを確保した場合には、その数および確保した各サブプロセッサのサ
ブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号を情報処
理装置１００１内のリソースマネージャに通知し、自装置内でサブプロセッサを確保でき
ない場合には、その旨を情報処理装置１００１内のリソースマネージャに通知する。この
通知は、図２９（Ｂ）に示したようなサブプロセッサ確保返信コマンドによって行う。
【０６５４】
　この通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７４に示すよ
うに、ステップ１２３６で、自装置（情報処理装置１００１）分と他装置（情報処理装置
１００２）分とを合わせてトータルで、ｍ個のサブプロセッサを確保できたか否かを判断
する。
【０６５５】
　そして、トータルでｍ個のサブプロセッサを確保できなかった場合には、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャは、図７３に示すように、ステップ１２３６からステッ
プ１２３１に進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報処理装置が接続されて
いるか否かを判断する。図６９は、情報処理装置１００２以外に他の情報処理装置１００
３が接続されている場合である。
【０６５６】
　以下、情報処理装置１００２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｍ個のサブ
プロセッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続
されていないことが検出されるまで、ステップ１２３２，１２３３，１２３４，１２３５
，１２３６および１２３１の処理を繰り返す。
【０６５７】
　そして、ネットワークシステム全体で、空いているサブプロセッサによってｍ個のサブ
プロセッサを確保できた場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図
７４に示すように、ステップ１２３６からステップ１２３７に進んで、当該の機能プログ
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ラムに、ｍ個のサブプロセッサを確保したことを通知する。
【０６５８】
　当該の機能プログラムは、ステップ１２３８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し
、後述のように自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに各サブプロセ
ッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６５９】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７３のステップ１２３１で
、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわ
ち、ネットワークシステム全体でも（情報処理装置１００１のみがネットワーク上に存在
する場合には情報処理装置１００１内だけで）、空いているサブプロセッサによってｍ個
のサブプロセッサを確保できないと判断した場合には、図７４に示すように、ステップ１
２３１からステップ１２４１に進んで、自装置（情報処理装置１００１）内に当該の機能
プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがある
か否か、および、ある場合には、その数を検出する。
【０６６０】
　この場合の「実行中」というのも、ｂｕｓｙ（現在使用されている状態）だけでなく、
ｒｅｓｅｒｖｅｄ（現在は使用されていないが、使用が予約されている状態）を含む。以
下でも、当該の機能プログラムより優先度の低いサブプロセッサプログラムを、単に「優
先度の低いサブプロセッサプログラム」と称する。
【０６６１】
　次に、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２４２に進んで、
自装置内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがある場合
には、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと合わせてｍ個のサブプロ
セッサを確保できる範囲で、その優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブ
プロセッサを確保するとともに、その優先度の低いサブプロセッサプログラムに対してサ
ブプロセッサが奪われたことを通知する。
【０６６２】
　さらに、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７５に示すように、ステ
ップ１２４３に進んで、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装
置（情報処理装置１００１）内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブ
プロセッサとを合わせて、ｍ個のサブプロセッサを確保できたか否かを判断し、確保でき
た場合には、ステップ１２４３からステップ１２４４に進んで、当該の機能プログラムに
、ｍ個のサブプロセッサを確保したことを通知する。
【０６６３】
　当該の機能プログラムは、ステップ１２４８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し
、後述のように自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに各サブプロセ
ッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６６４】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２４３で、ネット
ワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自装置内の優先度の低いサブプロセ
ッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｍ個のサブプロセッサを確保
できないと判断した場合には、ステップ１２４３からステップ１２５１に進んで、ネット
ワーク上に他の情報処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０６６５】
　そして、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されている場合には、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２５１からステップ１２５２に進んで、
当該他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソースマネージャに、
優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサの確保を要求する。こ
の確保要求は、図２９（Ａ）に示したようなサブプロセッサ確保要求コマンドによって行
う。
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【０６６６】
　図７６に示すように、この確保要求に対して、他の情報処理装置（この場合は情報処理
装置１００２）内のリソースマネージャは、ステップ１２５３で、自装置内のサブプロセ
ッサ管理テーブルから、自装置内に優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中のサ
ブプロセッサがあるか否かを判断し、ある場合には、その優先度の低いサブプロセッサプ
ログラムを実行中のサブプロセッサを確保して、その数および確保した各サブプロセッサ
のサブプロセッサＩＤ、サブプロセッサプログラムＩＤおよび発番したロックシーケンス
番号を情報処理装置１００１内のリソースマネージャに通知し、自装置内に優先度の低い
サブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサがない場合には、その旨を情報処理
装置１００１内のリソースマネージャに通知する。この通知は、図２９（Ｂ）に示したよ
うなサブプロセッサ確保返信コマンドによって行う。
【０６６７】
　なお、他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソースマネージャ
は、ステップ１２５３で、自装置内の優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中の
サブプロセッサを確保した場合には、その優先度の低いサブプロセッサプログラムおよび
当該サブプロセッサプログラムと連携動作する機能プログラムに対してサブプロセッサが
奪われたことを通知する。
【０６６８】
　他の情報処理装置（この場合は情報処理装置１００２）内のリソースマネージャからの
確保通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７６に示すよう
に、ステップ１２５４で、ネットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと、自
装置（情報処理装置１００１）内および他装置（情報処理装置１００２）内の優先度の低
いサブプロセッサプログラムを実行中のサブプロセッサとを合わせて、ｍ個のサブプロセ
ッサを確保できたか否かを判断し、確保できない場合には、図７５に示すように、ステッ
プ１２５４からステップ１２５１に進んで（戻って）、さらにネットワーク上に他の情報
処理装置が接続されているか否かを判断する。
【０６６９】
　以下、情報処理装置１００２の場合と同様に、ネットワークシステム全体でｍ個のサブ
プロセッサを確保できるまで、または、それ以上、ネットワーク上に情報処理装置が接続
されていないことが検出されるまで、ステップ１２５２，１２５３，１２５４および１２
５１の処理を繰り返す。
【０６７０】
　そして、空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中
のサブプロセッサとを合わせて、ネットワークシステム全体でｍ個のサブプロセッサを確
保できた場合には、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２５４
からステップ１２５５に進んで、当該の機能プログラムに、ｍ個のサブプロセッサを確保
したことを通知する。
【０６７１】
　当該の機能プログラムは、ステップ１２５８で、このサブプロセッサ確保通知を受信し
、以下のように自装置（情報処理装置１００１）内のリソースマネージャに各サブプロセ
ッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６７２】
　すなわち、当該の機能プログラムは、図７４のステップ１２３８、図７５のステップ１
２４８、または図７６のステップ１２５８で、情報処理装置１００１内のリソースマネー
ジャから、ｍ個のサブプロセッサを確保した旨の通知を受信したら、図７７に示すように
、ステップ１２８１で、情報処理装置１００１内のリソースマネージャに、確保された各
サブプロセッサに対するサブプロセッサプログラムを送信する。
【０６７３】
　図７７に示すように、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２
８２で、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムを受信して、自
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装置（情報処理装置１００１）分のサブプロセッサプログラムがある場合には、それを自
装置内の確保されたサブプロセッサに送信し、さらにステップ１２８３に進んで、他の情
報処理装置分のサブプロセッサプログラムがあるか否かを判断し、他の情報処理装置分の
サブプロセッサプログラムがない場合には、ステップ１２８３からステップ１２８４に進
んで、当該の機能プログラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログラ
ムを送信したことを通知する。
【０６７４】
　一方、当該の機能プログラムから送信されたサブプロセッサプログラムに他の情報処理
装置分のサブプロセッサプログラムがある場合には、情報処理装置１００１内のリソース
マネージャは、ステップ１２８３からステップ１２９１に進んで、他の情報処理装置１０
０２，１００３のリソースマネージャに各情報処理装置分のサブプロセッサプログラムを
送信する。
【０６７５】
　他の情報処理装置１００２，１００３のリソースマネージャは、ステップ１２９２で、
それぞれ自装置分のサブプロセッサプログラムを、自装置内の確保されたサブプロセッサ
に送信し、さらにステップ１２９３に進んで、情報処理装置１００１内のリソースマネー
ジャに、確保されたサブプロセッサにサブプロセッサプログラムを送信したことを通知す
る。この通知を受けて、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、ステップ１２
８４で、当該の機能プログラムに、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプログ
ラムを送信したことを通知する。
【０６７６】
　なお、情報処理装置１００１内のリソースマネージャ、および他の情報処理装置１００
２，１００３内のリソースマネージャは、図７３のステップ１２２９，１２３４、図７４
のステップ１２４２、または図７６のステップ１２５３で、自装置内にサブプロセッサを
確保した場合には、その確保したサブプロセッサにつき、自装置内のサブプロセッサ管理
テーブルを書き替えるとともに、情報処理装置１００１，１００２または１００３内のリ
ソースマネージャが発番したロックシーケンス番号をサブプロセッサ管理テーブルに記述
し、図７７のステップ１２８２および１２９２では、当該の機能プログラムから受信した
サブプロセッサプログラムＩＤおよびロックシーケンス番号が自装置のサブプロセッサ管
理テーブル内のそれらと同じであるか否かを判断して、異なる場合には、情報処理装置１
００１内のリソースマネージャが直接、または他の情報処理装置１００２，１００３内の
リソースマネージャが情報処理装置１００１内のリソースマネージャを介して、当該の機
能プログラムにエラーを通知するが、図７４～図７７では、この点を省略して、エラーを
生じない場合のみを示した。
【０６７７】
　図７７に示すように、当該の機能プログラムは、ステップ１２８７で、情報処理装置１
００１内のリソースマネージャからの、確保された各サブプロセッサにサブプロセッサプ
ログラムを送信した旨の通知を受信する。
【０６７８】
　これによって、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけではｍ個のサ
ブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１００１内の優先度の低いサブプロセッサ
プログラムを実行中のサブプロセッサを含めると、情報処理装置１００１内だけでｍ個の
サブプロセッサを確保できる場合、あるいは、情報処理装置１００１内の空いているサブ
プロセッサだけではｍ個のサブプロセッサを確保できないが、情報処理装置１００１以外
にもネットワーク上に情報処理装置が存在していて、ネットワークシステム全体で、空い
ているサブプロセッサだけで、または優先度の低いサブプロセッサプログラムを実行中の
サブプロセッサを含めると、ｍ個のサブプロセッサを確保できる場合の、サブプロセッサ
割り当て処理を終了する。
【０６７９】
　確保された各サブプロセッサで処理されるべきデータは、サブプロセッサプログラムの
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送信と同時に、またはサブプロセッサプログラムの送信後、確保された各サブプロセッサ
に送信される。これによって、確保された各サブプロセッサでサブプロセッサプログラム
を実行することができる。
【０６８０】
　一方、情報処理装置１００１内のリソースマネージャは、図７５のステップ１２５１で
、ネットワーク上に他の情報処理装置が接続されていないと判断した場合、すなわち、ネ
ットワークシステム全体の空いているサブプロセッサと優先度の低いサブプロセッサプロ
グラムを実行中のサブプロセッサとを合わせても、ｍ個のサブプロセッサを確保できない
と判断した場合には、図７８に示すように、ステップ１２５１からステップ１２９５に進
んで、当該の機能プログラムに、ｍ個のサブプロセッサを確保できないことを通知する。
当該の機能プログラムは、ステップ１２９７で、この通知を受信し、エラー処理を実行す
る。
【０６８１】
　上述した例は、情報処理装置ＩＤの置き換えられた数値の昇順に、すなわち情報処理装
置１００１→情報処理装置１００２→情報処理装置１００３の順に、サブプロセッサの確
保を要求する場合であるが、例えば、各情報処理装置内のリソースマネージャは、実行さ
れるべきサブプロセッサプログラムの優先度が高い場合には、上述した装置情報の一部で
あるメインプロセッサ動作周波数により、ネットワーク１００９上に接続されている各情
報処理装置の動作周波数を判断して、動作周波数が高い情報処理装置から順に、サブプロ
セッサの確保を要求するように、システムを構成してもよい。
【０６８２】
　あるいはまた、装置情報の一部である情報処理装置種別ＩＤにより、ネットワーク１０
０９上に接続されている各情報処理装置の種別を判断することによって、ハードディスク
レコーダのようにネットワーク１００９から切断される可能性が低い情報処理装置から、
ＰＤＡやポータブルＣＤプレーヤのようにネットワーク１００９から切断される可能性が
高い情報処理装置への順に、サブプロセッサの確保を要求するように、システムを構成し
てもよい。
【０６８３】
　また、上述した例は、情報処理装置１００１内の空いているサブプロセッサだけでは必
要数のサブプロセッサを確保できない場合、情報処理装置１００１内のリソースマネージ
ャから、他の情報処理装置内のリソースマネージャに対して、直ちにサブプロセッサの確
保を要求する場合であるが、図６０～図６８に示して上述した例のように、情報処理装置
１００１内のリソースマネージャから、他の情報処理装置内のリソースマネージャに対し
て、まずサブプロセッサの空き状況を問い合わせ、その結果、ネットワークシステム全体
で必要数のサブプロセッサを確保できる場合には、改めてサブプロセッサの確保を要求す
るように、システムを構成してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０６８４】
【図１】この発明のネットワークシステムの一例を示す図である。
【図２】この発明の情報処理装置が備える情報処理コントローラの説明に供する図である
。
【図３】ソフトウェアセルの一例を示す図である。
【図４】ソフトウェアセルのデータ領域の例を示す図である。
【図５】複数の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置として動作する様子を示す図
である。
【図６】情報処理装置のソフトウェア構成の一例を示す図である。
【図７】４台の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置として動作する様子を示す図
である。
【図８】図７のシステムにおける分散処理の例を示す図である。
【図９】各情報処理装置およびシステムの具体例を示す図である。
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【図１０】図９中のハードディスクレコーダのハードウェア構成を示す図である。
【図１１】図９中のハードディスクレコーダのソフトウェア構成を示す図である。
【図１２】図９中のＰＤＡのハードウェア構成を示す図である。
【図１３】図９中のＰＤＡのソフトウェア構成を示す図である。
【図１４】図９中のポータブルＣＤプレーヤのハードウェア構成を示す図である。
【図１５】図９中のポータブルＣＤプレーヤのソフトウェア構成を示す図である。
【図１６】サブプロセッサの割り当てによる分散処理が実行されるネットワークシステム
の一例を示す図である。
【図１７】情報処理装置のソフトウェア構成の一例を示す図である。
【図１８】情報処理装置に用意されるサブプロセッサ管理テーブルの一例を示す図である
。
【図１９】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２０】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２１】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２２】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２３】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２４】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２５】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２６】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２７】サブプロセッサ割り当て処理の一例の一部を示す図である。
【図２８】サブプロセッサ空き状況問い合わせコマンドおよびサブプロセッサ空き状況返
信コマンドの一例を示す図である。
【図２９】サブプロセッサ確保要求コマンドおよびサブプロセッサ確保返信コマンドの一
例を示す図である。
【図３０】サブプロセッサプログラム送信用のサブプロセッサプログラム送信コマンドの
一例を示す図である。
【図３１】サブプロセッサの割り当てによる分散処理が実行されるネットワークシステム
の一例を示す図である。
【図３２】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３３】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３４】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３５】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３６】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３７】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３８】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図３９】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図４０】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図４１】この発明のネットワークシステムの他の例を示す図である。
【図４２】この発明の情報処理装置が備える情報処理コントローラの説明に供する図であ
る。
【図４３】ＤＭＡＣの内部構造を示す図である。
【図４４】情報処理装置内のコマンド／レスポンス構造を示す図である。
【図４５】サブプロセッサからメインメモリへのアクセス時の手順を示す図である。
【図４６】ワークメモリの内部構造を示す図である。
【図４７】サブプロセッサの内部構造を示す図である。
【図４８】コントロールレジスタの内部構造を示す図である。
【図４９】複数の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置として動作する様子を示す
図である。
【図５０】４台の情報処理装置が仮想的な１台の情報処理装置として動作する様子を示す
図である。
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【図５１】図５０のシステムにおける分散処理の例を示す図である。
【図５２】各情報処理装置およびシステムの他の具体例を示す図である。
【図５３】図５２中のハードディスクレコーダのハードウェア構成を示す図である。
【図５４】図５２中のハードディスクレコーダのソフトウェア構成を示す図である。
【図５５】図５２中のＰＤＡのハードウェア構成を示す図である。
【図５６】図５２中のＰＤＡのソフトウェア構成を示す図である。
【図５７】図５２中のポータブルＣＤプレーヤのハードウェア構成を示す図である。
【図５８】図５２中のポータブルＣＤプレーヤのソフトウェア構成を示す図である。
【図５９】サブプロセッサの割り当てによる分散処理が実行されるネットワークシステム
の他の例を示す図である。
【図６０】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６１】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６２】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６３】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６４】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６５】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６６】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６７】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６８】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図６９】サブプロセッサの割り当てによる分散処理が実行されるネットワークシステム
の他の例を示す図である。
【図７０】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７１】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７２】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７３】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７４】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７５】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７６】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７７】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【図７８】サブプロセッサ割り当て処理の他の例の一部を示す図である。
【符号の説明】
【０６８５】
　主要部については図中に全て記述したので、ここでは省略する。
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